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Prologue









　そこは、奇妙な神殿だった。

　神を象かたどった像もなく、壮麗な彫刻もなければ窓の一つすら存在しない、実に閉鎖的な空間ではあったが──確かにそこは神殿だった。

　空気に混ざる厳げん粛しゆくさ、居住まいを正さざるを得ない不可侵性。そういったものが、この空間には満ちている。

　それ自体がぼんやりと発光する建材で作られた神殿の最奥。そこは本来なら祭壇があり、天の御み使つかいを象った彫像や、聖せい人じんが磔はりつけにされた十字架でも祀まつるべき場所だ。

　だが──そこにあるのは、宙に浮く巨大な立方体だった。

　一辺の長さは一メートルほどか。夜空よりも黒々とした表面に時折走る光の線が、複雑な紋様を形作っては消えていく。

　いかな道理で浮いているのか、またなんの役割があるのかはようとして知れない。ただ、それがこの異界めいた空間の中心であることだけは確かだった。

「ひ……っ……」

　一切の不純物が存在しない無音の空間に、息を詰まらせたような悲鳴があがる。

　悲鳴の主は三十歳程度と思われる男性。傾斜のついた架台に全身を縛りつけられ、口には猿さる轡ぐつわを嵌はめられている。恐怖に濁った瞳ひとみに映るのは──

「そう怖がらなくていいのよ。別に、取って食おうっていうわけじゃないんだから」

　身体からだの線が浮き出る衣装を纏まとった女。年齢は二十代半ばほどだろうか。鼻にかかったような甘い声には蟲こ惑わく的てきな響きがあり、蛾がが光に群がるように男たちを引き寄せては、炎でその身を焼き、たちまちに破滅させる魔性を感じさせた。

　縛りつけられた男が、助けてくれと目で懇願する。けれど、そんな切実な視し線せんも一顧だにせず、女は陶酔したような顔で、熱情すら感じさせるため息を漏らす。

「どう？　美しい光景だとは思わないかしら？」

　オペラ歌手のように両手を広げる。

　──その周囲には、男と同じように架台に縛りつけられた者たちがいた。

　架台に囚とらわれた者たちは宙に浮く立方体を中心とした円を描くように配置され、その顔は立方体へと向くように固定されていた。

　あたかも、ご神体を崇あがめる信徒のように。あるいは──神を鎮めるための生いけ贄にえか。

「これから起こるのは、このセフィラ世界の根幹を揺るがしかねないこと──革命の場に当事者として立ち会えるんだから、光栄に思うべきだわ」

　脳髄が痺しびれるような甘やかな声が、男の耳元で囁ささやかれる。うぶな男なら顔を赤らめ、好色な者なら鼻息を荒くするような色香があったが、男の心中には恐怖しかなかった。

　近づいてくる女に不穏なものを感じて男は必死にもがくが、拘束は微み塵じんも揺るがない。

　女が右手を持ちあげると、そこには奇妙な鉄環が握られていた。内側には円えん錐すい状じようの突起がいくつも生えており、用よう途とを知らずともおぞましさが伝わってくる。

「これは茨の冠クラウン・オブ・ソーン──あなたへのプレゼントよ」

　自身に訪れるであろう苦痛を予見し、男の胸中を絶望が侵食していく。

　だが──悪夢はそれだけで終わらなかった。

「あぁ、それと──この子たちも紹介しておかないとね」

　女の声に応じるようにして、その背後に浮かびあがるものがあった。炯けい々けいたる赤い光を放つ無数の目が、柱の陰や天井の隅から、男を見ていた。

　甲殻類が身をよじるようなギチギチという異様な音が響く。と同時、縛られた身体をなにかが這はいあがってくる感触。それがなんなのか、頭までを固定された男には見ることができない。

　得体の知れないものに身体を這いまわられている恐怖に、男が目を剝むいて暴れる。

　這いあがってきたなにかは男の肩を通って延髄に回りこむと、何本もの節くれだった足で首筋にしがみつく。

　直ちよく後ご、突き刺さすような痛みが男の思考を蹂じゆう躙りんし──そこで、彼の意識は途絶えた。




「──準備は整ったわ」

　宙に浮く立方体を見上げ、女は満足そうに唇に笑みを刻む。

　後から持ち込んだものなのだろう、女は生いけ贄にえたちから少し離れた位置にある機械装置へ歩み寄ると、制御卓コンソールに指を這はわせる。

　虚空に浮かびあがったホロディスプレイが表示を変え、架台に縛りつけられた者たちが一斉に身体からだを痙けい攣れんさせた。

　すると、いかな作用が働いたのか、宙に浮かぶ立方体が突如として赤い火花を散らし始めた。明らかに尋常ならざる状況ではあったが、直後、さらなる異変が起こった。

　ガクン──床が沈み込むような感触。大規模な地盤沈下でも起きたかのように、明らかに地面が下がった。急激な降下は一瞬だけだったが、感覚の極めて鋭敏な者ならば、地面がなおも緩やかに下がり続けていることに気づけたかもしれない。

　女の口唇がつり上がり、どこか蛇を思わせる笑みを形作る。

「愚ぐ昧まいなる旧世代の王は、玉座と共に地の底へと落ちる──」

　唄うたうように、あるいは詩を読むように──女は声高らかに叫んだ。

「さあ──〝セフィラ落とし〟の始まりよ……！」






Chapter.1









　泥水めいた色のコーヒーに口をつける。やはりというべきか、香り高さの欠片かけらもない安っぽい苦さだけが味覚を刺激した。

　眉まゆをしかめながら、テーブルではなく床に置く。不作法ではあったが、この際仕方がないだろう。テーブルは本来の役割を放棄し、今は背もたれの代わりとなっていたからだ。

「平和ですねぃ」

　横合いからかかった声に、カイルは嫌気がさしたようにため息をつく。

　灰色の頭髪は厭えん世せい的てきな印象を見る者に与えるが、なにより活力の感じられない瞳ひとみが、彼の年齢を実際より上に見せていた。

「旦だん那なも一本どうです？」

　カイルと並んでテーブルを背にし、床に腰を下ろした男がシガレットケースをこちらへ差し向けてくる。ただし、その中に入っているのは煙草たばこではなく木の皮を乾燥させて筒状に丸めたもの──シナモンスティックだ。

「いるか、ンなもん」

「つれやせんねぇ。結構くせになりやすよ、これ」

　言いながら、縦たて縞じまスーツにハットを被かぶった男は抜き出したシナモンスティックを咥くわえる。

　グウェン・パイカー。カイルにとっては親しく話をしたい相手ではない。とはいえ、腐れ縁というやつだろうか。この男とはなんだかんだで付き合いが長かった。

「いやはや、ほんっと──平和ですねぃ」

　しみじみと。もう一度、グウェンが同じ言葉を口にする。

　こめかみに青筋が浮かぶのを自覚しながら、カイルは押し殺した声音で言う。

「そのシナモンスティック、幻覚作用でもあんじゃねぇのか？」

「ははは、やですねぃ、旦だん那な。そんなわけないでしょう、物騒ですねぃ。うちのファミリーはヤクの類たぐいは扱ってやせんよ。首領オヤジが嫌うんですよ、そういうの。うちは品行方正な犯罪組織ですから」

「ああそうかよ。それなら訊きくけどな……この状況のどこが平和だっつうんだよ！」

　たまりかね、カイルはとうとう叫び声をあげた。

　その頭上を無数の火線が飛び交う。銃声が響くたび、壁には弾だん痕こんが穿うがたれ、調度品は割れ砕け、背にしたテーブルからは衝撃が伝わってくる。

　早い話が、カイルは銃撃戦に巻き込まれていた。

「おい、どういうことだ、グウェンおいっ。おまえ言ったよな？　マナーの悪い組織がいるから、穏おん便びんに話をつけるって。第三者がいた方がいいから、あくまで見届け人として俺おれに同席しろって、おまえ言ったよな!?」

「ええ、いいやしたよ。まぁ、ちょっとこじれちまいやしたけどね」

「ちょっとどころじゃねぇだろ！　おもいっきり撃ってきてんじゃねぇか！　これのどこが穏便だっ！」

「いやぁ、十分平和の範はん疇ちゆうですよ。なにせ、王軍の兵士に囲まれたり、浮遊艦から砲撃されたりしてないんですからねぃ。これくらいは通常営業。これでごねるような奴やつは、とっくにこの稼業から足を洗ってるか、墓の下でぐっすり眠ってますって」

「ぐ……っ！」

　暗に痛いところを突かれ、カイルは口ごもる。

　グウェンには借りがあった。なにしろ、一カ月前に起こったある事件で、グウェンの所属するガーランドファミリーは交易の要たる貴重な浮船を一隻失っているのだ。

「オラオラ、どうしたぁ!?　天下のガーランドファミリーもこんなもんかぁ!?」

　二人の会話を遮るように、銃声にも負けない怒号が響く。

「……ていうか、あいつらはなんだ？　もとから話し合う気もなかっただろ、あれ」

「もともとは、はぐれもののチンピラたちの集まりだったんですけどねぃ。最近、バックがついたみたいで、気がでかくなって。これを機にガーランドファミリーうちになり替わって一区を支配しよう、とか思ってるんでしょ。はっはっは、若いですねぃ」

「笑ってる場合かよ……。で、おまえの部下は？」

「別室で待機。表向きは平和な話し合いですからねぃ」

「で、話し合いのふりして、奥に潜ませてた戦力でおまえの首をとろうとしたってわけか」

「ですね」

　ぼと、と筒状の物体がカイルとグウェンの間に落ちる。筒から伸びた導火線には火がついており、みるみる短くなっていく。グウェンは気楽にそれを拾い上げる。

「おやおや、きばっちゃって。自分たちもいる部屋でダイナマイトとか、頭が残念すぎてむしろ気の毒ですねぃ。導火線長すぎですし」

　手に取ったダイナマイトをのんびりと眺めながら、グウェンは肩をすくめる。肩越しに投げ返すと、爆音と悲鳴が沸き上がった。

「ぎゃああああああ……ッ！　お、おれの足があああああああああ……！」

「てめぇ、やりやがったな！　ぶっ殺せ！」

　色めき立つ男たち。明らかに自業自得だが、自分たちの下策を反省する頭はないようだ。

「死にさら……ぐぁ!?」

　テーブルを回り込んで直接カイルたちを撃ちに来た男が、そちらを見もせずに無造作に放たれたグウェンの銃弾を浴びて倒れる。












「ていうか旦だん那な、なんとかしてくださいよ。そのために呼んだんですから」

「いよいよ建前もなくなったな……」

　げんなりとため息をついて俯うつむき──次にカイルが顔を上げた時、その目から怠惰な印象は消えていた。

　ホルスターから回転弾倉式拳けん銃じゆうを引き抜く。その撃鉄を上げると同時、自分の頭の中にある意識の撃鉄も上げる。瞬間、カイルの脳髄は、世界の理ことわりを解析する演算器と化す。

　意識の奥で組み上げたプログラムを銃弾に乗せ、カイルは銃を握った腕だけをテーブルの上に出すと、銃弾を連続発射。が──

「どこ狙ねらってやがんだ間抜け！」

　罵ば倒とうが飛んでくる。実際、カイルが放った銃弾は男たちに当たらないどころか水平にも飛ばず、あろうことか天井に直撃していた。

「外したんですかい？」

「いや、全弾命中だ」

　メリメリィ──と。木材が断裂するような異音が、頭上から鳴り響く。

　次の瞬間、男たちの真上の天井が裂け、上階の家具ごとその頭上に落下してきた。

　すさまじい重量に押しつぶされた男たちの悲鳴とうめき声が合唱となって響き渡る。

「ほらな、大当たりジヤツクポツトだ」

「……今のは？」

「ここ、ずいぶんといい加減な設計で建てたみたいだからな。天井の梁はりの応力が集中する部分を狙い撃って、木材を劣化させた。あとは、手抜き工事のおかげでこのありさまだ」

「いつから設計屋に鞍くら替がえしたんです？」

「さっきだ。マフィアの傭よう兵へいやらされるよりかは遥はるかにマシな仕事だろうさ」

　グウェンの追及を適当な軽口でかわす。

　──定てい戯ぎ式しき。上位種属たる天使の血を引く者だけが扱うことのできる、万物の情報を書き換える力。

　一カ月ほど前の事件以来、カイルは以前よりも深い深度まで物質の構造を解析できるようになっていた。だが、高度な術には大きな反動も伴う。これまで以上の高度な演算を脳に強いれば、バックファイアが身を滅ぼしかねない。

　そこでカイルが実行したのは、最低限の干渉で大きな成果を生み出すという手だ。もとから無理のあった構造物に、見えない手で最後の一押しを加える。結果、些さ細さいな労力で多くの敵を行動不能に陥れることができた。

　だがその直ちよく後ご、奥の部屋からすぐに新手が湧わき出してくる。

「きりがねぇな」

「確かに、あれを相手にするのも馬鹿らしいですねぃ。でも、そろそろ来る頃ころですよ」

「なにがだ？　おまえをあの世に連れてく死神なら、横断幕用意して迎えてやるよ」

「はっはぁ、ご冗談を。まあ、死神っていうんなら、そう外れてもないでしょうけどねぃ」

「…………？　なんだそりゃ、どういう──」

　問おうとしたカイルは、ふと聞こえてきた重々しい異音に息をひそめる。

　断続的に響くのは……足音。まるで、巨大な象が廊下を爆走しているように、徐々にこちらへと近づいてくる。ただならぬ気配に、男たちの銃撃も止やむ。

　一時の静寂は、部屋の壁とともに打ち砕かれた。

　建材を砕き散らしながら現れたのは、二メートルを優に超す赤銅色の肌の巨漢──グィネル。荒縄を捩よじり合わせたような巨きよ軀くに、岩塊から削り出したような厳いかめしい顔立ち。

　グウェンに付き従う寡黙な野人が、そこにいた。その腕には人間が抱えられていたが、妙に肌が白いと思ったら、人を象かたどった石せつ膏こう像だった。

　信じがたいことだが──この巨漢は、重量二百キロは下らないであろう石膏像を、破は城じよう鎚ついのように叩たたき付つけて壁を突き破ったらしい。

　常識外れの膂りよ力りよくにカイルの頰ほおがひきつる。

「こいつは……死神っていうよりは……」

「巨人、ですかねぃ」

　気楽そうに笑うグウェン。対して、男たちは乱入した巨人を、大口を開けて呆ぼう然ぜんと見上げている。

「グィネル、命令だ」

　常におどけた態度を見せるグウェンが、マフィア幹部らしい酷薄な笑みを唇の端に刻み、

「全員──叩たたき潰つぶせ」

　命じる。グィネルは石膏像を盾のように体の前に構える。野獣のごとき眼がん光こうが、まっすぐに男たちを射いすくめた。

「ひっ……、く、くるなぁあああああああああああ……！」

　野生の大型獣に対するのに等しい本能的な恐怖を感じ、男たちが狂乱して銃弾を浴びせる。しかし、石膏像にはじかれて銃弾はグィネルには届かない。

　寡黙な野獣は吠ほえることすらなく、哀れな獲物の群れを一方的に蹂じゆう躙りんすべく突撃した。




　世界は四つの階層と、十の浮遊都市セフイラから成り立っていた。

　最上層──第一セフィラ・ケテル、第二セフィラ・コクマー、第三セフィラ・ビナー。

　上層──第四セフィラ・ケセド、第五セフィラ・ゲブラー、第六セフィラ・ティファレト。

　下層──第七セフィラ・ネツァク、第八セフィラ・ホド、第九セフィラ・イェソド。

　最下層──唯一並列するセフィラを持たない第十セフィラ・マルクト。

　それが、この世界の全すべてだった。




　金属同士が打ち合う澄んだ音が、耳じ朶だの奥で響く。痺しびれるような痛みと引き換えに、手の中から柄の感触が消失する。

　高々とはね上げられた剣が、金属音を響かせて背後に落ちた。

　幾百の目に晒さらされる中、気がつけば膝ひざをついて見上げていた。目の前に立つ、一人の騎士を。

　全身を隙すき間まなく覆う、白銀の全身甲かつ冑ちゆう。その手には、身の丈にも匹敵するような大剣が握られていた。

　見上げる視し線せんと見下ろす視線が交錯する。冷徹な眼まな差ざしが侮ぶ蔑べつの色を伴って突きささる。

「……軽いな。心しんの宿らぬ軽い剣だ、セレスティナ・ヴァンフォード」

　低く押し殺した声が、断罪するように彼女へと降る。

　騎士は大剣を寝せ、背中まで振りかぶる。それはさながら、死神の大おお鎌がまを連想させた。

「──だからおまえは、おれに勝てんのだ」

　大剣が横よこ薙なぎに振るわれる。

　超重量の刃が首へと迫り──そこで彼女は目を覚ました。




「……………………」

　しばし天井の模様を眺め、セレスティナはぺたぺたと自分の首を触る。

（首は……あるか）

　当然か、と彼女は苦笑する。

　ベッドの上で身を起こし、彼女は悪夢を見たことによる疲労感と自身への呆あきれをため息にのせて吐き出す。長い金髪が紗しや幕まくのように肌の上を滑り、シーツへと零こぼれ落おちた。

　とはいえ、あれは実際に起こったことではある。無論、首を刎はねられたということはない。それに、剣を交えた相手はセレスティナに一言もかけなかった。ただ、衆目の面前で無様を晒したことだけは疑いようもない事実だった。

　ベッドから降り、窓辺に歩み寄ってカーテンを開ける。朝日が網膜に刺ささり、その眩まぶしさに目を眇すがめる。

　──年齢は十代後半。均整のとれた肢体とバランスのいい立ち姿は、武芸に心得のある者の特徴だ。太めの眉まゆにきりりとした双そう眸ぼう、可愛かわいいというよりは精せい悍かんという言葉が似合う顔立ちは、女性であっても『熱血漢』という言葉を連想させる。

　窓を開くと、広い庭を囲う柵さくの向こうから子供たちの声が響く。屋根に登っているのは、煙突の掃除夫だろうか。

　視線を転ずれば、高台より威風堂々と城下町を見下ろす王城の威容が目に入った。

　仕えるべき主あるじの居城と、守るべき民の営み──その双方が視界に入るこの窓からの景色が、セレスティナは好きだった。

　こうして風景を眺めていると、夢見の悪さも少しは忘れることができた。

「──うむ。今日も民は健やかに過ごしておるな」

　満足げに頷うなずく。と──

「お、お嬢様っ！」

　慌てたような声が下方から聞こえる。見れば、一人の侍女メイドが顔を真っ赤にして声を張り上げていた。

「うむ、エクレールか。今朝も早いな。いつものことながら、ごくろう──」

「そんなことよりっ！」

　主の声を遮るなど本来なら無礼にもほどがあるのだが、そんなことにも構っていられないような切羽詰まった声で、エクレールと呼ばれた侍女は叫んだ。

「服を着てくださいっ！」

　しばし、侍女の言葉の意味を考え。

「ふむ。確かに、少し冷えるな」

　心得顔で的はずれなことを言って、セレスティナは窓を閉めた。















　ヴァンフォード伯爵家と言えば、第四セフィラ・ケセドにおいて知らぬ者はいない武門の家柄だ。爵位こそ公爵、侯爵に続く伯爵位ではあるものの、長年王家の剣術指南役を務めてきた、質実剛健の名家である。

　セレスティナもまた、剣術指南役であり王軍の重鎮を務めた祖父より剣術を学び、若くしてその剣技はケセド中の民に広く知れ渡るほどであった。

　──あの日、手痛い敗北を喫するまでは。




　毎朝の日課である鍛錬を終え、汗を流してから身支度を整える。

　長い金髪を高い位置で結い上げ、その身には軽装ではあるものの美術品かざりの類たぐいではない、実戦に備えて作られた騎士鎧よろいを纏まとう。腰には儀礼用の直剣をさげており、剣と鎧の重さに振り回されない歩き方から、それが彼女にとっての平服にも等しいのだと察せられた。

　飾り気のない屋敷の廊下を進み、玄関ホールを抜ける。

「どこへ行く」

　声をかけられたのは、玄関の扉に手をかけた時だった。

「……父上」

　振り返ると、そこには現当主である父、フレデリック・ヴァンフォードの姿があった。

　齢よわい五十を越えてなお、その眼がん光こうは鋭い。白いものの混じり始めた髪の毛を総髪にし、口元には髭ひげを蓄えている。セレスティナを上回る長身で、伸びた背筋はいかにも武門の家系の当主らしい。その身に纏うのは王政府の諮し問もん機関、元老院議員の証あかしである徽き章しようが縫い込まれたローブだ。

　父の姿に、セレスティナはわずかに表情を強こわ張ばらせる。

「ティファレト大聖堂に。イグニア修道会を通し、呼び出しを受けておりますゆえ」

「呼び出し、か。一族の伝統に背を向け、軍属を拒んでまで教会の走そう狗くになるのが、おまえの望みか？　私の言う通り、王政府のもとで軍役についていればよかったものを」

　不快げに言う父に、セレスティナもまた声に棘とげを含ませる。

「お言葉ですが……今の王軍に属するのが民を守る最善の手だとは、手前には思えません。王軍の力は衰えている。上層の未来を思うならばこそ、有事に備え、今もなお発展を続ける教会の中で腕を磨くことこそ合理的」

「浅いな。おまえのような半端者にできることがあるものか」

「っ……、ヴァンフォード家の誇りと共に剣を捨てて文官に身をやつしたあなたになにがわかるッ！」

　父と娘、共に譲る気はなく、互いに辛しん辣らつな言葉をぶつけ合う。

「……馬鹿娘が。剣を振るうだけが戦いではない。知性に欠ける頭では、なにを成すことも叶かなわん」

「戦場に身を置く覚悟が無い者に言われる筋合いはないッ！」

　フレデリックはため息をついて首を振る。

「いい加減に目を覚ませ。おまえの祖父の頃ころとは違うのだ。時代は複雑になった。今の世で、剣一本でなにができる。ましてや、生まれついての騎士ですらない者に無様な敗北を喫したおまえに」

「…………っ！」

　セレスティナは唇を嚙かむが、結局反論することなく背を向け、屋敷を後にした。




　騎士──それはかつて、第四セフィラ・ケセドにおける秩序の番人を意味した。

　この時代、『騎士』と呼ばれる者は大きく二つに分けられる。

　ひとつは貴族の家柄に生まれ、武芸で王政府に貢献する〈貴族騎士〉。これは厳格な規定によって肩書きが与えられるのではなく、あくまでひとつの『生き方』を示す。貴族の血筋に生まれた者は幼い頃より武芸の鍛錬や用兵に関する教育を受けているため、その多くが軍属となり、一般兵を率いることとなる。

　もうひとつは〈教会騎士〉。かつては反教会勢力による暴力から信徒を守る役割を負った特殊な修道士を差したが、現在ではその規模は拡大し、複数の騎士修道会を擁するまでになった。

　貴族の生まれが第一条件となる〈貴族騎士〉と違い、〈教会騎士〉は身分に関係なく〈騎士〉の名を得られるため、近年では王軍よりも騎士修道会の門戸を叩たたく者が増えている。これが近年の王政府の弱体化と教会の勢力拡大の大きな要因の一つでもあった。

　そんな状況下で、貴族でありながら〈教会騎士〉となる道を選んだセレスティナは、極めて特殊な立場にあった。




（相変わらず、金のかかった建物だ）

　目の動きだけで廊下の内装を眺め、セレスティナは胸中で呆あきれの吐息を漏らした。

（王政府に比肩しうる一大組織の総本山たるティファレト大聖堂。天使崇拝の中心地としての不可侵性を演出するため、内装に凝るのはわかるが……）

　不必要なまでに広い廊下は、遥はるか先まで毛足の長い絨じゆう毯たんが敷き詰められており、壁面には多くの絵画がかけられている。

「いかがなされたか？　騎士ヴァンフォード」

　表情に浮かんだ不快さを見み咎とがめられたらしい。セレスティナを先導していた中年の神父が足を止める。

「内装に目移りしておりました、クワトロ神父」

「ヴァンフォード伯爵家の人間であれば、美術品などそう珍しいものでもあるまい」

「武門の家の常として、芸術の類たぐいには力をいれておりませぬもので、この手のものには疎いのです。それと、教会騎士として務めている間は貴族特権は返上しておりますので」

　家の名前を出さぬようにと含みを持たせるセレスティナに、クワトロは鼻を鳴らす。

「ならばなおさら、余計なことに気をとられている場合ではあるまい。これから向かう場は、本来ならば一介の騎士風情が足を踏み入れられる場ではない」

　棘とげのあるその言葉に、セレスティナは素直に口を噤つぐむ。

　あるいは、貴族としての家柄を理由に優遇されているとでも思っているのだろうか。実際はそういったやっかみから冷遇されることの方が多いのだが。

　神父に連れられ、やがて両開きの扉へと辿たどりつく。扉の左右には剣を携えた衛兵が直立不動で控えている。

「猊げい下かより呼び出しを受け、ヴァンフォード騎士を連れてきた。確認を」

　神父が見せた書面を確認すると、衛兵は二人に道を開ける。

「ヴァンフォード騎士、剣を預かる」

　セレスティナは腰にさげていた儀礼用の直剣をクワトロに手渡す。

　クワトロが分厚い扉をノックして名乗ると、「入れ」と低い声が返ってきた。

「……くれぐれも、粗相のないようにな」

　念を押すようにクワトロがセレスティナを睨にらみつける。

　扉が開く。そこは執務室だった。壁面の書棚には分厚い蔵書が並び、それに加えていくつかの美術品の類も飾られている。中には一抱えもあるダイヤの原石と思おぼしきものまであり、成金趣味を隠しもしないふてぶてしさが表れていた。

　応接用のソファーとテーブルの他にはいくつかの調度品。奥の壁には舞い降りる天使を描いた絵がかけられており、いかにもな雰囲気を醸成していた。

　天使の絵を背負うかのように、執務机を挟んで男が一人立っていた。脇わきに控えるクワトロには目もくれず、猛もう禽きんのような双そう眸ぼうがセレスティナを値踏みするように睨む。

「ロッシーニ枢すう機き卿きよう猊下、セレスティナ・ヴァンフォード騎士をお連れしました」

（リザンドロ・ロッシーニ……教皇聖下の相談役である、十人の枢機卿の一人か）

　現在の教皇は代替わりして日が浅く、枢機卿院の影響力が強いと聞く。つまり、目の前にいる男は実質、教会の最高権力者の一人と言えた。

　目の覚めるような青い法ほう衣えは、教皇と枢機卿だけが纏まとうことを許された色だ。

（問題は……その枢機卿が手前をいかな用向きで呼びだしたか、だ）

　実のところ、セレスティナは今この瞬間まで自分を呼びだしたのがリザンドロであることを知らなかった。一介の教会騎士であるセレスティナが直接枢機卿から指示を与えられることなど、本来なら有り得ないのだ。

（担当する教区における経営手腕を買われ、先代教皇により枢機卿へ抜ばつ擢てきされたというが）

　信仰を目的とした組織とは言え、大所帯になればなるほど俗世との関かかわりを断つことは難しくなってくる。枢すう機き卿きよう院にも、様々な視点を持つ者が必要となるのは頷うなずける話だ。

（とはいえ、人柄に関してはあまり褒められた人物ではないとも聞いている）

　それでも枢機卿は枢機卿だ。礼を失するわけにはいかない。セレスティナは片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れる。

「イグニア修道会所属、セレスティナ・ヴァンフォード、招しよう聘へいに応じ、直参致しました」

「挨あい拶さつはいい、顔を上げろ。事は一刻を争う」

　セレスティナの口上に、リザンドロは憮ぶ然ぜんと返す。

　顔を上げると、前置きもなくリザンドロは口を開いた。

「ヴァンフォード騎士、貴様に重要な任務を託す。これは上層の秩序を乱しかねない最重要機密であり、ここで知った事実を他言した場合、私は貴様を処分せねばならん。それを理解したうえで、任務を受けるつもりはあるか？」

「それが我が使命であれば」

　間髪いれず答えるセレスティナに、リザンドロが片かた眉まゆを上げる。

「……随分と気軽に応じてくれるものだ。それはここがどういった場所であり、貴様が一介の教会騎士でしかないことを理解したうえでのことか？」

「剣を携えた時点で、死地に赴き荒れ野に骨をさらす覚悟は済んでおります。いかなる危難にも対処するのが騎士の務め。我が祖父の名にかけ、退くことはないと誓います」

「……ふん。よかろう」

　鼻白んだ様子ではあったが、セレスティナの本気を感じとり納得したらしい。

「率直に言う。今現在、この上層は根幹が揺るぎかねない異常事態に見舞われている」

「と、申しますと？」

　唸うなるように喉のどを鳴らし──リザンドロが重苦しい口調で言う。




「ケセドセフィラが沈みつつある」




「…………ッ!?」

　あらゆる状況を想定していたセレスティナだったが、これには言葉を失った。

　上層三セフィラの一つ。王政府という最重要機関の拠点である王城を中心としており、上層秩序の一翼を担う王軍戦力の総本山でもある。

（それが……沈むだと……!?）

「沈み始めたのは、一両日前のこと。その速度は緩やかで未いまだ住民は気づいておらんが、徐々に加速している。現時点で、元の位置から二十メートルほど高度を落としている。最悪の場合ケセドは下層まで落下し、下層セフィラのいずれかに衝突することも考えられる」

「馬鹿な……！」

　思わず口から漏れた言葉に、リザンドロは皮肉げに鼻を鳴らす。

「そう、まったく馬鹿げた話だ。ケセドが落下するということは、すなわち王政府の権威も地に落ちるということだ。何者の仕業かは知れぬが、よりにもよって上層秩序の中心たる王城を、卑ひ賤せんなる下層と同格に貶おとしめようというのだからな」

　下層の人間への差別を含んだ物言いには不快感を覚えるが、それよりも気になることがあった。

「……猊げい下かは、これが人為的なものであると？」

「いかにも。──ヴァンフォード、ひと月前に起こった、上層と下層の中間空域における、謎なぞの発光現象は知っているな」

「存じております。原因はついぞ不明であったと伺っておりますが」

「公式にはな。だが、王政府と我がティファレト教皇庁の一部の者は、そこにある天使様の存在が絡んでいることをつかんでいる」

「天使様が……？」

　最上層に住まう天使は《教会》の信仰の対象だ。とはいえこの百年の間、天使が最上層から外に出たという記録はない。実際にその姿を目にしたことがある者など、上層全体でも百人といないだろう。

「発光現象の一週間ほど前、一人の天使様が最上層を出奔された。その後、イェソドにて下層民と共に行動している場を発見したという情報が入り行方ゆくえを追っていたものの、その数日後の発光現象を機に一切の情報が途絶えている。発光現象も今回のケセド落下も、天使様が関係していると推測している」

「天使様がケセドを落下させていると……？」

「その可能性は高い。下層には未いまだ、上層に対して敵意を持っている者が多い。なんらかの手段で天使様を無理やり従わせていることも十分にありえる。そこで貴様の出番だ」

　リザンドロは席を立つと、セレスティナと目線を合わせる。

「騎士ヴァンフォード。これより貴様には、天使様捜索の任についてもらう」

　重大な任務に、セレスティナの表情が引き締まる。

「大々的な動きをとれば、犯人が行方をくらます危険がある。それに、民衆がケセド落下に気づき、パニックを起こすことも考えられる。故に、秘密裏にことを運ばねばならんのだ。これは有事の際の危機対処能力に優れ、また王政府と教会、双方に忠誠を誓っている貴様にしか任せられん任務だ。納得したか？」

「承知しました」

「結構。では装備を整え次第、〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉に乗り込み、下層へと向かえ。それともうひとつ──入ってこい」

　呼び声を受け、執務室の奥にある扉が開いた。

「なっ……!?」

　現れた人物を目にし、セレスティナは思わず背筋を硬直させる。

　そこにいたのは、白銀の騎士甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士だった。上背はセレスティナよりも頭一つ高く、腰には大剣を提げている。年齢は二十を過ぎた程度のはずだが、物静かな眼まな差ざしと佇たたずまいからは、年齢に似合わぬ落ちつきが感じられる。

「ギルバート……!?」

　緊張した面持ちのセレスティナに、しかし甲冑の騎士は一言も返そうとしない。

「ギルバートとは先の剣舞会にて剣を交えたのだったな」

「……イグニア修道会の同門でもあります。なぜ彼がここに……」

「なにを驚くことがある。ギルバートは私直属の〈剣の使徒〉だ」

〈剣の使徒〉──それは、教会騎士の中でもとりわけ武勇に優れる者たちを集めた精鋭部隊。その選抜を兼ねて開かれるのが、剣舞会と呼ばれる教会騎士同士の競い合いだ。剣舞会はトーナメント形式で行われ、通例として優勝者は〈剣の使徒〉としてティファレト大聖堂に招しよう聘へいされる。

　枢すう機き卿きようには護衛となる〈剣の使徒〉を選ぶ権利がある。ギルバートがリザンドロ直属となっていることも、不自然な話ではない。

　横に控えていたクワトロ神父が鼻で笑う。

「ヴァンフォード騎士は決勝にて、ギルバートに敗れたのでしたな。いやはや、あれはよい見せものでした。貴族の係累、それも武の名門たるヴァンフォードの娘が、よもや平民出身のギルバートに敗れようとは」

「…………っ！」

　セレスティナの爪が手の平に食い込む。

「クワトロ、それくらいにしておけ」

「はっ、これは失礼いたしました」

　リザンドロに窘たしなめられ、クワトロは慌てて口を噤つぐむ。

「ヴァンフォード騎士、おまえに会わせたいのはギルバートではない。その後ろを見ろ」

　怪け訝げんに思っていると、ギルバートが横に避よけ、その後ろから新たな人物が顔を出した。

　おずおずと進み出てきたのは、この場には似つかわしくない白衣を纏まとった女性。

　年齢は二十代半ばほどだろうか。タートルネックのセーターの上に白衣を羽織っているのはいかにも研究者らしいが、ブラウンの頭髪を三つ編みにし、肩に垂らす髪型は幼い印象がある。分厚い眼鏡の奥の瞳ひとみが不安げに揺れていた。

「シャレーナ・コールマン。ゲブラーの研究機関から派遣されている研究者だ。研究の一環として下層に降りた経験もある。この者を供につける。捜索の助けとなるだろう」

「コ、コールマンです。ど、どうぞ、シャレーナと、お、お呼びくだひゃいっ」

　鼻にかかったような甘い声で、つっかえながら言うシャレーナ。しかも嚙かんでいた。

（この者が、捜索の助けに……？）

　一瞬、リザンドロは事態を無事に収拾する気があるのだろうかと勘繰ってしまう。

（いや……枢すう機き卿きよう猊げい下かの采さい配はいだ。恐らく、仕事の面では有能なのだろう）

　自分に言い聞かせ、セレスティナは改めてリザンドロを見る。枢機卿は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていたが、セレスティナの視し線せんに気づくとバツが悪そうに咳せき払ばらいをひとつ。

「……話は以上だ。なにか質問はあるか？」

「捜索の期限は？」

「住民がケセドの落下に気づくまで──と言いたいが、こればかりは未知数だ。落下速度がさらに増すことも考えられる。つまり、可能な限り早くだ。繰り返すが、これは極秘扱いの任務である。心して臨むように」

「拝命しました」

　自身に課せられた責任の重さを実感しながらも、セレスティナは凛りんとした声で答えた。




〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉──上層と下層を繫つなぐ、巨大な昇降装置である。セフィラ世界の中心を貫く『柱』の外壁に据え付けられた一対のレール上を、家屋がまるごと入るサイズの籠かごを滑らせることで二つの階層を行き来する輸送手段だ。












　稼働して一年ほどになるが、現在その利用は物資の輸送が主なものとなっている。これは当初予定していた稼働日に行われた式典で、下層との融和をよしとしない反対派が起こした爆破テロが原因となっている。テロの際には計画の立役者である研究者を含む多くの要人が命を落としており、今なお人を乗せることに拒否反応を示す者は多い。

　それはともかくとして──

「……着いた、な……」

「着きましたね」

『柱』外壁──下層側の桟橋に顔を出したのは、セレスティナ・ヴァンフォードである。なにやら憔しよう悴すいしているようで、その顔は青白い。

　一人で歩くのもままならないらしく、同行者シヤレーナの肩を借りている状態だ。

　必要な物品は現地の駐在員が用意するということで、二人とも荷物はほとんど持っていない。せいぜい、シャレーナが小ぶりな鞄かばんを肩から提げているくらいで、セレスティナに至っては布が巻かれた長大な物体を携えているだけだ。

「それにしても……高いところ、ダメなんですね」

「浮船ならば問題はないのだが、あの速度での上下動というのは、なかなかに応こたえる……」

　げっそりとしたセレスティナに対し、シャレーナはと言えばどうということはないらしく、ケロっとしていた。

「ふふっ、でもよかったです」

「手前の情けない姿を見られたことがか？」

「い、いえいえ、そうではなくてですね……騎士様というから、もっと話しづらい方だと思っていたのですが……。仲良くできそうで安心しました」

　弱みを見せたともいえるが、それが理由で打ち解けられたのなら、怪け我がの功名ということでよしとしよう。

「それで、これからのことですが。猊げい下かがイェソドの街に宿を手配しているということなので、まずはそこを目指しましょう」

「うむ。済まぬな、手前は下層の事情には明るくないゆえ、面倒をかける。コールマン女史はイェソドにはよく来るのか？」

「シャレーナでいいですよ。わたくしは生物学が専門なので、主にホドセフィラで研究用の植物や虫の採取をしております。イェソドに入ったことはありません。ただ、恐ろしい噂うわさが多いので、正直不安で……」

「噂？　どんなものがあるのだ？」

　シャレーナは声を潜め、真面目まじめな面持ちで言う。

「なんでも、イェソドは通りを一区画進むごとに三人のスリと五人の殺人鬼と七人の性犯罪者とすれ違うとか」

「なんと……！　やはりここは、かの御お方かたがおられるべき場所ではないな。早急にお救いせねばなるまい」

　セレスティナは決意を新たにし、拳こぶしを握りしめる。

　シャレーナの言う『噂うわさ』とは、要は土地柄を表すために誇張に誇張を重ねた与よ太た話ばなしが独り歩きした結果の、もはや都市伝説とすら言えるレベルのでたらめだったのだが、残念なことに、それを指摘できる人間はこの場にいなかった。

「しかしシャレーナ。いくら犯罪者たちの街とはいえ幼子もいよう。さすがに年端もいかぬ子供までがそのような犯罪行為に手を染めているとは信じがたいが……」

「あまいです、セレスティナ様。あの街では幼子はミルクのかわりに生き血を、離乳食がわりに脳髄を啜すするのです。この世に生を受けたその時から、神をも恐れぬ恐るべき犯罪者としての英才教育が始まっているのです」

「そのような退廃した街だとは……、どうやら手前は下層というものをあまく見ていたらしい……。シャレーナ、気を引き締めていくぞ！」

「はいっ、セレスティナ様！」

　こうして、勘違いを正す者もないまま二人の来訪者はイェソドへと向かう浮船に乗り込むのだった。




　浮船に揺られること一時間余り。セレスティナたちはイェソドへと降りたった。桟橋の周囲には浮船の利用客や船乗りを相手とした飲食店や露店が立ち並び、あちこちで威勢のいい呼び込みの声が上がる。

　イェソドは中心街に向かうにつれて高度が高くなる。家屋の山嶺が聳そびえる様は、なかなかに壮大で絵になる光景だった。

「存外、活気のある街だな。ケセドの商業区にも通じるものがある」

「騙だまされてはいけません。一見して華やかに見えても、それは獲物を引き寄せる食虫植物の華やかさ。油断していると、あっというまに丸まる吞のみにされて養分を吸われてしまいます」

「うむ、気を引き締めてゆこう。物見遊山で来たわけではないのだからな」

　シャレーナの先導で、セレスティナは油断ない視し線せんを周囲に向けながらもイェソドの街並へと歩を進める。

「まずは宿へ向かうのだったな」

「はい。そこで駐在員に連絡を取る手はずになっています」

　上層と下層は一般人レベルでの交流はほとんどない。とはいえ、下層の世情をつかんでおくことは《教会》にとっても重要であり、密ひそかに構成員を駐在させていた。

　ふと、シャレーナが不安そうに周囲を見ているのに気づく。

「どうかしたか、シャレーナ？」

「い、いえその……どうにも、周りから見られているような気が……」

「ふむ……我々はなにか目立つ行動をとっているだろうか？」

「……見当もつきません」

　かたや軽装とはいえ鎧よろいを纏まとい、長物を担いでいる少女。

　かたや街中にも拘かかわらず白衣を着ている女性。

　目立たないはずがなかった。

　不安そうに肩を縮こまらせながら、シャレーナが角を曲がる。

「こっちです、セレスティナ様……きゃっ!?」

　曲がった途端、向こうから走ってきたと思おぼしき男に衝突され、尻しり餅もちをつくシャレーナ。

　先を急いでいた男が前方不注意でぶつかってきた──というわけではなかった。

「大丈夫か、シャレーナ？」

「いたた……あれ……？　鞄かばんが……」

　シャレーナが気づいた時には既に、男はシャレーナが肩から提げていた鞄を抱えて走り去ろうとしていた。

「ま、待ってくださいっ！　その鞄は……！」

　直ちよく後ご、セレスティナが飛び出した。

　鎧の重さを微み塵じんも感じさせず、少女騎士は石畳の路面を疾駆する。

　男は路地に乱雑に置かれた荷物を避よけながら逃走するが、追撃するセレスティナは直進の軌道を選んだ。木箱を越え、窓枠を足場とし、軽業師のような身のこなしで瞬く間に男へと肉迫。高々と舞い上がるや、その後頭部を蹴けり飛ばした。

　うめき声をあげて転倒する男。起き上がろうとする男の眼前に、布に包まれた長物の先端を突きつける。それがなにかしらの武器であると察したのだろう、男が息を飲む。

「噂うわさに違たがわぬ悪あく辣らつぶりよな。やはりこの街は蛮ばん族ぞくの巣そう窟くつと見える。本来であれば然しかるべき罰を与えるべきところだが──いたずらに市井の耳目を集めるは本意ではない」

「て、てめぇ、なに言って……」

　セレスティナの呟つぶやきに男が困惑する。と──

「セ、セレスティナ様……！」

　泣き声めいた声に振り向くと、そこには銃を頭に突きつけられたシャレーナの姿があった。

「……動くんじゃねぇぞ。黙って金目のもの置いてけ」

　銃を持った男が脅しをかける。どうやらセレスティナが蹴り倒した男の仲間らしい。そのまま逃げおおせればそれでいいが、保険として伏兵を潜ませていたというところか。

　人質をとったことで優位に立ったと確信しているのだろう。セレスティナと男の間の距離は十メートルほど。長物を持っているとはいえ、相手に撃たせずに制圧できる距離ではない。素直に荷物を渡すのが、一般人にとっての賢い選択だろう。

　だが──男にはひとつ誤算があった。セレスティナは一般人でもなければ、賢いと言えるほどに物ごとを割り切れる人間でもなかった。

「──下郎」

「……ッ!?」

　押し殺した少女の声に、男の背筋を寒気が走る。

「道理を弁わきまえぬは貴様を育はぐくんだ環境に責があるやも知れぬ。人から糧を奪わねば、明日をも生きられぬ命があることも理解しよう。だが──」

　一歩、二歩と。セレスティナがシャレーナの方へと歩み寄る。そのただならぬ迫力に圧倒され、男は銃口を向けることも忘れる。

「満足に動く手足がありながら、他者から貪むさぼるをよしとするならば、その汚濁に塗まみれた性根──このセレスティナ・ヴァンフォードが叩たたき直してくれる」

　セレスティナの長物に巻かれていた布が解ほどかれて落ちる。

　姿を現したのは、円えん錐すい型の穂先を持つ長大な突撃槍ランス。石突から先端までを含めれば、セレスティナの身長にも匹敵するほどの長さだ。穂先にはなにか機械的な機構が組み込まれているらしく、見るからに重量がある。

　近接武器としてはリーチが長い部類ではある。なれど、所しよ詮せんは近接武器の範はん疇ちゆうを出るものではない。銃を持っている男たちには絶対的な優位性があるはずだった。

　けれど、セレスティナの目に迷いはない。

「──参る」

　直ちよく後ご、セレスティナの姿が霞かすんだ。少なくとも、男の目にはそう映った。

「っ、……！」

　刹せつ那な、銃を手にした男は判断に迷う。このまま人質を撃つべきか。否いな、完全にこちらを討ち取りに来ている化け物を前に、そんなことはもはや意味がない。一矢報いた気になったところで、屍しかばねをさらして野良犬の餌えさになってしまえば無意味だ。

　男は銃口をセレスティナへと向けた。この間、わずかコンマ数秒の判断。その点に関してのみ言えば、男の判断を褒めてもいいだろう。これにより、男はセレスティナの刃やいばが自分に届く前に銃を撃つことができた。そしてこの極限状況にもかかわらず、奇跡的に銃弾はセレスティナを捉とらえる軌道をなぞった。

　だが──結局のところ、全すべては無意味だったと男は知る。

　キィン！　金属が弾はじけるような異音が響いた。

「は……？」

　呆ほうけたような声を上げる男。その懐に、突撃槍を構えた少女騎士が滑り込む。横よこ薙なぎに振るわれた突撃槍ランスをくらい、男の身体からだが宙に浮く。そのまま家屋の壁板に激突、木板を割り砕いて沈黙した。












　最初の男へ射いるような視し線せんを向けると、悲鳴を上げて路地の奥へと逃げていった。

　残心の構えをとくと、セレスティナはシャレーナへと向き直る。

「怪け我がはないか？　シャレーナ」

「あ……はい、だいじょうぶ、です」

　座り込んで呆ほうけていたシャレーナを、セレスティナが手を引いて起こす。啞あ然ぜんとしたシャレーナの視線に、セレスティナは首を傾かしげる。

「どうかしたか？」

「あ、いえその……すごいなぁ、と思いまして。銃が怖くないんですか……？」

「無論、当たれば支障は大きいな。いかに口径が小さくとも、急所に受ければ致命傷にもなりえる。だが、そうならないために日々鍛錬を重ねているのだ」

　怖い怖くないという話とは微妙にずれたことを言うセレスティナに、シャレーナは感心するやら感覚の隔たりに呆あきれるやら。

「あ、そうだ、鞄かばん……！」

　ようやく思い出し、鞄を拾いに駆ける。中身を確認するや、悲壮感溢あふれる声をあげた。

「あぁ、やっぱり……」

「どうした？」

「……地面に投げ出された時に通信機が壊れてしまったみたいです。どうしましょう、これでは駐在員の方と連絡がとれません」

「む。もう少し気を遣うべきであったか。手前の落ち度だ」

「いえ、そんなっ。あの状況では仕方がないですよっ」

　慌ててフォローするシャレーナだったが、途方に暮れたように意気消沈する。

「ふむ……いずれにしろ、落ちあう宿は決めているのだろう？　ならば、ひとまずそこで待機するほかあるまい」

「それが……」

　言いにくそうに、シャレーナが俯うつむく。

「……道に迷ってしまいました」

「……………………」

　しばし、沈黙が落ちる。

「すす、すいません、すいません！　わたくしったら、なんていうドジを……、あぁうぅ、お手伝いするはずが、セレスティナ様の足を引っ張ってばかり……」

　悄しよう然ぜんと肩を落とすシャレーナに、セレスティナはふむ、と腕を組んで考える。

「ともあれ、嘆いていても事態は好転せん。時間のロスは痛いが、ここは一度上層に戻って……、シャレーナ、手前の後ろへ」

「え？」

　有無を言わさず、セレスティナはシャレーナの腕を摑つかんで背後に庇かばう。

　少女騎士の面は、戦場における戦士のそれ。鋭い視し線せんが向けられる先には──

「おやぁ？　見かけない顔ですねぃ」

　セレスティナ達たちがいる路地の入口を塞ふさぐように、軽薄な雰囲気を纏まとった縦たて縞じまスーツの男が立っていた。その背後には、取り巻きと思おぼしき強面の男たちが控えている。

「……何者だ？」

　油断なく問いかけるセレスティナの剣けん吞のんな空気にも気け圧おされることなく、男は地面に倒れ伏したゴロツキを顎あごでしゃくる。

「いえね、あっしらはそこで転がってる輩やからに用があって来たんですが……これをやったのは、お嬢さんで？」

「こいつらに用……？　…………！」

　不意に、セレスティナの目が見開かれる。

「──そうか。なるほどな。つまり……そういうことか」

　問いには答えず、なにかを納得したように頷うなずくセレスティナ。

「はい？　どういうことです？」

「盗人ぬすつと風情が、この状況でよくも堂々と顔を見せられたものだ」

「ん？　んっん～？　お嬢さん、なんか勘違いしてやせんか？」

　自分へと向けられる敵意に、男は飄ひよう々ひようとしながらも困惑した様子を見せる。

　そんな男に、セレスティナは確信を込めて指を突きつけ──言った。

「白々しい。つまり、貴様はこの男たちの仲間なのだろうッ！」

　──空気が、固まる。

　元より、上層民にとって下層は総じて治安が悪いという先入観が強い。先刻のシャレーナの入れ知恵があった直ちよく後ご、実際物もの盗とりの類たぐいに襲われたのだから、警戒心が働くのも仕方がないことではある。そこにタイミング悪く現れたのが、いかにも胡う散さん臭くさいこの男。

　そしてなにより、セレスティナは思い込みが激しいタイプだった。

「あー……なんでそうなるのかわかりやせんが。あっしはここいらであこぎな真ま似ねをしている輩やからがいると相談を受けて、ちょっとお話をしに来たんですが……」

「貴様のような胡散臭い風体の男が、身の潔白を語るなどおこがましい！」

「反論できないのが哀かなしいとこですねぇ……まぁお嬢さん、ここは冷静に話し合って──」

「聞く耳もたん！」

「はっはー、清すが々すがしいくらいの脳筋。あっしの一番苦手なタイプですねぃ……」

　長大な突撃槍ランスを向けてくるセレスティナに、男は嫌そうに顔をしかめてぼやいた。




　セレスティナ・ヴァンフォードは優秀な騎士である。民を守るべき貴族の心構えにしても、一般信徒に範を示す〈教会騎士〉としても、紛まぎれもなく優れた人材だ。

　ただし──それは上層における通常任務に関してのこと。今回、彼女に与えられた任務は隠おん密みつ性が高く、高度な現場判断が必要となるものだ。決断力に優れ、巧遅より拙速を旨とする彼女の特質は、この任務には不向きと言わざるを得なかった。

　その結果──

「ハッ──！」

　鋭い呼気と共に突き出された石突が黒服の男を打ち据える。背後からつかみかかってきた男を、振り返りざまの手甲をはめた裏うら拳けんで殴り倒す。

　些さ細さいなトラブルが彼女の正義感に火をつけ、さらにそこへ勘違いという油が注がれた結果、場所を大通りに移しての乱戦にまで発展していた。

　通行人はパニックに陥るかと思いきや、そこは悪徳の街イェソド。野や次じ馬うままで湧わき始め、ちょっとしたお祭り状態だ。

「あ、あのセレスティナ様……こんなに目立ってしまっては、任務に支障が出るのでは？」

　物陰に隠れながら、シャレーナが問いかける。

「元より通信機は壊れてしまっている。それなら、あえて目立つ行動をとることで駐在員から見つけてもらうのも一つの手だ」

「えっ……まさかこの状況で、そこまで計算していたのですか……!?」

「いや、今思いついた。だがまあ、なんとかなるだろう。うむ」

　思いっきり行き当たりばったりだった。

「よそ見してんじゃねぇ！」

　鉄管を振り上げて殴りかかってきた男を軽くかわし、突撃槍ランスでその足をすくい上げる。男の身体からだは空中で半回転、頭から地面に落下する。

（しかし……物もの盗とりのグループにしては随分と大所帯だな。身なりもしっかりとしている）

　あるいは──なにか思い違いがあるのか。

（物盗りではないとすれば──なるほど）

　先ほどのシャレーナから聞かされたイェソドの事情を反はん芻すうし、セレスティナは得心がいったように頷うなずく。

「順番から言って殺人鬼だな。さすがはこの世の煉れん獄ごくイェソド。三歩歩けば快楽殺人者シリアルキラーにあたるという話は真であったか」

「ひどい誤解を受けてますねぃ……いい加減こっちの話も聞いてほしいのですが」

　黒服が倒れていく中、縦たて縞じまスーツの男はセレスティナの攻撃から逃れ続けていた。

「黙れ、犯罪者。というか貴様が咥くわえているものはなんだ。恐らく多幸感と引き換えに人を廃人にする類たぐいの、なんかそういうアレだろう。悪いことは言わん、今すぐやめろ。貴様にも家族がいるだろう」

「単なるシナモンスティックですが。お気づかいはありがたく受けとっておきやす。あと、あっしに肉親はいやせん」

「そうか。ならば安心して手前の槍やりに貫かれるがいい。今なら三段突きの対象となるゆえ、非常にお得だ」

「前言撤回、なんでそう極端なんですかねぃ……おっと」

　突き出された突撃槍の穂先を、男は懐から抜いたナイフでいなす。

　相手の力を受け止めずに方向だけを逸そらす、パリィと呼ばれる高等技術だ。

「む。存外器用だな」

「そりゃどーも。でもこういうのは専門じゃないんで……グィネル！」

　男の呼びかけに応じ、後ろで控えていた大男が前に進み出る。野や次じ馬うまとなっている住民たちが歓声に沸いた。ちなみに、乱闘が始まるや賭かけをする者が続出していたりもする。

「なるべく怪け我がはさせずに無力化しろ。もとを正せば被害者の側だからな。……一応、ぎりぎりで」

　男の指示に無言で頷く巨漢。

　両腕を広げて腰を落とす巨漢と、長大な突撃槍を携える少女。これから始まるであろう力と技の勝負に、住民たちはいよいよ熱狂する。

「……出るものが出たな」

　相手が只ただ者ものでないことを見てとり、セレスティナは武器を構え直した。




「エーリカ＆スヴェキア・ワイン工房の赤ワイン二本、っと」

「マッコール商店さんのブルーチーズ、一ホールです」

「…………」

「塩と砂糖、五キロずつ」

「あ、ジョッキが割れて足りなくなってるんでしたね。二つくらい買っておきましょう」

「………………」

「ついでに研ぎに出してた包丁も受け取っとこうか」

「チェスカさんが新しいモップ欲しがってましたね」

「そういえばカーテンの金具が折れてたっけ」

「コルク抜きがへたってるんで新しいのを」

「あたし肉くいてー」

「最近揚げ物が少ないのでわたしのお腹なかが寂しいです」

「…………おまえらなあ」

　地を這はいずるような声で、カイルは二人の言葉を遮った。

　きょとんとしてカイルを見るヴィータ。亜麻色の髪に空色の瞳ひとみが印象的な少女である。年齢は十代の半ばに届かない程度。白いワンピースからのびる手足は細く、全体的に華きや奢しやな印象を感じさせる。

「どうかしましたか、カイさん？」

「どうしたもクソもあるかっ。これは一体どういうことだ！」

　その両腕には、これでもかとばかりに買いもの袋がぶら下げられていた。

　場所はイェソド商店街。アイリーンの酒場では定期的に商品を仕入れて届けさせているが、それとは別に少量の商品補充が必要になった時に重宝する場所である。

　不服そうなカイルの顔を不思議そうに覗のぞき込こむミリー。こちらはヴィータより二つほど年上で、どこか悪戯いたずら好きの猫のような印象があった。

「なにって、買いだしじゃん。カイっち、脳溶けた？」

「溶けるかっ。俺おれが言いたいのは、なんでこんなクソ重い荷物を俺一人に持たせておいて、おまえらは手ぶらなのかってことだよ。しかも明らかに余計なもの買い足してるだろ！」

「えー、だってせっかくカイっちがいるんだから。こき使わなきゃ損じゃん」

「……おまえは俺のことを、酒場専属の雑用係かなんかと勘違いしてないか？」

　げんなりとため息をつく。

「カイさんっ、わたしが運ぶの手伝いますっ」

　と、ヴィータが元気に挙手する。それならと、袋のいくつかを手渡すものの──

「あれ？　あれれれ？」

　右にふらふら左にふらふら。荷物の重さに振り回され、まっすぐ歩くことができないヴィータ。通行人もあからさまに邪魔そうにヴィータを見ている。

「……いや、もういい。俺おれが運ぶ」

「え？　なんでです？」

「買った物を壊しでもしたら、俺がアイリーンにぶっ飛ばされる」

　と、ミリーが二人を手招きする。

「おーい、なんかあっち騒がしいよ」

　前方の大通りから、人のどよめきとガラスが割れるような音が聞こえてくる。

「ケンカかな？　見に行こうよ、カイっち」

「なんでおまえは嬉うれしそうなんだよ。いいから、さっさと酒場に……っておい！」

　声をかけておきながら、ミリーは返事も聞かずにヴィータの手をとって走りだす。

「ちょ、待てよおまえら……！」

　奔放な同行者の行動に頭痛を覚えながら、カイルは大荷物を抱えて後を追う。

　二人は付近の家屋の外付け階段の踊り場にのぼり、人だかりの中心を見下ろしていた。

「見てよあれっ、グウェンのとこの筋肉ダルマとやりあってるよっ！」

　それだけなら、そう珍しい光景でもなかったが、

「ああ。ていうか、相手は……女か？」

　こともあろうに、岩のごとき巨漢と向き合っているのは、十代後半の少女だった。

　軽装の鎧よろいという古めかしいいでたちも目を引いたが、なにより異様なのは武器だった。少女自身の身長にも匹敵する長大な突撃槍ランス。近接武器らしからぬ機械的な外観は、なにかしらの機構が組み込まれているからか。ネツァクの職人街には、仕掛けを仕込んだ武器を好んで製作する酔狂な職人がいるが、その類たぐいの武器だろうか。

　事情はわからないが、互いに命まで奪おうというわけではないらしい。黒服のマフィアが何人か気絶していることから、既に捕獲を試みて返り討ちにあったのだろう。

　少女はグィネルの巨体を身軽にかわしながら、隙すきを見ては石突でグィネルの身体からだを突く。骨を折ってもおかしくない打撃に、しかし巨漢は全く応こたえた様子を見せない。

　猛獣をいなす曲芸のような戦いに、聴衆も熱気に沸き立つ。

　イェソドの住民であれば、グウェンたちに喧けん嘩かを売るような真ま似ねはすまい。

　ふと──カイルの脳裏に嫌な想像がよぎる。

（……まさか、上層からの刺客か……？）

　無邪気に戦いを見物するヴィータを見やる。この少女の身柄を巡る事件が起こったのは、今から一カ月前だ。それ以降は何事もなく、差し迫った脅威はないと安心し始めていた。

　長居は無用と判断し、カイルは二人に声をかける。

「おい、二人とも。アイリーンが待ってるから、とりあえず今日のところは……」

　このまま帰ろう──そう続けようとした矢先、ミリーが大声を上げた。

「ヴィータ！　あれどっちが勝つと思う？」

「…………ッ！」

　カイルの鼓動が跳ねる。これだけの騒ぎだ、歓声に紛まぎれてヴィータの名前が聞こえていないことを祈りつつ、カイルは恐る恐る視し線せんを騒ぎの中心へと向け──

　──突撃槍ランスを手にした少女と、真っ向から視線がぶつかった。

　見つけた──少女の唇が、そう呟つぶやいた気がした。

「ビンゴかよ……ッ！」

　胸中で自分の不運を呪のろいながら、有無を言わさずヴィータの手をつかむ。

「逃げるぞッ！」

「えっ？　わわっ!?」

　困惑するヴィータの手を引き、カイルは階段を駆け降りる。

「えっ、ちょ、カイっち！　荷物どうすんのさ!?」

　背中にミリーの叫び声を聞きながら、カイルはその場から離れるべく通りを駆けた。




（今、確かに……）

　ヴィータと、そう呼ぶ声が聞こえた。

　ファルナヴィータ──それが、セレスティナが捜索を命じられた天使の名だ。繰り返し脳裏に刻み込んだ名は、喧けん騒そうの中にあってもセレスティナの耳にすんなりと入ってきた。

　目の前の敵のことも忘れ、声のした方へと目を向ける。ちょうどこの場を見下ろせる階段の踊り場に、三人の人影が見えた。黒いコートの男と、金髪の少女と、もう一人──

（亜麻色の髪、十代前半、体格は小柄──）

　頭に叩たたき込こんだ捜索対象の身体的特徴と合致。

「……見つけた」

　目立つ行動をとってしまったのは勢いであり、駐在員に存在を知らせるためというのは後づけの理由だったのだが──まさか、当の天使自身とこんなにも早く出くわすとは。

　隣の男がこちらを見て、焦ったような顔を浮かべる。セレスティナの目にはそれが、やましいことを隠そうとする顔と映った。

（あの男が天使様をかどわかしたのか……！）

　いずれにしろ、この千載一遇の好機を逃すわけにはいかない。

「余よ所そ見みですかい？　それとも、落ちついて話を聞く気になりやしたか？」

　胡乱うろんげな顔で、縦たて縞じまスーツの男が問いかけてくる。

「……用事ができた」

「はい？」

「この場はこれにて失礼する」

　返事を待たず、セレスティナは観客に向かって走る。

「御免！」

　セレスティナは一声かけるや、跳躍。手近な男の肩を踏み台に、観客の壁を一気に飛び越えて着地した。

「セ、セレスティナ様!?」

　シャレーナの泡を食った声が聞こえるが、説明する余裕はない。見れば、すでにコートの男は天使の手を引いて逃走しつつある。

「逃がさんぞッ！」

　槍やりを持って叫び声をあげる少女に、通行人が慌てて道を開ける。

　コートの男は入り組んだ路地裏へ入ってセレスティナをまこうとするが、天使の手を引きながらでは思うように速度がでないらしい。みるみるうちに彼我の距離が縮まっていく。

「その御お方かたから離れろ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に突撃槍ランスを突き出す。その穂先が黒コートの背中に届く寸前──突如として地面が盛り上がり、突撃槍の一撃を受け止めた。

「…………!?　これは……、定てい戯ぎ式しきか！」

　目にするのは初めてだったが、混乱を一瞬で振り払う。

「ならば、突き穿うがつまで！」

　セレスティナは突撃槍を半ばまで壁に突き刺さしたまま、持ち手についたトリガーを引き絞った。




　カイルは肩越しに背後を振り替える。追跡者は障壁に阻まれ、立ち往生しているようだ。

「誰だれだか知らんが……なんとか撒まいたか……」

　安あん堵どの息を吐こうとした、その直ちよく後ご──耳をつんざく爆音と共に、壁が吹き飛んだ。

「なっ……!?」

　爆発物の類たぐいを持っていたとも思えなかったが、土煙の中から現れた少女の姿を見て、カイルは頰ほおを引ひき攣つらせながらも納得した。

　少女の携えた突撃槍の円えん錐すい部、その半ばに開いた砲口のような機構が、赤熱して周囲の大気を揺らめかせている。どうやら、あの突撃槍は内部に火薬の類を炸さく裂れつさせる機構が搭載されているらしい。爆炎がカイルの作った壁を吹き飛ばしたのだろう。

　こちらへと歩み寄る少女の足元で、排出された空から薬やつ莢きようが跳ねる。

「このような薄壁で止められるほど、手前の槍やりは脆もろくはないぞ、定てい戯ぎ式しき士し──！」

「……ライフル弾も通さないように作ったんだけどな、それ」

　にらみつけてくる少女に、カイルはうんざりとため息をこぼす。

（さて……どうしたもんか）

　下手に逃げてアイリーンの酒場まで追跡されるのは避けたい。とはいえ、街への被害を抑えながら無力化するのも厳しい。

　定戯式士と知って警戒しているのだろう、少女はじりじりと距離を詰めてくる。

　カイルの手がホルスターの拳けん銃じゆうにかかる。

「銃はきかんぞ」

「へぇ、そいつはすげぇ、なッ！」

　会話の途中で銃を抜き、不意打ちで一発。当てるつもりはない。少女の足を掠かすめて、威嚇するのが目的だ。だが、一瞬早く翻った突撃槍ランスが銃弾を空中で打ち払っていた。

　恐らく、銃口角度から弾道を割り出しているのだろう。馬鹿げた反射神経と神がかり的な槍さばきがそろって初めて成し得る妙技に、カイルは舌をまく。

　瞠どう目もくしながらも即座に二発目を撃つ。しかし、銃弾は少女ではなく、その手前の水みず瓶がめへと直撃する。

「どこを狙ねらっている！」

　少女が飛びかかろうと足を踏み出す、その瞬間──突如として水瓶から白い煙が噴き出し、路地裏を真っ白に染め上げた。




「くっ、これは……水蒸気か!?」

　水瓶の中にたまっていた水を定戯式により強制的に気体へと変化させ、目め眩くらましにしたらしい。

「小細工をッ！」

　突撃槍を一振りし、水蒸気を散らす。渦巻く水蒸気の先に、コートを脱いだ男の背中が見えた。脱いだコートを身体からだの前で抱えている。少女をコートでくるんでいるのか。

「逃がすか！」

　複雑に入り組んだ細い路地を駆け抜ける。相手はこちらを撒まこうとしているようだったが、セレスティナの脚力と持久力を振り切ることはできない。

　焦って適当な道を選んだのか、やがて男は袋小路へと自ら飛び込み、足を止めた。

「逃げ場はないぞ。おとなしくその御お方かたを離せ」

　男の背中へと突撃槍を突きつける。

　男は肩越しにセレスティナを振り返り、観念したような表情を見せ──

　次の瞬間、こともあろうにコートごと少女をセレスティナへと放ほうり投げた。

「なッ……!?」

　突然の暴挙に面食らうも、セレスティナは咄とつ嗟さに突撃槍ランスを手離し、放ほうり投げられた少女を受け止める。が──

（……っ、偽物ダミー!?）

　受け止めたコートの中には、中身入りの布袋だけがあった。恐らく、水蒸気で目くらましをされた時に少女を隠れさせ自分が抱えているふりをしていたのだろう。

　広がったコートが視界を狭め、男の姿を見失う。

「ッ、どこに……っ！」

　直ちよく後ご、首筋に衝撃。

　それが背後に回り込んでいた男の手刀によるものだと気づく間もなく、セレスティナの意識は混濁し、闇やみへと落ちていった。






Chapter.2









　何者かの声が、沈んでいた意識を揺さぶる。その声を辿たどるように、セレスティナの意識は浮上した。

「起きたみたいだな」

　目を開くと、そこには黒いコートの男。さらに、赤いドレス姿の隻眼の女もこちらを見下ろしている。その眼がん光こうの鋭さから、まともな手合いでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　軽く身じろぎする。床に座らされた状態であり、両手は後ろ手で柱に縛りつけられている。周囲に視し線せんを巡らせると、どうやらここは酒場の類たぐいらしい。とはいえ、客は一人もおらず、位置的に外を歩く人間に助けを求めることもできそうになかった。

　少なくとも、見える範囲に天使の少女の姿はない。

（縄は……ほどけそうにないな。武器も取り上げられた。救援は望めない……）

　千載一遇の好機を逃したのみならず、どことも知れぬ場所で自由を奪われた。仲間ともはぐれてしまい、こちらの位置を知らせる手段はない。考えうる限り最悪の事態だった。

　ドレスの女がセレスティナを見下ろし、気だるげに口を開く。

「見たところ、下層の人間ではないな。なにが目的だ？」

　喋しやべろうとしないセレスティナに声を荒げるでもなく、女はキセルを吹かす。

「素直には喋らないか。──で、だ。おまえ、順番はどっちがいい？」

「…………？　どういうことだ？」

「拷問ってのは普通、質問してから痛みを与えるもんだがな。アタシは別に、逆でも構わんのだぞ」

「…………！」

　ごく自然に発されたその言葉に、セレスティナの背筋を寒気が走る。

　気負った様子がまったくない。故に、脅しの類たぐいではないとわかる。この女は、その気になれば人の悲鳴を聞きながらディナーを楽しめる類の人間だ。

　だが──セレスティナとて、そう簡単に屈するつもりはない。

「……状況がわかっていないのは貴様らだ」

「なに？」

「手前には優秀な仲間がいる。今いま頃ごろは増援を呼び、天使様奪還の策を練っているだろう」

　無論、ブラフだ。もとより少数による隠おん密みつ作戦。連絡の手段があったところで、増援が送られることはないだろう。

　ドレスの女が目を眇すがめる。

「ほう、仲間ね。で、その仲間とやらはどうやっておまえの居場所を特定する？」

　セレスティナは無言。手段を隠していると思わせれば、つけいる隙すきも生じる。そのぶん、拷問の脅威も増えるため、一いちか八ばちかの賭かけではあったが。

（指を落とされようと、目を焼かれようと、機密を明かすわけにはいかん）

　これから自身に起こりえる事態を想定してなお、セレスティナは動揺ひとつ見せない。動揺は弱みとなり、弱みは隙になると知っているからだ。

　帯電したような緊張感が満ちる。女の冷酷な眼まな差ざしは、これからなにが起こるかを暗示しているようでもあった。

　と──

「カイっち───ッ！」

　突如として上がった奇声が、そんな緊迫した空気を完膚なきまでに破壊した。

　酒場の扉を勢いよく開いて飛び込んできた小柄な人影が跳躍、空中で身を捻ひねると黒コートの男の背中に飛とび蹴げりを浴びせた。

「ぐぉあっ!?」

　勢いのままに男は床を転がり、壁に激突してようやくとまった。

「よくも置いていきやがったなこんにゃろー！　このミリーちゃんを放置プレイとはいい度胸だ、歯を食いしばれ小僧！」

　弾はじけるように身を起こし、黒コートの男は乱入してきた少女へと怒鳴る。

「やかましいっ、今たてこんでんだから黙ってろ！」

「おい、ミリー。荷物はどうした？　まさか置いてきたわけじゃないだろうな」

　二人のやりとりを一切無視して、ドレスの女が少女へと問う。

「ああ、だいじょぶだよ。親切なお姉さんが手伝ってくれたから。おーい、お姉さーん」

「は、はい～」

（…………？　この声は、まさか……）

　突然の事態に呆ぼう然ぜんとしていたセレスティナだったが、聞こえてきた声に形容しがたい嫌な予感がよぎる。

　嫌な予感は即座に実態を伴って目の前に現れた。少女に続いて店へと入ってきたのは、

（シャレーナ!?）

　街中ではぐれたはずの、白衣の女研究者だった。

「知り合いか？」

　動揺が顔に出てしまったらしく、ドレスの女が問う。表情を消して否定する。

「いや、見たこともな……」

「あ、セレスティナ様！　よかった、ご無事だったんですね！」

　当のシャレーナがあっさりとばらしていた。












　頭を抱えたいセレスティナに、黒コートの男が憐あわれみの視し線せんを向ける。

「これが優秀な仲間か？」

「…………」

　返す言葉もなく、セレスティナはうな垂れた。




「……なにをしているのだ、シャレーナ」

「え、えっと……」

　セレスティナとは別の柱に縛られたシャレーナが、気まずそうに目を泳がせる。

「その……セレスティナ様を見失ってしまい、途方に暮れていたら、あの子が困っているようでしたので……」

「で、任務を放ほうり出して人助けか？」

「ううぅ……すみません……」

　落ち込んでうな垂れるシャレーナ。

（いや……シャレーナばかりを責められんな。単独行動の果てに、敵の捕虜となったのは手前の落ち度。こうなれば、このままブラフで切り抜けるしかあるまい）

「お、なんだろコレ？」

　シャレーナの手荷物を探っていた少女──ミリーと呼ばれていたか──が引っ張り出したのは通信機だった。

（まずいな……あれが通信機だと気づかれれば、壊れていることも知られる。そうなれば、増援を要請したことが噓うそだとばれてしまう。もはや、交渉の余地はなくなる……！）

　ここが正念場だ。どうにかして時間を引き延ばし、脱出の機会を窺うかがう──それ以外に、逆転の目はない。

　が──

「ねぇねぇお姉さん、コレなに？」

「あ、それは通信機です。イェソドの駐在員の方と連絡を取るのに使います」

　ガン！　背にした柱に後頭部を打ち付けるセレスティナ。

「いきなりなにやってんだ、この女」

「……ただの趣味だ、気にするな」

「どんな趣味だよ……」

　セレスティナの奇行にどん引きする黒コートの男。

（くっ、まだだ……！　通信機が壊れていることにさえ気づかれなければ、勝機はある！）

「通信機ね……うまく使えば、相手の情報もわかるかもしれねぇな」

「あ、その通信機壊れてますよ。さっき落としてしまって」

　ガン！　ガン！　ガン！

「ど、どうしたんですか、セレスティナ様!?」

「手前の苦労は全すべて無駄か!?」

　そんな二人に、黒コートの男が呆あきれたような顔をする。

「そのぶんだと、増援が来るってのも噓うそみたいだな」

（くっ……、万事休すか……）

　セレスティナが唇を嚙かむ。と──

「あの、カイさん」

　店の奥の扉が開き、そこから顔を出す者がいた。探し求めていた天使の少女である。

「隠れてろって言ったろ」

　咎とがめるように眉まゆ根ねを寄せて男が言う。

「もう、いいんじゃないですか？」

　少女のその言葉に、男はしばし沈黙し。やがてため息をつくと、セレスティナの背後へと歩み寄る。

　なにをする気かと身を強こわ張ばらせるセレスティナだったが、男はあっさりと縄をほどいた。

「……どういうつもりだ？」

　続いてシャレーナの縄もほどきながら、男は答える。

「おまえがどれだけ危険な相手かを確認するまでは、手の内を明かせないからな。せめて仲間がどれだけいるかくらいは確かめようと、一芝居打った」

「……では、拷問にかけるというのも噓だったのか」

「そりゃな。そんな血なまぐさいこと、こっちだってごめんだ。なあ、アイリーン」

　同意を求める男に、ドレスの女はちらりと視し線せんを向けて言う。

「アタシは別に構わんがな」

「「……………………」」

　何ともいえぬ空気が、酒場を吹き抜けていった。




　数分後、カイル、ヴィータ、セレスティナ、シャレーナの四人は一つのテーブルを囲んでいた。他に店にいる者といえば、カウンターのスツールに腰掛けたアイリーンくらいだ。ミリーは他の店員共々、アイリーンの言いつけにより席を外している。

「では、ファルナヴィータ様はご自身の意思でこの下層に留とどまっておられる、と」

　あっさりと拘束を解かれたことで一応は警戒を解いたらしいセレスティナに、カイルは事情を説明した。

「にわかには信じがたいな。定てい戯ぎ式しき士し、よもや手前を謀たばかっているのではあるまいな？」

　カイルをじろりと睨にらむセレスティナ。ヴィータが口を挟む。

「そんなことないですよ。わたしは好きでここのお世話になってるんです」

「なるほど、信じましょう」

「おいコラ、そこのイノシシ系女子。その態度の違いはなんだ」

　ヴィータの口添えにあっさり疑念を解いたセレスティナに、カイルが食ってかかる。

　セレスティナは嘲あざけるような視し線せんをカイルへ向け、

「ふん、何を言うかと思えば。貴様のようなゴロツキと天使様、どちらの言葉に信が置けるかなど、考えるまでもないだろう」

「いきなり人に槍やり向けといて人をゴロツキ呼ばわりか。〈教会騎士〉ってのは随分と行儀のいい連中なんだな」

「天使様の隣に貴様のような人相の悪い男がいれば、誰だれでも悪漢と判断するのが当然だ」

　ふと、セレスティナの表情に怪け訝げんそうな色が浮かぶ。

「なぜ手前が〈教会騎士〉と知っている？　名乗った覚えはないぞ」

「ああ、やっぱそうだったんだな。王軍にしちゃあ珍妙な格好だったからな」

　鎌かまをかけられていたと気づき、セレスティナは憮ぶ然ぜんとした顔でカイルを見やる。

「……貴様は不愉快な男だな、定てい戯ぎ式しき士し。あと、人を動物呼ばわりするのはやめろ。手前にはセレスティナ・ヴァンフォードという名前がある」

「オーケー、ヴァンフォード騎士様。その調子で下層なんぞに降りてきた理由を答えてもらおうか」

「いちいち癪しやくに障る物言いを……」

　眉み間けんに皺しわを寄せるセレスティナ。が、やがて観念したように口を開く。

「……まあいい。理由は知れたこと。天使様をお連れするためだ」

「ああ、それはわかってるさ。俺おれが訊ききたいのは、この一カ月間放置していたにもかかわらず、このタイミングでこんな目立つ形で動きだしたのはなぜかってことだ」

　いずれ追手がかかることは覚悟していたことだ。しかし、それにしてもなにか契機があると思っていた。

　ヴィータが天使であることを知っているのは、カイルとアイリーン、ネツァクに住んでいる幼おさな馴な染じみの機械技師メカニツクと、後はあの胡う散さん臭くさいマフィア連中だけだ。この中でヴィータの存在をリークする可能性があるのはマフィアだが、だとすればあまりに手際が粗末だ。

　本音を言えば、上層の息がかかったこの二人に事情を話すことは避けたかった。しかし、この場所を知られた以上、後には引けない。口封じするわけにもいかず、こうなれば事実を話した上で相手を取り込むしかなかった。

「それは……」

　セレスティナは言いい淀よどみ、カイルの隣のヴィータへと視線を向ける。

「ファルナヴィータ様、内密に話をしたいのですが……」

　暗に人払いを要求していたが、ヴィータは首を振る。

「ここでいいですよ。わたしはカイさんも店長も信用してますから。わたしに話すことは、二人にも聞いてもらいます」

　穏やかな話し方ではあったが、そこには譲る気がない確かな意思が感じられた。

「……承知しました。お話します」

　かたわらのシャレーナがなにか言いたげだったが、セレスティナはそれを手で制する。

「さて、手短に要点を話しますと……」

　セレスティナはしばし言葉を選んでいたようだが、結局──

「もうじき──恐らくはあと数日ほどで、第四セフィラ・ケセドが落下し、下層セフィラのいずれかに衝突します」

　──どうやっても解釈を間違えようのない最悪の現実を、淡々と口にした。




「ケセドが落下する、ねぇ……それで、最上層の意志とは別に行動しているヴィータが、セフィラ落としの犯人かもしれないと疑った、ってわけか」

「うむ。とはいえ、天使様がかような暴挙にでていると疑ったわけではないぞ。何者かに強制されている可能性を考え、手前が派遣されたのだ」

「……人選、明らかに間違ってねぇか？」

　得意げに胸を張るセレスティナに、カイルは嫌そうな顔で言う。

「まあ、それならそうと、本人に聞けば済む話だろ」

　一同の視し線せんがヴィータに向く。

　当のヴィータはと言えば話に飽きたらしく、ずずずーっと音を立て、ストローでアイスコーヒーを啜すすっていた。

「おい、聞けよそこの天使様」

「え？　なんですか？」

　きょとんとするヴィータに、セレスティナは縋すがるように言う。

「ですからっ、……ファルナヴィータ様がケセドセフィラを落とすために力を使っている事実はないか、確認をとりたいのです」

　張り詰めた表情で問うセレスティナに、ヴィータは気楽に手を横に振る。

「あー、しないしない、しませんよそんなこと。だいたい意味わかりませんし。自分が住んでるとこにあんなでっかいもの落としてどうするんですか」

「……道理ですね。申しわけありません、天使様を疑うような真ま似ねを」

　シャレーナがおずおずと挙手して言う。

「と、ともあれこれで、ご自身の意思にしろ、第三者に強制されてにしろ、ファ、ファルナヴィータ様がセフィラ落下に関かかわっているのではないと確認できましたね」

「うむ。だが、だとすればケセド落下の原因はどこにあるのだ？」

「ファルナヴィータ様以外に、他の天使様も最上層から降りてきている、ということでしょうか？」

「だとしても、やはり人類社会に混乱を及ぼそうとしている理由が分からん……」

　そこへ、ふとヴィータがトーンを落とした声で言った。

「──自分の意思で力を使っているわけではないのかもしれませんね」

　それまでの能天気な様子とは一線を画す、憂いを帯びた表情。

「？　それはつまり、脅しをかけられて、ということですか？」

「脅してすらないかもしれません。自分の意思とは関係なく、自分の力を使われて……」

　どこか遠くを見やってのヴィータの呟つぶやきに、セレスティナは不思議そうな顔をする。

　けれど、カイルはヴィータがなにを思っているか、見当がついた。

（〈グレイプニル・システム〉……か）

　──それは、カイルにとってもヴィータにとっても、苦い記憶が掘り起こされる言葉だ。

（天使を隷属させ、他人の意思で定てい戯ぎ式しきを行使させる装置……あれと同じものが使われていて、天使が組み込まれてるってことか？　けど……）

　あのおぞましい装置は、それを作った者と共にこの世から消滅した。ならば、その研究を引き継いだ者がいるとでもいうのだろうか。

「そこの脳筋騎士、仮に枢すう機き卿きようとやらが、他の天使が失しつ踪そうした事実をつかんでいたとして、それをおまえに黙っている可能性はあるか？」

　少し考え、セレスティナはあっさりと言った。

「十分にあり得るだろうな。そもそも手前は教会においては一兵卒に過ぎん。ファルナヴィータ様のことも今回の件で初めて知ったのだ」

　大した情報は持っていないらしく、カイルは落胆する。

「ともあれ、いずれにしても一度報告に戻る必要があるな。となれば──」

　セレスティナはヴィータへと視し線せんを移す。

「天使様。最悪の場合を考え、手前どもと共に上層へとご同行ください」

「最悪の場合？」

　首をかしげるヴィータに、カイルが肩をすくめて補足する。

「ま、ケセドセフィラがイェソドに衝突する場合ってことだろうな」

　ヴィータの表情が曇る。

「それって……わたしだけ助かるってことですか？」

「手前は無論、同胞たちも最善を尽くします。ですが、最悪の事態への備えは必要です」

（まあ、そうだろうな）

　いくら上層と下層とで協調路線を歩みつつあるとはいえ、天使と下層民とを比較すれば、どちらの命を優先させるかは火を見るよりも明らかだ。秘密裏にヴィータを退避させるのは理にかなっている。

　だが、ヴィータは即座にその提案を突っぱねる。

「嫌ですよ、そんなの。お店のみんなも一緒に逃げるわけじゃないんですよね？　それに、街の人だって、リアさんだって心配ですし」

「いや、しかし……あなた様はこの街の者たちとは違います」

「同じですよ。同じ場所に住んで、同じ景色を見ています。なにが違うんですか？」

「……っ、あなた様はこの世界の管理者に連なる御お方かた。本来なら、この街に住んでいることすら問題なのです！」

　セレスティナの決めつけるような物言いに、ヴィータは頰ほおを膨らませる。

「むー。とーにーかーくーっ！　嫌なものは嫌なんですっ！」

　不満を隠しもせずにぶちまけるヴィータに、セレスティナもシャレーナも啞あ然ぜんとする。

（そりゃそうだろうな……信仰対象になっている天使が、ただの駄だ々だっ子こときたもんだ）

　下層に来たばかりのヴィータに振り回されていたことを思い出し、カイルは苦笑する。あの時は、まさか天使だなどという考えは一切湧わかなかった。

「しかし、現実問題としてケセドセフィラが落ちれば、天使様のお命に関かかわるのですよ」

　どうにか納得してもらおうと言葉を重ねるセレスティナ。

　だが、ヴィータは唐突に胸の前で手を叩たたく。

「あっ、そうだ。いいこと思いつきましたっ」




「わたしがケセドの落下を止めればいいんだ！」




　ピクニックに行くことを提案するような気楽さで、ヴィータはそう宣言した。

「原因を突き止めれば、きっと元の状態に戻せますっ。だから、わたしも一緒に行きますよっ。きっとなにかできると思いますっ！」

　曇りのない瞳ひとみは、まごうことなく本気で言っているのだと周囲の者に確信させた。

「し、しかし、なにが起こるかもわからぬ以上、天使様を不用意に連れ回すわけには──」

「駄目だ」

　セレスティナの遠回しな静止に被かぶせ、硬い声で言い放ったのはカイルだった。

「カイさん……？」

　カイルに否定されたのが予想外だったらしく、ヴィータは反発するよりも先に首を傾かしげる。

「誰だれかが人為的にことを起こしている以上、それを妨害しようとすれば当然、迎撃がある。そんな厄介事に首を突っ込ませるわけにはいかない」

　困惑するヴィータに、カイルは厳しい口調で言う。












「その通りです、ファルナヴィータ様。お連れするわけにはいきません」

　セレスティナが追従する。

「どうかこの一件は我々にお任せください。必ずや、問題を解決して……」

「でも、ケセドセフィラが落ちてる原因が他の天使とかなら、どうにもできないですよね？」

　唇を尖とがらせるヴィータの反論は事実を突いてもいる。だが、カイルは譲らない。

「駄目なものは駄目だ。おまえが力を持っているのは確かだが、だからってやらなきゃいけないってわけじゃない。やる気がある奴やつに任せとけ」

「わたしだってやる気ありますよっ！」

「言い直す。やる気と、覚悟がある奴に任せとけ」

　一言で切り捨てるカイルに、ヴィータは顔をしかめる。

「覚悟……？　……わたしには、覚悟がないって言うんですか？」

「そうだ。おまえは物事を甘く考えている。遊びで首を突っ込んでいいことじゃない。背伸びした目線で世界を見てる、世間知らずの子供だ。自分の目線を知るまでは、おまえのいう覚悟なんてのは──ただのガキの戯たわ言ごとだ」

　痛烈なカイルの物言いに、ヴィータは俯うつむいて黙りこむ。

「そ、そんな言い方しなくても……」

　シャレーナがおずおずと口を挟むが、カイルは一顧だにしない。

「その……ファルナヴィータ様。手前としても、そこの男に賛成です。お気持ちは嬉うれしいのですが、どうかここはご自重ください」

　やんわりとした口調ではあったが、セレスティナもまたヴィータを諌いさめる。

　ヴィータの肩が震える。小さな手は拳こぶしとなって握り締められ、悔しげに力がこめられる。

　不意に、ヴィータが椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。あるいは泣いているかとも思っていたが、その瞳ひとみに涙はない。あるのはただ、純粋で幼い憤りだった。

「もういいですっ！　わたしはわたしでやりますっ！」

　言って、酒場の外へと肩を怒らせて歩いていく。

「おい、待てよ。どこいく気だ？」

「知りませんっ！」

　そのまま、店を出ていってしまった。

「定てい戯ぎ式しき士し。手前は貴様という人間を誤解していたようだ」

　セレスティナの声からは、先ほどまであった険が幾分か抜け落ちていた。

「あん？　なにがだよ」

「天使様を巻き込まないために、わざと厳しいことを言ったのだろう」

　その言葉には答えず、カイルは無言で立ち上がると店の外へと向かう。

「どこへ行くのだ？」

「散歩」

　適当に答え、カイルは店を後にする。そこまでは平静を装っていたが、窓から見える後ろ姿は、すでに全力疾走だった。




（不器用な男だな）

　ごまかしながらもすぐに少女を追っていった青年の背中を見送り、セレスティナは思う。

　上下の階層に別わけられた世界構造は、差別とまでいかずとも区別の意識を植え付ける。上層社会で育った者が下層民に対してまったく差別意識を持たずにいるのは難しいことだ。

　ましてや、ヴァンフォード家は生粋の軍人家系である。有事の際の仮想敵として想定する相手は、自然と下層の者たちとなる。その点で言えば、セレスティナもまた下層民であるカイルに対してマイナスの先入観があったのは確かだろう。

（人を偏見で判断するとは……手前もまだまだ未熟者ということか）

　自戒を胸に刻むセレスティナ。シャレーナがおろおろ慌てながら言う。

「セレスティナ様、わたくし達たちはファルナヴィータ様を追わなくてもよろしいのですか？」

　確かに、天使であるあの少女の身の安全を確保するのは、任務以前に教会関係者として当然のことだ。とはいえ、セレスティナは今現在、その必要はないと判断する。

「なに、知らぬ街で闇やみ雲くもに探し回っても埒らちが明かん。ここは奴やつに任せよう」

「でも、あの人はケセド落下という機密を知っているのですよ。もしも口外されたら……」

「ふむ……確かに、釘くぎを刺さしておく必要はあるな」

　いたずらに混乱を広げるような考えなしではないだろうが、念には念を入れた方がいいだろう。

「店主殿も、どうかこの件は内密に願います」

　それまでやりとりには加わっていなかったアイリーンに水を向けるが、当人は鼻で笑う。

「内密もなにも、そんな世よ迷まい言ごと、誰だれも信じないだろうよ」

「確かに、一理ありますな。……しかし、店主殿は落ち付いておられる。イェソドにも多大な被害が及ぶかもしれないというのに」

「この街じゃ、死んだだの殺されただのは日常茶飯事だ。今さら騒ぎ立てるほどじゃない」

　実際、キセルを吹かす女店主には微み塵じんも動じた様子が見られない。

「ふむ……常在戦場の境地、ということであろうか」

「ハッ、そんな大層なもんじゃないさ。──こんな場所で生きてるとな、人の生き死になんざ、そのうち勘定するのもめんどくさくなってくるもんだ。自分の命も含めてな」

　物騒なことを平然と言ってのけるアイリーンだった。




　ヴィータを追いかけ、カイルは思いつく限りの場所を回った。お気に入りの雑貨屋、公園、喫茶店──しかし、ことごとくが空振りだった。念のために治安の悪い裏道も覗のぞいてみたが、やはりヴィータの姿は見当たらなかった。その挙句──

「それで、ネツァクここまで探しに来たっての？」

　呆あきれ顔がおでリアが言う。

　カイルと同じ年ごろの、明るい金髪をポニーテールにした少女である。ベアトップの上にジャケットを羽織り、下はショートパンツをはいている。

　場所は下層空域に浮かぶ三セフィラのうちの一つ、ネツァクセフィラの外れにある小さな工房。外に向かって大きく開け放されたガレージで、リアは作業台上のエンジンを整備しているようだった。

「アホだ。アホがいる」

「……うるせーよ」

　リアの軽い暴言に、カイルはバツが悪そうに視し線せんを逸そらす。

「で、来てないんだな、ヴィータは」

「来てないよー。ま、そういう事情なら、来てても素直に言わないけどね」

　視線は既にカイルへは向けられておらず、黙々と手を動かして整備を進める。

「どっちなんだよ」

「来てないのはホント。スパナ、十三ミリ」

　突き出された手に、カイルはしぶしぶと言われた通りのものを渡す。

「そりゃーね。ヴィータだって腹が立つよ。てんで子供扱いなんだから。ハンマー」

「まだ子供だろ。ミリーより二つは下のはずだぞ」

「たった二つ下なだけでしょ。それに、人は年齢よりも経験がものを言うのさ。潤滑油」

「そうは言っても、あいつはほんの一カ月前まで最上層から出たこともなかったんだぞ。あぶなっかしいだろ」

「だったらカイが見ててあげればいいじゃん。確かにあの子は世間知らずなところはあるけど、考えなしってわけじゃないよ。そういうとこ、ちゃんと見てあげなよ。六角レンチ」

「相手はセフィラを落とそうっていう連中だぞ。もしものことがあったらどうすんだよ」

「そうならないようにカイが頑張んなよ。ていうか、ケセドが落ちるとなるとどこにぶつかるかね。下層セフィラの周回速度から確率割り出してみよっか」

　冗談めかして言うが、疑っているという風でもない。

「……おまえ、その話聞いても特に動じないんだな」

「なーに、大抵のことはどうにかなるし、どうにもならないんだったらやっぱりすることないでしょ。うわっ、やっぱベアリングいかれてるよ。この規格手に入るかな……」

「ていうか、さっきからなにやってんだ？」

　カイルの質問に、しかめ面を作っていたリアがぴたりと動きを止める。

「──知りたい？」

　とっておきのおもちゃを自慢したい子供のような、無邪気な笑顔でリアは言う。

「いや、別にそんなには……」

「さあさあお立ち合い、本邦初公開だよ～！」

　カイルの言葉を無視し、リアは杖つえをついてガレージ中央へと移動する。そこにあったのは、シートを被かぶせられた巨大構造物。リアはシートの端をつかむと、一気に取り払う。

「ジャジャン！」

　そこにあったのは、この下層セフィラにおいては失われたはずの知識を用いて建造された、存在しないはずの有翼飛行機械。

　そこまではカイルも知っている。以前、これに自ら乗り込んだこともある。操縦の仕方もリアから叩たたきこまれた。ただし、問題は──

「……増えてる？」

　世界でただ一機のはずだったリアの愛機、ドーン・アリア号。それと寸分違たがわぬ機体が、もう一機並んで鎮座していた。

「どうしたんだよ、これ」

「そーりゃあもちろん、作ったんだよ。今はこの子に積むエンジンを整備してたの。ねえ、名前はなにがいいと思う？　シンプルにドーン・アリア二号？　それとも他の名前つける？　あたしはね～、独唱アリアに合わせて輪唱カノンとか使いたいんだけど、ドーン・カノン号だと語呂が悪いし……」

「いや、そういうことじゃなくてだな。これ、浮遊球スフイアフロートはどうすんだ？　フロートがなけりゃ、大した高度はでないだろ」

　有翼機の特徴は、翼で風を受けることで揚力を生みだすことにある。そのため、本来なら浮遊球がなくとも空は飛べるのだ。だが、浮遊球を併用することにより、リアの機体は高い旋回性能と最高速度、そして上昇速度を実現していた。

　いわば、科学を越えた術理と航空力学のハイブリッド、それがこのドーン・アリア号だ。

「ああ、その点については大丈夫。だってこれ、グウェンからの注文だから」

「グウェンから……？」

「うん。ガーランドファミリー傘下の工こう廠しようで生産する契約結んだんだ。で、これはそのモデルとして貸し出すやつ」

「ガーランドファミリーがこれと同じものを大量に作ろうってのか？」

「将来的にはそれも考えてるみたいだね。今は試用段階ってことらしい。っていっても、フロートは数に限りがあるから、量産向きじゃあないんだけどね。ま、フロートがなくたって下層だけなら十分飛べるし」

「なんのためにそんな……物流に使えるようなもんじゃないだろうに」

「さあ？　まあ、上層に睨にらまれるようなことはしないと思うけどね。なんにしろ、これの見返りにあたしは無期限で浮遊球を借りられることになったわけ」

「それが目的かよ……」

　ほくほく顔のリアに、カイルは呆あきれ顔がおで呻うめく。

　不意に、リアが表情をまじめなものに改めた。

「もう、あれから一カ月なんだね」

「……そうだな」

　ひと月前に起こった大きな事件。あの日、ヴィータは心をひどく傷つけられた。だから、これ以上は厄介ごとには関かかわらせたくない。人を疑うことを知らずに最上層で生きてきたあの少女を、これ以上人の悪意に近づけたくない──そんな思いがカイルにはあった。

「あの時みたいにヴィータが傷つくようなことは避けたいんだ」

　カイルは半ば独り言のように述懐する。けれど、リアはそれを聞きき咎とがめた。

「ふーん。カイはそんな風に思ってたんだ。そりゃ、ヴィータともぶつかるわ」

　苦々しく、手のかかる弟を見るような目でリアは言う。

「カイさぁ。あんた、ヴィータの父親にでもなったつもり？」

「いや、そんなことは……」

　保護者のような役割とも思えるが、父親代わりというのは違う気がする。兄妹きようだいというのもしっくりこない。かといって、恋愛対象として見ているわけでもない。

（俺おれは……ヴィータの何なんだ……？）

「ったく、煮え切らないねぇ。ヴィータはさ、あの日、ただ傷ついただけじゃないんだよ。その傷を乗り越えた分、成長してる。あたしはそのハインツってやつ？　そいつとヴィータのやりとりを直接見たわけじゃないけどさ。だからこそ、見えるものもあるんだよ」

「どういうことだ？」

「あたしが初めてヴィータと会ったのはほんの半日前だったけどさ。その半日の間に、ヴィータは全然違う顔をするようになったよ」

　まっすぐにカイルの目を見て、リアは諭すように続ける。

「ねぇ、カイ。ヴィータはあの場所で、ただ傷つくばかりだったかな？　自分にふりかかった不幸と向き合って、折り合いをつけて、乗り越えたんじゃないのかな？　そうじゃなかったら、きっと今みたいには笑えてないよ。あの事件を通して、ヴィータは……うーん？　なんていうのかな。垢あか抜ぬけた？　世間ずれした？　いや違うな……」

　言葉を選んでいたリアだったが、不意に適切な言葉に行き当たったらしい。

「うん。ヴィータはさ、戦うことを知ったんだよ。この世界に溢あふれた誰だれかの悪意とか、決まりとか、そういういろんなものと」

「…………！」

　胸をつかれるような感覚があった。

　壁の時計を見る。時刻は既に夕刻、今から定期連絡船に乗れば、日が沈む頃ころにはイェソドに帰りつけるだろう。

「──リア、助かった。おかげで、しょうもない勘違いに気づけた」

「あっそ。だったら、こんなとこで油売ってないでさっさと帰れば？　この子を明日までには仕上げたいからね、あたしは忙しいのさ」

　そっけない物言いに苦笑し、カイルは工房を後にした。




　ヴィータはアイリーンの酒場の屋根の上で、膝ひざを抱えて座り込んでいた。

　──昼間、酒場を出たヴィータは街へと走っていくふりをして、酒場の屋根の上へと登っていた。天使であるヴィータの能力を持ってすれば、それくらいは造作もないことだ。それに気づかずにカイルが街へ飛び出していく様も、ヴィータは屋根の上から見ていた。

　空が夕焼けの朱色から藍色へと移り変わり、大通りの両りよう脇わきに連なる街灯がぽつぽつと光の枝葉を広げる。

　その光景は、幻想世界の並木道を思わせた。

　そんな光景を眺めながら、ヴィータはカイルとの会話を反はん芻すうしていた。

『おまえは物事を甘く考えている。遊びで首を突っ込んでいいことじゃない』

（遊びなんかじゃない……っ、わたしは……！）

『背伸びした目線で世界を見てる、世間知らずの子供だ。自分の目線を知るまでは、おまえのいう覚悟なんてのは──ただのガキの戯たわ言ごとだ』

（…………っ！）

　世間知らずと言われれば否定できない。背伸びしていると言われても反論の言葉はない。

　けれど──戯言で言ったつもりなど、毛頭ない。

　思い出したらまた腹が立ってきた。ついでにお腹なかがすいていることにも気づき、それもカイルのせいがしてきて余計に腹が立つ。

　キィ、と音がして、すぐ横にある屋根裏部屋の窓が開いた。顔を出したのは長い黒髪の少女、フィーだった。

「ヴィータちゃん、中に入らないと風か邪ぜひくわよ？」

　おっとりとした声音で気遣うフィーに、ヴィータはむくれた顔で答える。

「……いいんです。カイさんが謝るまで、わたし降りませんから」

「あらあら」

　微笑ほほえましいものでも見るようにフィーが笑う。フィーにも子供扱いされている気がして、ヴィータはつんと顔を逸そらす。

「ヴィータちゃんたちが連れてきたお客さん、今日は泊まっていくみたいよ」

「……そうですか」

　フィーは窓辺で頰ほお杖づえをついてヴィータの顔を覗のぞき込こむ。

「珍しいわね。あなたたちがケンカなんて」

「ケンカじゃありません。あれです。スト、スト……ストライク」

「……ストライキ？」

「そうですっ。バッターアウトですっ」

　うーん、とフィーは首を傾かしげる。

「むしろ、大暴投って感じに見えるけど……ねぇ、カイルさん？」

　そんなことを言いながら、フィーが部屋の中に視し線せんを送る。

「え……？」

　フィーと入れ替わりで窓辺に現れたのは、まさしく話題の渦中にあった青年だった。

「後はごゆっくり～」

　手をひらひらと振りながら、フィーは階下へと降りていく。

　しばし、二人の間に沈黙が落ちる。

「ずっとここにいたのか？」

　口火を切ったのはカイル。

「……ええ、まあ」

「そうか……」

　今度の沈黙は十秒ほど続いた。

「あー……その、なんだ。……昼間は言い過ぎたな。悪かったよ」

　決まり悪そうに言うカイル。しかし、ヴィータの表情は晴れず、唇を尖とがらせる。

「…………むぅ」

「なんだよ、その顔は」

「カイさんはずるいです」

「なにがだ？」

「そんなに素直に謝られたら、わたしだって怒れないじゃないですか。これじゃあ、ほんとにわたしがただのわがままなだけの子供みたいです」

　むくれて顔をそむけるヴィータ。

「……そっか。なら、言いたいこと全部言っちまえよ。聞いてやるから。もやもやしてるもん、全部吐き出しちまえ。ため込んだってろくなことないぞ」

「…………だったら言いますけど」

　前置きし、ヴィータは息を吸うと、身を乗り出して声を張り上げた。

「カイさんは卑ひ怯きようですっ！　正しいことばっかり言って！　それじゃあこっちは反論できないじゃないですか！　わたしは正しいことがしたいんじゃありませんっ！　自分のしたいことをしたいんですっ！　カイさんの言う通り、その途中にはつらいことだってあると思いますっ！　でも、その先にしか欲しいものがないんなら、進むしかないでしょう!?　それをわたしに教えてくれたのはカイさんですよ！」




　一見して、それはめちゃくちゃな抗議にも思える。だが、正論というのは確かに正しいが、正しいだけでは駄目なのだろう、ともカイルは思う。

　確固たる意志を言葉に乗せてぶつけてくるヴィータを、カイルは眩まぶしそうに見つめる。

（ああ……そうだな）

　あの日、虚きよ無むに囚とらわれたヴィータの目を覚まさせるために言った言葉。

『おまえのかわりに戦うことはできないけど──せめて、隣で見守っていてやる』

　あれは、守護者として前に立ち、寄ってくる悪意を跳はね除のけるという意味ではない。カイルは自分で言ったのだ。前ではなく、隣に立つと。盾ではなく、寄り添う者になると。

　ヴィータはもう、この街に来た頃ころの世間知らずなだけの少女ではない。苦境を乗り越えて、それでも前を向いていられる強さを身につけている。カイルが数年かかって辿たどりつけた場所に、既にヴィータは立っている。

（なら……俺おれとヴィータは対等ってことだ）

　決してヴィータは楽観視しているわけではない。むしろ、あの日の悪夢を鮮明に思い出しているはずだ。それでもなお、ヴィータは言った。自分が、ケセドセフィラを救うと。

「ちょっとカイさん、ちゃんと話聞いてます？」

　物思いに沈むカイルに、ヴィータは不満そうに言う。

「ああ、聞いてるよ。一緒にケセドの落下を阻止しよう」

「だから、わたしの言いたいことはですね……、……え？」

　一瞬遅れてカイルの言ったことに気づき、ヴィータはきょとんと目をしばたたかせる。

「まあ、色々考えてな。過保護に過ぎたのかな、って。おまえも考えた末のことだったんだろうし」

「え？　別に大して考えてないですけど？」

「…………」

　いや、まあ。それはそれですごいことだとは思う。要は、迷わずに苦難を乗り越えていく道を選んだということだから。

「でも、それはわたしがやりたいことですから」

　大した気負いもなく言う。これがひと月前のことなら、ただ世の中を知らないが故の無鉄砲な言葉だと断じることもできただろう。

　だが──ヴィータはこの世が善意だけで回っているわけでないことは既に突きつけられている。それでも考えが変わらないことこそが、この少女の強さなのだろう。

「ヴィータ。おまえがケセド落下を阻止したいのはわかった。けど、それはただケセドセフィラと、影響を受けるかもしれない下層の人間を救いたいからか？　それとも……ハインツの研究のことか？」

　他の天使があの装置、〈グレイプニル・システム〉に繫つながれているのではないかという想像は、おそらくヴィータもしたことだろう。

「それもあります。ハインツの研究が悪用されているんなら、そういうのは……許せないなって。けど、まあその、なんといいますか……」

　急に歯切れ悪くなるヴィータ。やがて、

「その……カイさんにも、見せたいなって」

　頰ほおを指先でかきながら、そんなことを言った。

「俺おれに見せる？　なにをだ？」

「ほら、カイさんとリアさんって、最下層から昇ってきたじゃないですか。それって、まだ見たことの無い場所にいくためですよね？」

　カイルは当時の自分の心境を思い出す。ただ、そこに行き、自分の目で見ることを望んだ。それができたからどうだということもない。それでも、動かずにはいられなかった。

「そうだな。それも元をただせば、俺もリアも誰だれかに邪魔されるってのが、なんていうか……腹が立ってたんだな」

　それが、カイルとリアの原衝動。それは大なり小なり誰だれにでもあるものだろう。

　自由であるということは、本来だれにでも許された権利のはずだ。けれど、社会というものを形成する過程でそれは制限を加えられる。

「空には本来境界線なんてない。なのに、最下層の人間は上の世界へ上ることが許されていない。それが嫌だった。腹が立った。だから、自分たちの手で、そういう他人の手で作られた限界を越えたかったんだ。どうだ、おまえらの作った境界線なんざ、鼻歌まじりで越えてやったぞ、ってな」

　カイルたちが抱いた思いは、言わばこの世界の人間から奪われている挑戦心だ。

　下層出身である親のルーツをこの目で見たかったというのもある。けれどそれは、結局のところ口実でしかない。カイルはただ、世の中の理ことわりに反抗したかったのだ。それは幼稚な衝動ではあるが、それゆえに純粋なものでもあった。

　ふと、ヴィータがにやにやと笑っていることに気づく。

「なんだよ」

「楽しそう。やっぱりカイさん、人には偉そうに自分の目線がどうとか言っておいて、納得なんてしてないんじゃないですか」

「……っ、…………」

　図星を言い当てられ、口ごもる。物事を教える相手であったはずのヴィータに自分の本心を引き出されるというのは、どうにもむず痒がゆいものがあった。

「──うん。決めました」

　言って、ヴィータは立ち上がると窓辺のカイルに向きあうように移動する。

　月を背負い、見上げるカイルへと手を差し出し、言った。




「だったら、わたしがカイさんを連れていってあげます。この世界のどこまでも──上層や、最上層にだって」




　カイルは絶句する。

　それは、このセフィラ世界においては星をつかむにも等しい夢物語だ。

　最下層で生まれ育ったカイルが、最上層の地を踏みしめる──そんなことは、漠然とすら想像していなかった。

　下層に上ることを夢見て、実現した。そのまま上層まで飛ぼうとして、挫ざ折せつした。

　カイルの想像力はそこまでだった。この世界の頂点、天使たちの聖域である最上層──そこに行こうとする者は、あらゆる障害に阻まれる。《教会》や王軍、そもそも最上層には絶大な力を持った天使たちがいる。

　だが──この少女はそれを実現させてみせるという。カイルが挫ざ折せつすらできなかった夢を見せてくれるという。

　馬鹿げた話ではある。いくらヴィータが天使とはいえ、この世界の理ことわりの根幹を揺るがすようなことが、簡単にできるとは思えない。けれど──

「…………はは」

　声が漏れる。そこで初めて、カイルは自分が笑っていることに気が付いた。

「確かに──それに比べりゃ、ケセドの落下を止めるくらい、大したことじゃねえな」

「そうですよっ！　それに、今墜落されたらケセドに寄り道できないじゃないですか！」

　無邪気に瞳ひとみを輝かせ、遥はるかな空から舞い降りた少女は踊るように両手を広げる。

　方法など考えてはいない。けれど、ヴィータの目は既に遥か先を見据えている。

　──人は誰だれしも、いずれ自分の限界を知る。諦あきらめることを分別や現実という言葉でごまかそうとする。途方もない目標は、人の背に重くのしかかり、それは、やがて心を擦り減らしてしまう。だから、人は夢を見なくなるのだ。

　けれど──本当に夢のような話を実現してしまう人間というのは、そもそもその重さに気づきすらせず、どこまでも羽ばたいてしまえるのだろう。

（ったく、こいつは本当にいっつもめちゃくちゃなことを言いやがる）

　それに、これでは話があべこべだ。自分がヴィータの手助けをしてやろうと思っていたのに、ヴィータが自分を最上層に連れていくなどと言っている。

　だが──悪くない。

「確かに、ケセドがぶっ壊れちまったら楽しみが半減だな」

　カイルはにやりと笑う。

「ヴィータ、俺おれは『なんでも屋』だ。あいにくと事務所は経営難だから、客を選んでもいられない状況でな。とはいえ、仕事を受ける時はきちんと契約を交わさないとな」

　カイルの意図を察したのだろう、ヴィータも同じく不敵な笑みを浮かべる。

「それで、ヴィータ──おまえの望みは？」

「わたしはこれから、この世界を縛っているあらゆるものに立ち向かいます。差しあたっては──ケセドセフィラ落下の阻止、その手助けを」

「報酬は？」

「わたしの全力をもって、カイさんをこの世界のあらゆる場所に連れていきます」

「乗った」

　即答し、二人で笑みを交わす。

「契約成立──ですね」

「ああ。よろしく頼むぜ、相棒」

「まかされましたっ。こちらこそよろしくですっ、カイさ……相棒っ！」

　かくして、最下層生まれの青年と最上層生まれの少女は契約を交わした。

　世界の理ことわりへ挑戦する青年と少女にこの先、どんな困難が待ち受けているのかは分からない。それでも、前へ進むこと、空へ羽ばたくことに不安はなかった。

　と──

　ぐうぅぅ～。気の抜けるような音が二人の間に響く。

　同時に鳴り響いた腹の音に、しばしの沈黙ののち、顔を見合わせて苦笑する。

「そういえば、お昼からなにも食べてませんでした」

「俺おれもおまえを探し回ってネツァクまで行ったからな。さすがに腹が減ったな」

「えっ、ネツァクまで行ったんですか？　……アホですか、カイさん」

「リアと同じこと言ってんじゃねえよ」

　ともあれ、苦笑しながらも二人は店舗スペースへと出ていくことにした。まかないくらい出るだろうし、なんだったら客として軽食を注文してもいい。そう思ってのことだったのだが──




「おい、ねーちゃん。こっちの酒がまだだぞ、どんだけ待たせんだよ」

「む。しばし待たれよ」

「おいおい、チーズなんて頼んでねぇよ。なに聞いてんだよ」

「す、すす、すいません……、あわわっ！」

　店内で繰り広げられていた光景に、カイルはしばし絶句して棒立ちになる。

「……なにやってんだ、おまえら？」

　なれない様子で酒を運んでいたのは、セレスティナとシャレーナだった。

「む、定てい戯ぎ式しき士し。それにてん……ファルナヴィータ様も」

　足を止めてこちらへと向き直るセレスティナの衣装は鎧よろい姿と打って変わり、フリルをあしらったエプロンドレス姿だった。可愛かわいらしいデザインなのだが、当のセレスティナが凛り々りしい表情のままなので、どうにもちぐはぐな印象を受ける。

「なんで二人が働いてるんですか？」

　きょとんとするヴィータに、セレスティナは神妙に頷うなずいて言う。

「はい、ファルナヴィータ様が店を飛びだされた後、まずは一晩の宿を確保しようとしたのですが、昼間ことを構えたあの集団がこの街を管理するマフィアたちだと店主殿にうかがいまして。派手に立ち回った以上、人前に出るのは避けた方がいいとのことで、こちらで一日働くことを条件に、一晩の宿を貸していただけることと相成りました」

　涼しい顔で説明するセレスティナとは対照的に、シャレーナは客に無理やり席へと座らされ、酌をさせられている。どうやら、とっつきにくい印象のセレスティナと違い、おどおどしているシャレーナは格好のからかいの対象となったようだ。

「それは分かったが……その服はなんだ？」

「以前ここで働いていた者が使っていた衣装だそうだ。丈の合うものを借りている」

「ああ、どうりで見たことあると思った」

　などと言葉を交わしていると、酔った客の一人がセレスティナへと詰め寄ってきた。

「おいねえちゃん、あんたもこっちで相手してくれよ～」

「ふむ。しかし手前は店主殿から給仕に集中しろと言われている」

「あぁン？　なんだぁ～、客の言うことがきけねェのってのかァ？」

　呂ろ律れつの回らない様子で、セレスティナの腕をつかもうとする客。しかし、ひらりとかわされ、勢い余った男はカウンター席へと突っ込み、椅い子すを巻き込んで盛大に転ぶ。

「ってェー……やんのかっ、てめェ！」

　立ち上がった男がセレスティナにすごむ。明らかな自爆だったが、理性的に判断できる状態ではないようだ。

　男の剣けん幕まくにも動じず、セレスティナは腕を組んで「うむ」と頷うなずく。

「狼ろう藉ぜきを働こうという手合いに対してはそれ相応の対処をしていいとも、店主殿から言われていたな。少し待て」

　セレスティナは一度厨ちゆう房ぼうスペースに繫つながる扉の奥へ消え、すぐに戻ってくる。その手に握られているものを見て、カイルはぎょっとする。

「待たせたな。尋常にお相手しよう」

　セレスティナが手にしたもの──武骨な突撃槍ランスを目にして、男は目を点にする。

　堂に入った構えは明らかに臨戦態勢のそれ。なにごとかと酒場中の注目が集まる。

「いざ、推して参る。──焼き尽くせッ！　炎撃槍ルヴァードザインッ！」

「やめんかッ！」

　飛び出しかけたセレスティナの頭をスパーンと叩たたくカイル。

「……なにをするのだ、定てい戯ぎ式しき士し。店主殿に命ぜられた通り接客にあたったというのに」

「限度があるわ！　やりすぎだ馬鹿野郎っ、店で血を流す気か！」

「掃除は定戯式士にやらせるからかまわんと、店主殿は仰おつしやっていたが」

「俺おれがかまうわ！　もっと穏おん便びんな方法があんだろうが！　頭を殴って気絶させるとか、頸けい動どう脈みやくを絞めて気絶させるとか！」

「それは穏便なのか？　……この街の常識は実に不可解だ」

　セレスティナは生き真面目まじめに首を捻ひねる。槍やりを向けられた客はというと、腰を抜かしてへたり込んでいた。

　そう言えばシャレーナはどうなったかと視し線せんを移す。

　そこには、客の隣に座ってグラスを両手で持ち、先ほどとは打って変わって上機嫌なシャレーナの姿があった。酒を飲まされたらしく頰ほおが見事に紅潮している。

「それでですねぇ～、蜘く蛛もの食事っておもしろいんですよぅ。捕まえた獲物の体内にぃ、消化液を流し込んで～、体の中からぐずぐずに溶かしちゃうんですぅ～！」

　なにやら酒の肴さかなにするにはあまりにヘビーな話題を嬉き々きとして語っていた。

「へ、へぇ、そうなんだ……」

　客の顔色が悪いのは、決して酒を飲み過ぎたせいばかりではないだろう。

「それから～、ずるずるーって！　ストローみたいに口で吸っちゃうんですよっ。あ、ちょうどそのシチューみたいにっ！」

「…………お、おれ、そろそろ帰らないと………」

　逃げようとする客の腕を無意識にか、ガッとつかんで離さないシャレーナ。

「体外消化っていうんですけどね～。あっ、あとですねー、ホドセフィラに生息する川ヒトデの中にはぁ、胃袋を身体からだの外に吐き出してぇ、餌えさになる生き物をくるんじゃう種類がいるんですよぉ！　おもしろいでしょぉ。あっ、葡ぶ萄どう酒しゆおかわり～！」

「……………………」

　ついには喋しやべる気力も失なくしてうな垂れる客。

　そんな様子を他ひ人と事ごとのように眺めるカイルとセレスティナ。

「あれは、なに上戸というのだろうな」

「いるよな。普段、人とろくに会わない仕事してるけど、たまに飲むとテンションあがりすぎて、自分の得意分野についてだけやたらと饒じよう舌ぜつに話すやつ」

「ともあれ、楽しそうでなによりだ」

「客はトラウマもんだけどな。あれでシャレーナのぶんも酒代払わされるんだからな。前世でなにすりゃ、あんな目にあうんだか」

「とりあえず、ヒトデに食われる生き物に生まれなかっただけマシだろう」

　いつもとはまた一味違った慌ただしさに包まれながら、酒場の営業は深夜まで続いた。




　酒場の営業が終わり、カイルは居住スペースの裏口から帰ろうとし──ふと、視界の端に不審なものを見み咎とがめた。

　廊下のつきあたりの扉に顔を寄せ、わずかな隙すき間まから中を覗のぞこうとしているのは──

「なにやってんだ、ミリー」

「うひゃおう!?」

　背後から声をかけるや、奇声をあげてとびあがるミリー。

「って、なんだカイっちか。脅かさないでよ」

「で、おまえはなにをやっとるんだ。ここ風ふ呂ろだろ」

「覗き」

　再び覗きに戻ろうとするミリーの頭をがっしと捕まえる。

「ええい、止めてくれるなッ、カイっち！　女にはやらなきゃならん時があんのさ！」

「熱いまなざしでなにを語ってんだ、この変態娘が！」

「ぶっちゃけ最近は店の子にセクハラしても、フィーにわりとガチで制裁されるんで欲求不満ですがなにか!?」

「知るか！　いいからとっととここから離れろ、頭沸いてんのかてめぇは！」

　浴室の扉の前で摑つかみあいをしていると、ガチャリ──ドアノブを捻ひねる音が響いた。

「何者だ!?」

　反射的に声の主へと視し線せんが吸い寄せられる。

　そこには、一糸まとわぬ姿で突撃槍ランスを構えたセレスティナがいた。二人の姿を見たセレスティナは動じることもなく、突撃槍を肩に担ぐ。

「む、なんだおまえたちか。騒がしいから、てっきり空き巣でも出たのかと思ったぞ」

「お、おま……っ、なんて恰かつ好こうで……！」

　堂々としているセレスティナに、むしろカイルの方がたじろいで顔を背ける。

「湯ゆ浴あみをしていたのだ。服を脱ぐのは当然であろう」

「恥じらいはねぇのか！」

「まあ、貴様だしな。人語を解する以外、そこらの犬とそう変わらんだろう」

「うわ、クッソ腹立つこの女……」

「セレスティナ様、どうかしたので……きゃああああああ!?」

　と、セレスティナの背後でシャレーナの悲鳴が上がる。どうやら、二人でシャワーを使っていたらしい。店の風ふ呂ろは広めに作られているため、数人が一緒に入っても余裕がある。

「ミリーちゃん、なにを騒いでいるの？」

　カイル達たちの背後で店員用の個室の扉が開き、フィーが顔を出す。その目に映るのは、タオルで身体からだを隠してしゃがみこんだシャレーナと、一糸まとわぬ姿のセレスティナ。

　フィーの顔が、ゆっくりとカイルに向けられる。

「んー……？　これはいったい、どういうことかしら？」

　この期に及んでなお笑顔なのが逆に恐ろしく、一瞬言葉に詰まる。

　その隙すきに、ミリーがカイルを指さして真顔で言う。

「カイっちが風呂を覗のぞいてました。止めようとしたけど無駄でした」

「てめぇ!?」

　非難の視線を向けるが、フィーに腕を摑まれる。

「……カイさん。ちょっとお話が」

「うんうん。じゃあ、わたしはこれで……ぐぇッ!?」

　にこやかな笑顔で去ろうとするミリーの襟首を摑み、逃走を阻止するフィー。

「──ミリーちゃんにも、詳しくお話聞かないとねぇ」




　店舗スペースにて、正座させられるカイルとミリー。対面するのはフィーと、上層から来た二人組だ。当然だが、既に服は着ている。

「なるほど……つまり、お互いが原因は相手にあるというんですね」

　二人の話を聞いたフィーが、腕を組んでうんうんと頷うなずく。

「ミリーちゃん、ダウト」

「なぜ!?」

「だって、ミリーちゃんだし」

　にべもなく言うフィー。

「そんなっ。フィー、これが噓うそをついている人の目に見える？」

　祈るように手を組んで、瞳ひとみをキラキラさせるミリー。その目に、フィーは二本の指を突き立てた。

「目ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえええええええええ!?」

　のたうち回るミリー。ともあれ、カイルは安心して一息。

「疑いが晴れてなによりだよ」

「だとしても、見てしまった以上はカイルさんも謝るべきです」

　ちょっと怒ったような顔で「めっ」と嗜たしなめるフィー。

「わ、わたくしでしたら、その、気にしてませんから……」

　言いながらも、シャレーナはカイルと目が合うと、恥ずかしそうにセレスティナの背中に隠れる。ふむ、とセレスティナが頷く。

「確かに、落とし前はつける必要があるな。とはいえ、わざとでないのも確かだ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はある。そうだな……」

　しばし考え、セレスティナは頷く。

「よし。目を抉えぐろう」

「どこに情状酌量が!?」

「安心しろ。目は二つある」

「知ってるよ！　だからなんだよ!?」

　片目が残ればいいというのか、この娘は。

「まあまあ、お二人とも。ここはひとつ、間をとって」

　天使のような笑顔でフィーが仲裁する。

「カイルさんも脱ぐということでどうでしょう？」

「それだ！」

「どれだよ！　誰だれも得しねぇよ！　なにとなにの間をとったんだよ！」

　あっさり復活して同意するミリーに、カイルが全力で叫ぶ。

「目には目を、ということか……ありだな」

「ねぇよ！　おまえもなんで乗り気なんだよ！」

　じりじりと間合いを詰めてくるセレスティナ。のみならず、フィーやミリーまでもにじり寄ってくる。救いを求めてシャレーナを見るが、

「……ごくり」

　なんか顔を赤らめながら目を輝かせていた。

「定てい戯ぎ式しき士し、覚悟ッ！」

「させるかボケェ！」

　こうして勃ぼつ発ぱつした乱戦は、目の据わったアイリーンのショットガンが火を吹くまで続けられたのだった。




　イェソドの夜は深まる。深夜まで客を受け入れていた店が営業を終えると、いよいよ石造りの町並みも観念したように寝静まる。

　──そんな、虫も声を潜める闇やみの中、星明りにそっと添えるように囁ささやく声がひとつ。

「ええ──そう。騎士様ったら、意外と引きがいいみたいでね。天使の子と偶然ね。──フフ、そう熱くならないでよ。自分の仕事くらいわかってるわ」

　星明りが闇に薄く刻む輪郭シルエツトはひとつだけだったが、その艶えん美びな声の女性は何者かと言葉を交わすように喋しやべり続ける。

「予定外と言えばそうだけどね、おかげで面白いものを見られたわ。──企たくらむ？　フフ、人聞きの悪い。ワタシとあなたは一いち蓮れん托たく生しよう……そうでしょう？」

　一方通行と見える会話には、確かに相手がいるらしい。宥なだめるような口調に、けれど真剣さは感じられず、むしろ煽あおるような軽薄さがあった。

「──あら、ワタシも一緒にお仕置きされちゃうのかしら？　──冗談よ。それじゃ、そのように。──よい夜を」

　艶つやっぽい唇からこぼれる声に魔性の響きを乗せ、声の主は別れの言葉で締めくくった。

　誰だれにも気づかれぬうちに落ちた沈黙は、やはり誰にも気づかれぬうちに静寂へと変じ、星明りの中にあった輪郭はもはや欠片かけらも残さず消え去っていた。






Chapter.3









　上層からの来訪者を迎えての夜が明け、翌日。

　カイルはセレスティナとシャレーナを伴い、イェソドの街路を歩いていた。

　セレスティナとシャレーナは、頭までをすっぽりと覆うローブを羽織っている。擦り切れた生地は安物で、お世辞にも着心地がいいとは言えない。

　セレスティナは顔をしかめてカイルへと不平をぶつける。

「定てい戯ぎ式しき士し、これではまるで犯罪者ではないか。なぜ騎士たる手前がこのようなことを」

　カイルは呆あきれ顔を向ける。

「あのなぁ……そもそも、おまえがガーランドファミリー相手に大立ち回り演じたのがいけねぇんだろうが。顔を隠せるだけありがたいと思えっての」

「む、それを言われると弱いが……。しかし、まさかあんな輩やからが街の管理者であるなど、誰だれも思わぬだろう」

　不満顔のセレスティナに、カイルは苦笑しながら応じる。

「ま、それは確かにそうだな。けど、そもそもがこういう街だからな。これもひとつの自治の形ってことだろ。連中はやり方が荒っぽいけど、それにしたって問題を起こした相手に対してだけだよ。ついでに言えば、この辺の区画はまだ治安がいい方だぜ」

「理解できぬ……他のセフィラもこんな状況なのか？」

「ネツァクの場合は自警団が上う手まく機能してるよ。武器の工房とか大型機械も多いから、その気になれば中途半端なマフィアくらい、あっという間に潰つぶしちまうだろうさ」

「では、大規模なマフィアに襲撃された場合はどうなるのだ？」

「イェソドで使われてる武器は基本的にネツァクで作られてる。他にもあらゆる分野の職人がいるからな、誰か一人を敵に回せば職人組合まるごと敵になる。だから、イェソドのマフィアはネツァクには手を出さないのさ」

「なるほど……どんな場所でも、それぞれの形でバランスはとられるものだな」

「ま、そういうこった」

　そんなことをつらつらと話しながら、カイルは二人を先導して進む。その歩みが止まり、酒場と思おぼしき看板を指さす。

「と、これだな。『金の小こ熊ぐま邸てい』。ここだろ、おまえらの仲間が拠点にしてる宿ってのは」

　アイリーンの酒場は別だが、一般的に酒場は宿屋を兼ねていることが多い。セレスティナたちが連絡を取り合って合流する予定だった教会の駐在員も、その一軒に滞在していた。

「うむ、間違いない。助かったぞ、定戯式士。──いくぞ、シャレーナ。一日遅れになったが、状況を報告せねばならん」

　セレスティナがシャレーナを伴って店内へ入っていくのを見届けると、カイルは店の外壁に背を預け、ぼんやりと空を見上げた。

　遥はるか頭上に浮かぶ、三つのセフィラ。下層から見上げても大まかなシルエットしか分からず、そのどれが第四セフィラ・ケセドなのかは判別がつかない。

　イェソドは平穏の中にあり、誰だれひとりとして明日の破滅を予見しているものはいない。

　破滅が空から落ちてきてもこの街の住民はそれに気づかず、苦痛すら感じることなく全すべてが終わるのではないか──そんなことを夢想する。

　それから五分ほどで、セレスティナとシャレーナが店から出てきた。

「終わったか」

「……うむ」

　どうにも歯切れが悪く、納得いかなげに顔をしかめている。

「なんかあったのか？　連絡はとれたんじゃないのか？」

「それがだな……実は今朝がた、枢すう機き卿きようから手前に向けて、新たな指令が下されていたらしい。……『現行の任務は凍結、両名は即座に帰還せよ』──それが、新たな指令だ」

　カイルはセレスティナと同様、首を捻ひねる。

「昨日の今日で帰還命令？　理由は？」

「重要機密に抵触するため、通信では伝えられないと。こちらから報告があると告げても、枢機卿は応答できる状況にないとのことだ。まさか……ケセドにさらなる異変が起きたのだろうか……？」

　想像が暗い方向に膨らみ、セレスティナは思案げに腕を組む。

「で、おまえはどうすんだ？」

「無論、命令には従うが……枢機卿がなにを考えているのか分からん」

「あ、あの、セレスティナ様。案外、既に事態が解決したのでは？」

　希望的観測を口にするシャレーナに、セレスティナは納得いかない様子だ。

「ともあれ、一度戻るしかあるまい。本来ならば、天使様をお連れするべきだが……」

「おまえも頑固だな。大体、当のヴィータが下層に住むって言ってんのに、それを無理やり連れていくのは問題ないのかよ」

「ぬ……むうぅぅ」

　真面目まじめな気質のため、義務感と天使への忠誠心の間で板挟みになっているのだろう。難しげに唸うなるセレスティナに、カイルは苦笑する。

「で、でも、ひょっとしたら上層は危ないことになってるかもしれませんよ……？」

「確かに、ケセド落下に気づいた民衆がパニックを起こしているという事態も考えられる。やはり、状況を確認してからか……」

　晴れない顔で、セレスティナは唇を嚙かんだ。




　セレスティナが新たな指令を受けてから、約一時間後──イェソド第一区、浮船の桟橋にはセレスティナにシャレーナ、カイル、そしてヴィータの姿があった。

「それでは、手前は一度上層に戻ります」

　見送りに来たヴィータに、セレスティナは膝ひざを折って目線を合わせる。

「なにとぞ無理はなさいませんよう、お願い致します」

　セレスティナは真しん摯しな眼まな差ざしでヴィータを見るが、

「むー……わかりましたよぅ」

　唇を尖とがらせるヴィータに、セレスティナは困ったような顔を見せる。

　最上層で生まれ育ちながら好きこのんで下層にまでやってきたヴィータだ。特権意識とは無縁なのだが、それがどうにもセレスティナと嚙かみ合あわないらしい。

（偶像化された『天使様』への忠誠心を向ける相手としちゃ、ヴィータほど相応ふさわしくない相手もいないよな）

　ひと月ほど前に相対した貴族の男はヴィータの家庭教師を務めていたということだったが、それはかなり特殊な例なのだろう。

「セレスティナ。俺おれやアイリーンのことは黙っていてくれ。上層の連中に嗅かぎつけられると、厄介なことになる」

「神経質だな、貴様も。事情を話せば、そうそう手荒なことにはなるまい。手前が口添えすれば穏おん便びんにことは運ぶはずだ」

　甘いな──カイルは思う。普段の言動から見ても、セレスティナは高潔な者たちに囲まれ、自身もそういった生き方を志しているのだろう。

　だが、人の世は善意だけでは回らない。善意を指針として生きている者たちには、必ずどこかで隙すきができる。悪意ある者は、その隙を巧みに突いてくる。

「わたしからもお願いします」

「……承知しました」

　ヴィータが口添えすると、さすがに無下にはできないのだろう。納得いかない風ではあったが、セレスティナは了承の意を示した。

「それでは、手前どもはこれにて」

　別れの挨あい拶さつを交わし、二人は浮船へと向かう。

　昨日ガーランドファミリーの面々ともめたため、連絡船に乗れない恐れもあった。が、そこはアイリーンが手を回してくれたおかげで、二人は問題なく乗船できたようだ。

「さて──俺たちもいくか」

「帰るんですか？」

　カイルは首を振って告げた。

「いや、リアのところだ。──ちょっと、調べたいことがあってな」




　ゆらゆらと、風に煽あおられてカイルの身体からだが揺れる。

　足元に地面はない。ネツァクセフィラ外縁部、足を踏み外せば最下層まで落下し、一巻の終わりとなる境界線の外側に、カイルの姿はあった。

　その身体を支えるのは、二本のワイヤーのみ。身体に装着したベルトから伸びるワイヤーに全体重を預け、カイルは寄る辺のない虚空に宙づりにされていた。

　カイルが身につけているのは、外縁部の桟橋や通路の補修工事の際、作業員を下ろすのに使う昇降装備だ。石を組んで作られた通路は、度重なる振動で徐々に歪ひずみが生じる。その結果、道がまるごと崩落する危険もあり、定期的に作業員を下ろして石組の状態を点検する必要があった。

　カイルが吊つり下さげられているのは、石畳の層よりもさらに下。視し線せんの先に見えるのは、ネツァクセフィラを支える半球型の巨大浮遊球スフイアフロートだ。奥まった位置にあるため、直接手を触れることはできない。

　しばし眼めを凝らしていたが、おもむろにホルスターから拳けん銃じゆうを抜き出すと、半球に向けて射撃。銃弾は表面で弾はじかれる。

「ふむ……」

　じっと目を眇すがめていたが、難しい顔で首を振ると、カイルは頭上を見上げた。

　数十メートル上方に、覗のぞき込こむヴィータの姿が見える。指をくるくると回して合図を出すと、身体を吊っていたワイヤーが巻き上げられた。

　緩やかに引っ張り上げられ、やがてカイルは地上へと帰還する。

　そこにはヴィータの他に、杖つえをついたリアが待っていた。

　二人のそばにあるそれは、車しや輌りようというよりは巨大な機械装置という印象が強かった。

　タイヤはついているものの、走行速度は期待できない鈍重な機体。機体の左右からは油圧で上下する巨大な一対の『足』が延び、地面を踏みしめている。

　機体上部から伸びたクレーンは外縁から飛び出しており、ここから伸びるワイヤーがカイルの身につけたベルトへと繫つながっていた。

「おっかえりー。で、なにかわかったの？」

「なにもできないことがわかった、かな」

　リアの質問に、カイルはベルトを外しながら答える。

　──セレスティナを見送った後、カイルは事態の手掛かりを得るため、調査活動を始めた。とはいえ、イェソドで妙な動きをするのは得策ではない。そこで、顔が広いリアに手を借り、ネツァクを支える巨大浮遊球スフイアフロートを調査していた。

「少なくとも、外から干渉してどうこうできるもんじゃないのは確かだな」

「力不足ってこと？」

「ていうより、単純にでかすぎる。端っこにだけ干渉して浮力を削そいでも焼け石に水だし、なにかの方法で動き回りながら浮力を落として回っても、先に改かい竄ざんした事象記述解イデアコードが自己修復しちまう。やっぱ、力技でどうこうできるもんじゃねぇな」

　事象記述解──物体や現象の本質が記された、定てい戯ぎ式しき士しだけが読みとることのできる膨大な情報群。その記述を書き換え、再定戯オーバーライドすることにより、定戯式士は物体や現象を操ることができる。

　だが、事象記述解には正しい状態に戻ろうとする復元力が働いている。そのため、復元力を上回る速度で事象記述解を改竄しなければ術は発動しないし、改竄した情報は術者の手を離れた瞬間から復元され始める。

　定戯式士が干渉できる範囲はせいぜい数メートルが限度。そのため、都市をまるごと支えるほど巨大な浮遊球スフイアフロートの浮力をまるごと落とすなど、土台無理な話だ。

「リアの嬢ちゃんには世話になってるから手伝ったけどよ」

　伝法な口調で割り込んできたのは、つなぎ姿の中年男性。四角い顔は日に焼けており、いかにも現場作業者という風体だ。

「いったいなにやってんだ、おめぇら？　なんか銃声が聞こえたみたいだけどよ」

「なーに、ちょっと気になることがあってさ。助かったよ、おっちゃん」

　リアがにかっと笑ってさし障りのない答えを返す。

「別に悪さしようってんじゃないさ。おっちゃんとこに迷惑はかけないよ」

「まあ、それならいいんだけどよ」

　それで済ますあたり、ネツァクにおいてリアがいかに信用されているかが窺うかがえる。

「そんじゃま、おれはこれで撤収させてもらうわ」

「あいよ。今度の点検、代金負けとくよ。親方によろしく」

「おう、忘れんじゃねぇぞ」

　四角い顔をくしゃっと笑みに歪ゆがめ、男は撤収作業へと移った。それを確認してから、リアが振り返る。

「それで、これからどうすんのさ？　もう打つ手なし？」

「いや、現にケセドが落下している以上、なんか手はあるはずだ。犯人が特定されていないってことは、絶対人目につかないところでなにかしているか……」

「それか、そもそもケセドの落下自体が自然な機能低下って線も外せないよね」

「何百年も浮き続けたのに、ですか？」

　口を挟むヴィータの頭に、リアが手を置く。

「どんな機械も、見えないところに疲労が溜たまって、ある日突然ぽっくりいっちゃったりするもんさ。頑丈なシャフトが綺き麗れいに真っ二つになったりね」

「ていうか、そもそも天使たちがこの事態を収拾しようとしないのはなんでだ？」

　セフィラ世界の管理者として、最上層に君臨する天使。その力を振るうなら、今がまさしくその時だとカイルは思うのだが。

「ヴィータは心当たりないの？　そういうのも、天使の役割なのかと思ってたんだけど」

「うーん……大人たちはそういう難しいこともしてたかもですけど……。よくわからないです。ただ、できるだけ他の階層と関かかわらないようにしてたのは確かです」

　ヴィータの言葉に、リアは手の平を上に向けて肩をすくめる。

「《セフィラ戦争》のトラウマ、ってことなのかねー」

　百年前、下層と上層の間で起こった、後にも先にもただ一度の戦争、《セフィラ戦争》。その原因は、穿うがった見方をすれば下層に降りた天使たちにあるとも言える。

「にしても放任主義が徹底してる気はするけどな。なんにしろ、あるかも分からない天の助けを当てにする前に、やれるだけのことはやっておこう。──リア、もしもおまえが演算器を積んだ馬鹿でかい機械を設計するなら、指揮所みたいなもんはどこに置く？」

　ネツァクで使われている動力は、基本的に蒸気機関が主となっている。近年は内燃機関も普及しつつあるが、いずれにしろネツァクの技術水準では、機械の動作は基本的に人間が管理する。だが、最下層にいた頃ころに読んだ本で、リアは電子制御の知識も持っていた。

「そりゃまあ、基本的には中心部だろうね。一番安全だし、システムの増設やなんかを考えても、そっちの方が便利だ」

　カイルを吊つり下さげた重機における演算器にあたるのは、つまるところそれを操作する作業員だ。作業員は末端部であるクレーンの先や、固定用の足の上に乗ったりはしない。

「それがどうかしたの？」

「考え方は同じだ。このネツァクセフィラまるごとをひとつの機械装置だと考えよう」

　得心がいったように、リアは指を鳴らす。

「なーるほど。つまり、セフィラを浮遊させる機能を統制するなにかがあるとすれば、街の中心ってことね」

「まあ、そういうものがあると仮定してだが。ネツァクの中心にはなにがある？」

「公園があるね。通称、水の出ない噴水公園」

「なんだそりゃ」

「ああ、あれな。下層の独立百年記念に作ろうとしたやつだ」

　話の一部が聞こえたのだろう、撤収準備をしていた男が口を挟んだ。油断していたためぎょっとするが、気楽な口調からしてケセドの落下に関する話は聞こえなかったらしい。

「五年くらい前か？　リアの嬢ちゃんもまだ店開く前だったからな。そういや、その頃はホドセフィラにいたんだったか」

「まぁねー」

　ネツァクの知り合いの間では、リアはホドセフィラ出身ということになっている。実際には五年前はまだカイルと共に最下層にいたのだが。

「で、水の出ない噴水ってのはなんなんだ？」

「ああ、水を流すために地面を掘ったんだけどよ。ある程度掘り進めると、やったら固い地層に行きあたっちまってな」

「岩か？」

「いやいや、岩なんてもんじゃねぇよ。見たこともねぇ材質でな。ほら、職人街に鍛か冶じ屋やの親父おやじいるだろ。あの筋肉親父が思いっきりハンマーでぶっ叩たたいても傷一つつかねぇ。しょうがねぇから、水を引くのは諦あきらめたんだよ」

「それで、水の出ない噴水か……。同じような地層は、他の場所でも出たことあるのか？」

「いんや、地下室掘ったりする奴やつはいるけど、あんなもん初めてだぜ。分かってりゃ掘らねぇって」

「その地層はもう埋めちまったのか？」

「そりゃあな。いや、待てよ……たしか、せっかくだから地下倉庫として使おうって、一部分は残してたな」

　その話に三人は顔を見合わせ、誰だれからともなく頷うなずき合った。




　ややあって、三人はネツァク中心部の公園まで足を伸ばしていた。

　公園の中央には円を描くように、階段状に地面が掘り下げられている。階段はそのまま客席としても使われるようだ。

「今まで来たことなかったが……思ってたより立派なもんだな」

　円の中心部には確かに噴水があったが、その周囲は一段高い円形の舞台となっていた。直径は十メートルほどあるだろうか。

「あの舞台はなんだ？」

「ああ、演劇とかできるようにって作ったんだよ。祭の時とかは一発芸大会とかもやるね」

「噴水メインじゃなかったのかよ。コンセプトぶれまくってんな……」

「ネツァクの職人ってのは、基本的におもしろそうなものに食い付く連中だからね」

「おまえがこの街に馴な染じむのもわかるよ」

　なにしろ、後先考えずに自作の飛行機で空に飛び立つような奴だ。

　階段の底までは三メートルほどの深さがある。そこからさらに噴水の仕掛けを作ろうとしたのだから、かなり深くまで掘ったことになる。

　リアの速度に合わせてゆっくりと階段を下り、噴水の周囲を巡る。と、舞台裏の地面に地下室への入口らしきものを見つけた。

「お、あれじゃないの？」

　近づいて確認すると、南なん京きん錠じようがかかっている。

「どうすっかな。まさかぶっ壊すわけにもいかんし。つーかこれ、管理者は誰だれになるんだ？　開けてもらおうにも──」

　ガチャン。錠前が外れるような音が響く。見れば、外れた南京錠がリアの手中にあった。

「開いたよ」

　反対の手には、二本の針金。どこから出したか知らないが、開錠工具ピツキングツール代わりにしたらしい。カイルが絶句していると、リアは悪戯いたずらっぽく舌を出して見せる。

「こう見えて、手先は器用な方なんだよね」

「……ばれたらどうすんだ？」

「罪とは、観測者がいて初めて成立するものなのさ。ばれなきゃ犯罪ではないのです」

　それっぽく適当なことを言うリアに、カイルは頭痛を覚える。

　ともあれ、取っ手をつかんで扉を開くと、地下へ向かう階段が現れた。

「ちょっと見てくる。二人はここで待っててくれ」

　取りだしたライターの火を灯あかり代わりに降りていく。煙草たばこを吸ったりはしないが、火種に照明にとなにかと便利なため、ライターは普段から持ち歩いていた。

　十段ほど降り、地下室の床面を踏む。ライターの灯りに浮かびあがる室内にはいくつもの棚があり、乱雑にものが詰め込まれていた。

　湿気対策にだろう、地面には木の板が敷かれていたが、ところどころに隙すき間まがある。割れかけている木板を手で引っぱると簡単に剝はがれ、板一枚分の隙間ができた。

　膝ひざをついて、板の隙間から覗のぞく床面に触れる。表面は丹念にやすりをかけたように滑らかで、とうてい自然物とは思えなかった。

（下層セフィラで使われている材質じゃないな。これは……合金か？）

　かつての人類は金属同士、もしくは金属と非金属から自然界に存在しない物質──合金を作りだしたという。

　腰のベルトに差したナイフを抜く。格闘用に特化した分厚い刃で床面を擦こすってみるが、表面が削れた様子すらない。相当な硬度を持っているらしい。

　定てい戯ぎ式しき士しとしての〝眼め〟を凝らす。

（融点、硬度、共に鉄よりも遥はるかに高い──セラミック系か？）

　読みとった性質と記憶の中の物体とを照合する。確証は持てなかったが、ひとつだけはっきりしたことがある。これは、到底今の下層の技術で作りだせるものではない。

（旧文明の技術力で作られた地層……いや──）

　発想の主観を変える必要がある。作業員の男は、この層は他の場所を掘っても出なかったと言った。ならばこれは地層などではなく──

（なにか、構造物の一部か？）

　例えば──地下室のような。

「地下になにかある……？」







　時刻は昼を回り、場所は上層ティファレトセフィラ。《教会》の総本山に、セレスティナは一日ぶりに帰還していた。ただ、ここにきて問題がひとつ。

「…………ぎぼちわりゅい……」

　上層に帰りつく頃ころになって、シャレーナが体調不良を訴え始めたのだ。

「やはり無理そうか？」

「はい……すびばせん……、うぇっぷ…………」

　喋しやべりながらもこみあげるものを堪こらえる様は見ていて痛ましい。

「ふむ……あれだけ飲んだのだ。当然といえば当然か」

　思えば、今朝からいくぶん顔色が悪かった気もする。そこへ〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉による縦の移動が加わり、体調が悪化したのだろう。

「下層へ向かった時とあべこべだな」

　セレスティナは三半規管が優れているからか、既に上下移動の感覚にも対応していた。

「さすがに酒の匂においをさせながら枢すう機き卿きように会うわけにもいくまい。宿で待機していろ」

「……お気持ちに甘えます。うぅぅ……」




　シャレーナを宿の主人に預け、セレスティナは一人、ティファレト大聖堂のリザンドロの執務室へと赴く。

「セレスティナ・ヴァンフォード、ただいま帰還しました」

　突撃槍ランスは衛兵の詰め所に預けている。身の軽さを心もとなく思いながらも、セレスティナは片かた膝ひざをつき、執務机越しにリザンドロへとかしずいた。

「して、火急の事態とはいかようなものでしょうか？　桟橋からここまで、目立った混乱は見られませんでしたが」

　ケセドの降下が一般に知れ渡り、パニック状態に陥っていることも考慮していたセレスティナにしてみれば、拍子抜けした感が否いなめない。

「それは後だ。まずは報告を聞こう」

　緊急と言っていた割には横柄な態度を崩さないリザンドロに、セレスティナは内心で疑問を覚えるも、下層であった出来事を話す。

　カイルとヴィータの要望通り、個人名や酒場の場所については明言は避け、カイルたちのことは『協力者』と表現するにとどめた。

　セレスティナの報告を聞いている間、リザンドロは厳いかめしい顔の皺しわを組んだ手の親指でなぞるようにしていたが、報告がファルナヴィータの部分に至ると顔をしかめていた。

「──その話は真まことか？」

　報告が終わると、リザンドロが押し殺した声で確認する。

「我が父祖の名に誓い、偽りはありません。ファルナヴィータ様は此こ度たびの異常事態に一切関かかわりなく、また下層への滞在もご自身の意思によるものです。その上で、ご本人は事態の収拾に力をお貸しくださると仰おつしやられています」

「……そうか。──困ったことになったものよな」

　リザンドロは椅い子すから腰をあげると、セレスティナに背を向けて立つ。

「騎士ヴァンフォード。貴様は天使様の御お力ちからを借りるということ、いかように考える？」

　セレスティナはしばし黙考してから、言葉を選んで口を開く。

「ともすれば不敬ととられても致し方がない行為。なれど、ファルナヴィータ様のお気持ちをかたくなに無下にすることもまた不敬かと存じます」

　リザンドロが肩越しに振り返る。セレスティナを見やる眼がん光こうは、それまでよりもさらに温度が下がったような気がした。

「おまえはファルナヴィータ様の御力を借りることもやむをえない……そう申すか？」

「あくまで、最後の手段としてですが」

　個人の感情としては、あのような少女を危地に引っ張り出すことは避けたかった。とはいえ、ケセド落下という極大災厄を前にしてはそう頑固なことばかりも言っていられない。

　故に、もしもリザンドロがファルナヴィータの助力を受けるというのであれば、真っ先にその護衛に手を上げるつもりでいた。

　だが──リザンドロは嘆息すると、うんざりしたように首を左右に振る。

「まったく──厄介なことになった」

「…………？　それはどういうことでしょうか？」

「口で言っても理解はすまい。所しよ詮せん、貴様は教会に剣を預けようと、生来の貴族としての気質がなくなったわけではない」

　家柄を話題に出されたことに、セレスティナは眉まゆをしかめる。

「無論、貴族としての特権は一時的に放棄していても、我が祖父より受け継いだ騎士の誇りは片時も忘れません。故に、ファルナヴィータ様をお守りすることは〈教会騎士〉であると同時に、貴族としての誇りを賭かけた──」

「だから貴様はわかっていないと言っているのだ」

　セレスティナの言を遮り、はっきりと苛いら立だち混じりの声で、リザンドロは吐き捨てた。

「まさか本当に、天使を見つけるとはな」

「……猊げい下か？」

　セレスティナは当惑していた。天使を探せという任を下したリザンドロが、いざファルナヴィータを見つけたと報告するや苦々しい顔をしている。

「……所しよ詮せんは剣を振るしか能のない輩やから、言っても詮無いことか」

　戸惑うセレスティナに、リザンドロは冷たい声で吐き捨てる。

「クワトロ！」

　リザンドロが声を張り上げると、呼び声に応じ、クワトロ神父が入室する。その手には、任務を賜った時にセレスティナが預けていた儀礼用の直剣があった。

「剣を貸せ」

　言われるがまま、おごそかに剣を差し出すクワトロ神父。

　意図が読めず表情を硬くするセレスティナに、リザンドロは鼻を鳴らす。

「そう警戒するな。私のような老いぼれに、現役の騎士をどうこうできるはずがなかろう。──クワトロ、ヴァンフォード騎士に天使崇拝のなんたるかを説いてやれ」

　突然の言葉に、クワトロは当惑したように目を白黒させる。

「はっ。しかし猊げい下か、わたしには状況がいまいち飲み込めぬのですが……」

「余計なことは考えるな。貴様は私の言う通りにすればよい。さすれば次に空席ができた時、司教に推薦してやる」

　クワトロはリザンドロの言葉に顔を輝かせると、もはや疑問を忘れてセレスティナの前に立つ。咳せき払ばらいを一つしてから、朗々とセレスティナに語って聞かせる。

「よいか、ヴァンフォード騎士よ。そもそも天使様とは、天上にある御お方かた。現世に肉の器を持っていながら、その魂は我らより遥はるか高次の次元にあらせられる。故に、かの御方たちは正しき信仰の象徴であり、直接その目で見ることすら恐れ多いことなのだ」

　クワトロはもともと、一騎士であるにもかかわらず重要任務を与えられたセレスティナを快く思っていなかったのだろう。その意趣返しもあってか、できの悪い生徒にものの道理をさとす教師のように、得意げに言葉を紡ぐ。

「我らはただひとえに信仰し、祈りを捧ささげ、善き生を送ることで、その穢けがれなき魂を持つかの御方たちに少しでも近づくべく……」

　ゾブッ

　肉を切り裂く鈍い音があって、クワトロの言葉が止まった。眼球が零こぼれ落おちんばかりに目を見開き、得意げだった顔が苦痛に歪ゆがむ。震えながら下ろした視界が捉とらえたのは、自身の胸から飛び出す、赤黒く濡ぬれた刃だった。

「…………っ？　ロッシーニ……猊げい、下か……？」

　口から血泡をこぼしながら背後の枢すう機き卿きように向き直ろうとするクワトロ。しかし、胸を貫く刃が邪魔し、振り向くことすらできない。

「──そう。天使とは『象徴』だ。あくまで『象徴』であり続けなければならんのだ、ヴァンフォード」

　目の前で起こった異常事態を前に、セレスティナの思考は停止していた。クワトロの胸を貫いた刃やいばの切っ先から滴る血が床に血だまりを作っていく光景を、ひどく現実感に欠けた心地のまま見つめる。

「象徴であるからこそ、天使は自ら動かない。天使は干渉しない。ただ、その存在がそこに〝在る〟ことを誰だれしもが理解している──それが重要なのだ」

　リザンドロの顔が笑みで歪ゆがむ。

「権威を有しながら、それを行使することがない──こんなにも都合のいい存在が、天使をおいてこの世にあると思うか？」

　あくまで冷静な思考で、リザンドロは天に唾つばを吐く思想を語る。

「故に、ただ君臨するだけのはずの天使が、実際に下界の揉もめ事ごとに手を貸すなど、あってはならんのだ。人界に降りてきた天使に〝正しき行い〟をされては、我らの正しさが霞かすむ」

　リザンドロの足がクワトロの背中にかかり、蹴けりつけると同時に剣を引き抜く。自らの血だまりに倒れ伏す時には既に、中年の神父は事切れていた。

　跳ねあがった血が、セレスティナの鎧よろいと顔に付着する。つい先ほどまで人の身体からだを流れていた血液は生ぬるく、おぞましい感触をセレスティナに与えた。

「愚かな娘よ。私はただ、朋ほう友ゆうであるケセドの落下という未み曽ぞ有うの大災害を前に、確かに対処の手を打っていたという既成事実が欲しかっただけなのだ。──のう、ヴァンフォード」

　リザンドロの顔が嗜し虐ぎやく的に歪む。

「貴様、まさか自分の有能さを買われて任務に抜ばつ擢てきされた──とでも思っていたか？」

「…………ッ！」

　セレスティナの中で怒りの火が燃え上がり、凍ったように動かなかった身体に熱を送る。

「貴様のような世の中を知らぬ猪いのしし武者は、かように使い捨てるが上策。そういう意味では、クワトロもまた自分の器をはかりかねた愚者だ」

　嘲あざけりの視し線せんでセレスティナを見下し、唇を歪めて笑う。

「時代の移り変わりに対応できぬ愚者は、流動する歴史の波に吞のまれて失うせよ」

　セレスティナの中で、激情が奔流となって迸ほとばしる。

「リザンドロ……ッ！」

「返すぞ」

　飛び出そうとするセレスティナに、リザンドロが剣を放ほうる。

　咄とつ嗟さに剣をつかみとるセレスティナだったが──それこそが、リザンドロの罠わなだった。

「火急の事態だと言ったな。これがそうだ」

　リザンドロは声を張り上げる。

「セレスティナ・ヴァンフォードが乱心したぞッ！　クワトロ神父を殺害した！」

「なっ……!?」

「これは《教会》への明確な反逆である！　反逆者は腕利きの騎士だ！　油断せず、ただちに誅ちゆう殺さつせよ──！」

　セレスティナは自身の状態を顧みる。

　枢すう機き卿きようの許しがあった者しか入れない執務室。中にいるのは剣で刺さし貫かれた神父の死体と、血に塗まみれた剣を握った騎士。ただ一人の目撃者は、教会組織の重鎮たる枢機卿。

　到底、言い逃れできる状況ではなかった。

「この……、外道がッ！　かような悪逆がまかり通ると思うか！」

「否いなだ、ヴァンフォード。真実とは常に力あるものが作る。敗者の唱える事実になど、銅貨一枚ほどの価値もありはしない」

　セレスティナは剣を握る手に力を込め、執務机を越えてリザンドロに斬きりかかる。

　甲高い金属の悲鳴を響かせ、打ちあわされた剣同士が火花を咲かせた。

　セレスティナの剣がリザンドロを切り捨てる一刹せつ那な前、割り込んだのは白銀の騎士。

　一分の隙すきもなく白銀の防具で固めながら、その動きは迅速そのもの。一瞬で奥の部屋から飛び出し、リザンドロを討たんとするセレスティナの剣を大剣で阻んでいた。

「ギルバート！　今、この場で起こったことを見ていたのだろう！　貴様、騎士でありながら枢機卿の暴挙を見逃すつもりかッ!?」

　警護役を担っている以上、奥の部屋からも執務室の状況は見聞きできるはずだ。

　だが、ギルバートはセレスティナの剣を完全に押しとどめながら、低い声で答える。

「……騎士だからこそだ」

「なに!?」

「……一度定めた主あるじの手足となり、技と忠義を尽くす……それが騎士の矜きよう持じ」

「そんなものは騎士の在り方ではない！」

「……では問おう。おまえにとって、騎士とはなにか？　おまえはその剣で、なにを成すつもりだ？」

「…………ッ、それは……！」

　父に答えることができなかったのと同じ問いだ。やはり、返す言葉は出てこない。

「……おれは騎士として、猊げい下かの剣となることを選んだ。おまえはどうだ？　いかなる信念で、誰だれがために剣を振るう？」

「ッ…………！」

　ギルバートの剣が押し込まれ、そのぶんセレスティナの足は後退する。

「……自分の力を示そうという我欲を満たすことしか考えていない、所しよ詮せんは主無き軽い剣」

　その姿が、幾度も悪夢に見た光景と重なる。

　そしてギルバートは、セレスティナの悪夢と寸分違たがわぬ言葉を口にした。

「──だからおまえは、おれに勝てんのだ」

　圧倒されたのは、剣で負けたからか、心しんで敗まけたからか──セレスティナはギルバートの大剣に弾はじき飛とばされ、両開きの扉を打ち破って廊下の壁に叩たたきつけられた。

　詰まる息に意識が飛びそうになりながらも、どうにかその場に立ち上がる。

　リザンドロの呼び声を受けて集まってきたのだろう、衛兵がセレスティナへと剣を振りかぶる。直剣の腹を滑らせて受け流し、がらあきになった鳩尾みぞおちへと柄つか尻じりを叩きこむ。横隔膜を打たれた衛兵は呼吸もままならず、膝ひざからその場にくずおれた。

「逃がすと思うか、ヴァンフォードッ！」

　リザンドロの罵ば声せいに対する返礼として、セレスティナは直剣を投とう擲てき。セレスティナを追おうとしていたギルバートはリザンドロを守るべく足を止め、飛来する直剣を大剣で叩き落とした。その隙すきにセレスティナは廊下を逃走する。

　無む闇やみに広い廊下を駆け抜けながら、高速で思考を巡らせる。間もなく大聖堂中の兵力がセレスティナを仕留めにかかるだろう。そうなれば、到底勝ち目はない。

（今は撤退が最優先……まずは預けたルヴァードザインを回収して、それから……）

　考えろ。次に打つべき手を。今や《教会》全体がセレスティナを敵と見ている。かといって、教会に追われたままケセドの実家を頼ることもできない。

　家を頼るという考えが咄とつ嗟さに自分の頭に浮かんだことに唇を嚙かむ。

（結局手前は……家柄を拠より所どころとしていたに過ぎないのか……！）

　──今の世で、剣一本でなにができる──

　耳に残響するのは、自分の在り方を否定した父の言葉。

　祖父と違い、剣を捨てて筆をとり、文官としての道を選んだ父親。幼い頃ころから反目し続けた父に自分の力を認めさせたいがため、貴族特権を捨て、剣一本で生きる道を選んだ。

　だが──この窮地にあって、その父を頼る考えが頭を掠かすめている。

「……無様だ、セレスティナ・ヴァンフォード」

　頭を振り、余計な思考を打ち切る。

（ティファレト内で逃げ回るのは無理があるが、ケセドも駄目だ。ゲブラー……頼れる者などいない。それなら──）

　長い廊下を走り抜け、武器を預けた小部屋に飛び込む。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに泡を食う衛兵の懐まで流れるような歩法で滑り込むと、手の平で喉のどを打つ。悶もん絶ぜつする若い衛兵に心の中で詫わび、壁に立てかけられていた自分の突撃槍ランスをつかむと、部屋を飛び出して再び駆けだした。

　甲高い呼笛の音が響く。衛兵同士で合図を送り合っているのだろう。外敵を入れず、内敵を逃さずは警備の基本。既に大聖堂の正面入り口は警備が厳重に固められているはずだ。

（ならば横穴を開けるまで……！）

　あえて階段を上り、正規の出入り口とは真逆に走る。やはり一階に比べて警備が薄く、時折遭遇する衛兵には出会いがしらに一撃を加えて気絶させる。

　向かう先は外壁に面したＴ字路。セレスティナはそこを左右どちらにも曲がることなく、窓ガラスに向かって躊躇ためらいなく飛び込んだ。

　破砕音とガラスの砕片を纏まとい、虚空へと身を乗り出す。

　飛び出した階層は三階。一階層あたりの天井が高いため、地面は遥はるか下方。武術の心得があろうと、無事に着地できるような高さではない。

　落下しながら、セレスティナは真下に突撃槍ランスの穂先を向ける。

「吼ほえろッ！　ルヴァードザインッ！」

　炸さく薬やくに点火され、迸ほとばしった爆風が落下速度を相殺、両足と片手で衝撃を吸収して着地。

　大聖堂からの脱出は叶かなった。しかし、今の爆音でこちら側にも警備の手が回るだろう。

　セレスティナは大聖堂を振り返ることなく、その場を走り去った。







　下層、イェソド桟橋。既に夜の帳とばりが降り、ガス灯の明かりを頼りに輸送業者たちが手早く荷降ろしを進める。

　そんな中を、セレスティナは人目を避けるように、荷物の陰から陰へと渡り歩く。桟橋から離れて細い路地に入った時点でようやく足を止め、疲労を呼気と共に吐きだした。

「……なんとか辿たどりついたな」

　一息ついたのも束つかの間ま、彼女はすぐに首を振る。

「いや……まだこれからだな。これから……」

　──どうするというのだ？

　疑問の声は弱々しく掠かすれ、夜よ闇やみに溶けて消えていった。




　結局、他に行くあてなどあろうはずもなく、セレスティナはアイリーンの酒場まで戻ってきた。正面の入口からは入らず、店の裏側に回る。

　躊躇いながら裏口の扉をノックすると、ややあって黒髪の少女が顔を出した。

「はいはい、どちらさまで……あら、あなたは──」

「夜分にすまない。定てい戯ぎ式しき士しにお目通り願えるだろうか？」

　わけありなのを察したのだろう。フィーは頷うなずくと、なにも言わずに店舗スペースへと入り、すぐに黒いコートの青年を連れて戻ってきた。

　ただならぬセレスティナの様子に、カイルは表情を険しくする。

「なにかあったのか？」

「少々、事情が変わってな。それも、非常に悪い方にだ。……時間を貰もらえるか？」




　現在は使われていない従業員用の個室にてカイル、ヴィータ、アイリーンはセレスティナと顔を合わせていた。

「なるほどな……。話を聞く限り、リザンドロは首謀者と繫つながってる線が強いな」

「……恐らくはそういうことだろう」

　カイルは首を捻ひねる。

「そうなると今朝の不自然な呼び出しは、おまえがヴィータと接触したことを知って焦ってのことか……リザンドロはどうやっておまえの動向を知ったんだ？」

「……分からん。あるいは、密ひそかに後をつけられていたのかもしれん」

　セレスティナは憔しよう悴すいした様子で椅い子すに腰かけ、力なく首を振る。

「にしても、よくここまで逃げられたもんだな」

「……リザンドロも、独断で輸送経路を麻ま痺ひさせるほどの無む茶ちやはできなかったのだろう。〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉行きの浮船に忍び込み、そのまま荷に紛まぎれて下層まで降りてきた。シャレーナとははぐれてしまったが……かえって好都合だったか。宿で寝込んでいながら、神父殺害に関かかわれるはずがないからな。共犯と疑われることはあるまい」

　セレスティナは冗談めかして鼻を鳴らすが、かえって悲壮感だけが際立った。

「わからねぇな。最初から成果に期待してなかったのなら、端はたから自分の息がかかった奴やつでも使っておけばよかっただろうに」

「……手前は伯爵家の人間だ。ケセドに生家がある以上、事態収拾に関して手抜きをしたという言いがかりをつけられることもあるまい」

　カイルが目を丸くする。

「は？　おまえ、貴族だったのか？　なら、むしろ兵士を使う側の人間だろ。なんでわざわざ〈教会騎士〉なんてやってんだよ」

「……修道会の者にもよく言われた。なぜそんな馬鹿なことを、とな」

　背もたれを軋きしませ、セレスティナは遠い目で言葉を続ける。

「……手前に武の心得と貴族としての心構えを示したのは祖父でな。手前の父は、豪快な祖父と違って神経質な男だ。学門に才覚があり、文官として王に仕えている。祖父とは正反対の気質ゆえ、手前も昔から折り合いが悪かった」

　ふっ、と力なく自じ嘲ちようの吐息を漏らす。

「……思えば、修道会の門を叩たたいたのも、剣一本で何ができると嘲あざける父への幼稚な反抗心ゆえだったのかもしれん。その挙句が、このざまだ……」

　セレスティナの深い悔恨に沈む様子が見ていられなかったのだろう。ヴィータが励ますように明るい声をあげる。

「大丈夫ですよっ、セレスティナさん！　きっとどうにかなりますっ！」

「…………どうにか？」

　覇気のない目でヴィータを見上げる。

「それは……手前の汚名を雪すすぎ、リザンドロの陰謀を暴き、我が生家もあるケセドセフィラの落下を食い止めることができる……そういうことでしょうか？」

「あ…………」

　憔しよう悴すいしながらも険のある言葉に、ヴィータは息を吞のむ。

「剣を振るうしかできぬ能無しでも、一応は貴族。一つのセフィラが消滅するということがどういうことか、想像はつきます。……パニックも起こさずケセドの全住民を他のセフィラに移すことなど不可能。よしんば避難できたとしても、住む場所も食糧も不足し、暴動が起こるのは目に見えている。権威の象徴である王城をみすみす失った王政府では、市井の者を抑えることなど不可能……飢えと暴動で多くの民が死ぬ」

　セレスティナは暗い瞳ひとみで淡々と言葉を紡ぐ。

「野盗となった者は王軍の手にかかり、ますます政府への反感が募る。一方、混乱を治めるために尽力した教会には信用が集まる……。簡単だな、きっかけさえ与えれば、後は民が王政府を見限る。……権威とは、革命家ではなくただの民衆に殺されるのだな」

　そこでヴィータが沈んだ表情を見せていることに気づき、セレスティナはハッとする。

「……申しわけありません、ファルナヴィータ様。怖がらせるつもりは……」

「いえ……わたしが無神経でした…………」

　ヴィータもまた意気消沈し、表情を曇らせる。

　重苦しい空気が沈殿する中、アイリーンが不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「──下らん」

「……下らない？　我が故郷の窮地を、下らないと言うか？　……訂正してもらうぞ」

　睨にらみつけてくるセレスティナを、アイリーンは隻眼で見下ろす。

「下らないのはおまえだ。裏切り、謀略、騙だまし討うち──そんなもの、人の世には掃いて捨てるほど転がっている。いちいちそんなものに俯うつむいている人間は、この街では真っ先に食い物にされる。上層だろうがかわりはない。おまえが天使様だなんだとおだてているヴィータでさえ、その程度の失意は踏み越えてきたぞ」

「え…………？」

　思わずヴィータに視し線せんを向けるセレスティナ。ヴィータは困ったように眉まゆを八の字にしていたが、否定する素振りは見せない。

「おまえは忠義だなんだと耳触りのいいことを言っているが──おまえに守られるほど、ヴィータは弱くはないぞ。そういう台詞せりふはせめてこの程度の絶望、自分の牙きばで喰くい破ってからほざけ。──虫むし酸ずが走る」

　吐き捨て、アイリーンは部屋を後にする。

「て、店長、そんな言い方……」

「ヴィータ」

　立ち去るアイリーンを引きとめようとするヴィータをカイルが制する。

「俺おれたちも行くぞ」

「でも……」

「いいから」

　半ば無理やり背中を押し、カイルはヴィータと共に部屋を後にする。

　扉を閉める直前、カイルはセレスティナの様子をちらりと見る。そこにいたのは〈教会騎士〉でも貴族でもなく、辿たどるべき道筋を見失ってしまった、一人の少女だった。




　深夜。酒場は営業を終え、手早く掃除を済ませた少女達たちは明日に備えて就寝する。

　静まり返った居住スペースの廊下を歩く影が一つ。ひとつの扉の前で立ち止まり、そっとドアノブを捻ひねる。

　音もなく入室してきた人影に対し、闇やみの中から声がかかる。

「夜よ這ばいか？　定てい戯ぎ式しき士し」

「ほざくな、脳筋騎士」

　軽口を叩たたける程度には落ちついていることを確認し、カイルは肩をすくめた。

　セレスティナは窓辺の椅い子すに座ったままだった。あるいは、あれから今まで一歩も動かなかったのかもしれない。

「朝までそうしてるつもりか？」

「ずっと……ずっと、考えていた。自分の無力さと、浅はかさを。いい加減、それにも飽きてきたところだがな。……それで、手前になにか用か？」

　問いには答えず、カイルはセレスティナのそばまで歩み寄る。月明かりに照らされた顔には涙の痕あとすらなかったが、泣いていたとしてもおかしくないくらいには憔しよう悴すいしていた。

「ひでぇツラだな」

「女に向かってなんたる言い草だ」

「ここに来た時はもっといい顔してたぜ、おまえ」

　黙りこむセレスティナ。ひょっとしたら傷ついたのかとも思ったが、不意にカイルの襟首をつかむと自分の方へと引き寄せる。

「って、なんだよいきなり……」

　突然の暴挙を非難しようとして、すぐ目の前にセレスティナの顔が迫っていることに気づいて息を飲む。

　至近距離で見るセレスティナの顔は中性的な凛り々りしさがあるものの、睫まつ毛げは長く肌はきめ細かい。やはり女性なのだと意識する。月光を反射した瞳ひとみが、濡ぬれたように光る。

「定てい戯ぎ式しき士し。傷ついた女というのは優しい言葉に弱いと聞く」

　冗談めかす風でもなく、淡々と口にするセレスティナ。

「今なら、案外簡単に落とせるかもな」

「……おまえ──」

　少し顔を前に出せば唇が触れ合うような距離で、しばしカイルはセレスティナと見つめ合い──

　ゴンッ。その頭に、げんこつを落としていた。

「っ……！　な、なにをするのだっ、いきなりっ！」

「腑ふ抜ぬけてんじゃねぇよ、アホ剣士」

　殴られた頭を押さえ、涙目で非難がましくカイルを睨にらむセレスティナ。

「女を殴る奴やつがあるかっ！」

「話も聞かずにいきなり槍やりで突いてくるような奴がなに言ってんだ」

「手前は女だから、それくらいの可愛かわいげはあってもいいのだっ！」

「力が強すぎたか？　今未知の世界の言語が聞こえた気がしたが」

　ともあれ、どなり声をあげられる程度には気力も戻ったようだった。

　そんなセレスティナに、カイルはなんとはなしに訊たずねる。

「なあ。なんでおまえは騎士なんて目指したんだ？」

「先ほども言っただろう。結局は父上への幼稚な反抗心でしかなかったと──」

「違うだろ、それは。おまえは自虐的にそんなこと言ってるけどな。人間てのは、そんな後ろ向きな理由で前に進めるほど器用じゃないぜ」

「…………」

「もちろん、おまえが自分で言ったように、父親への反感ていうのはあったんだろうよ。けどよ──それが全部じゃねぇだろ？　それよりも前にあったんじゃねぇのか、おまえが剣を握った理由が。おまえが最初に剣を手にしたのはいつだ？」

　しばし、記憶を手繰るように目を閉じるセレスティナ。

「確か、四度目の誕生日を迎える頃ころには庭で木剣を振るっていたと母が言っていたな」

「どんな子供だよ……まあ、それはいいんだが。けどよ、少なくともそんな小さな頃に、父親に対しての反感から剣を握ったなんてこと、あると思うか？」

　その言葉に、セレスティナは胸の奥を直接打たれたような感覚を覚える。

「俺おれはさ。昔、どうしてもやりたかったことがあったんだが……実際にやってみたら大失敗しちまってな。それから、その失敗に背を向けてた。けど……何年も経たってから、ようやく思い出したんだ。初めて、それに憧あこがれてた頃の気持ちを。そういうもんってよ、失なくなったと思ってても、自分の中のどっか深いとこに残ってるもんなんじゃねえのか？」

「……慰めにきたにしては不器用だな」

「うるせ。そういうんじゃねぇよ。ただ、ヴィータがおまえのこと気にしてたからな」

「ファルナヴィータ様が？」

「ああ。けど、あいつは良くも悪くもまっすぐだからな。今のおまえには、あいつのまっすぐ過ぎる言葉は毒だろ」

　ヴィータの退室を促したのも、それが理由だった。

「……確かにな。ファルナヴィータ様は眩まぶしすぎて、時折目が潰つぶれてしまいそうになる」

　セレスティナもまた、ヴィータとはタイプが違うが、まっすぐな信条を持った人間だ。だからこそ、その芯しんに亀き裂れつが入った状態で他人のまっすぐさを見せつけられるのは、自己嫌悪を加速させるだけだろう。

「ま……言いたいことはそれだけだ。おまえももう寝とけ、体がもたねぇぞ」

「ああ……だが、もう少し考えてみるとしよう」

「あんま気張るなよ。普段脊せき髄ずいだけで動いてるような人間が、たまに頭使ってもろくなことねぇよ」

「余計なお世話だ、定てい戯ぎ式しき士し」

　別れの挨あい拶さつとしては辛しん辣らつな言葉をぶつけあい、カイルは酒場を後にした。




「頭を使ってもろくなことがない……か」

　カイルの去った部屋で、セレスティナは自分の手の平を見つめる。

「──なるほど、一理あるな」

　呟つぶやくと、手を拳こぶしに握り締めて腰を上げた。

　眠っている店員たちを起こさないよう、裏口からそっと店の裏庭へと出る。洗濯物を干すロープが張られている他は、回収待ちの酒瓶や樽たるが置かれているだけの手狭な裏庭だ。

（ヴァンフォード家の修練場とは似ても似つかないが……）

　隅に置かれている用具棚の中に、小ぶりな木剣を見つける。なぜそんなものがあるかはわからないが、手に持って軽く振ってみると、手に馴な染じむ長さと重さだった。

「……今の手前には、これくらいがちょうどいいか」

　唇の端に苦笑を刻む。

　木剣を左手に持ち、腰に寄せる。右手は緩く添え、両足を前後に開く半身の姿勢をとる。

　重心の移動に合わせて抜いた木剣を手首で返し、そのまま前方に向かって刺突を放つ。

　鞘さやに収めた状態から抜剣、停滞することなく流れるような刺突に繫つなげる──それが、ヴァンフォード家に伝えられてきた剣術の基本の型。いついかなる時に害敵に襲われようとも即座に反応し、鎧よろいの隙すき間まを通す精密精せい緻ちな神速の突きを繰り出す。

　斬ざん撃げきよりも刺突を重んじるのは開けた戦場のみならず、狭い屋内で襲われようとも周囲の者を傷つけることなく敵を撃退するためだ。常に戦場に在ることを己に課す──それが、ヴァンフォード家の思想であり、剣の道の到達点だ。

　抜剣、刺突、納剣。抜剣、刺突、納剣──ただひたすらに、それだけを繰り返す。

　百を越えた頃ころ、セレスティナは素振りの回数を数えることを忘れた。

　細い呼気と、木剣が風を切る音だけが深夜の裏庭に響く。木剣とは思えないほどに鋭い風切り音だったが、セレスティナは自分を叱しつ咤たする。

（駄目だ……祖父の突きはこんなものではなかった……！）

　基本動作を反復するうちに、セレスティナの意識は幼い日へと回帰していく。

　──屋敷の離れの庭で、一人鍛錬に打ち込む祖父を見るのが好きだった。年老いてなお壮健な体を流れるように動かし、虚空に向かって鋭い突きを放つ。その眼まな差ざしは鋭く、最初は恐ろしくもあったが、セレスティナを見る時はいつも優しげに綻ほころんでいた。

『いいか、セレスティナ。ヴァンフォードの剣はな、人を守るための剣だ』

　幼いセレスティナに、祖父は折に触れて、豪快に笑いながら語って聞かせた。

『騎士ってのはな、自分ではパンも焼けない、牛も育てられない、剣を振るしか能のない人間のことだ。かわりに、民になにかあったら真っ先に先頭に立つのが騎士だ』

　祖父は戦を経験している世代ではない。それでも、紛まぎれもなく真の騎士であった。

　確信があった。もしも本当に戦乱が起こったとしても、祖父は臆おくすることなく先陣を切っただろうと。幼いセレスティナがそれを感じとり打ち震えるほどに、祖父の生き方は一振りの刃のようにシンプルで、力強く、なにより美しかった。

（そうだ……手前の剣は、あの離れの庭から始まった……！）

　そこには父への反感や貴族としての立場などという不純物は在りはしない。

　ただ、純粋な憧あこがれだけがあった。

（その生き方を、心を受け継ぎたい……手前が目指したのは、ただそれだけ──！）

　それが、幼いセレスティナに剣を握らせた原衝動。

　その思いを自身に刻みこむように、セレスティナは無心になって剣を振り続けた。




　気がつけば、空は既に白み始めていた。何百、あるいは千と繰り返した素振りに、手の皮が破れて血が流れている。全身の筋肉が熱を帯び、頭から水を被かぶったように身体からだ中じゆうが汗に濡ぬれていた。

（──この剣は災いを穿うがち、刺さし貫くための剣。ならば、たかだか枢すう機き卿きように裏切られ、逆賊の汚名を着せられた程度のことがなんだというのか。いや、むしろ……わかりやすくていい）

　虚空にリザンドロの姿を幻視する。

「目の前に討つべき敵がいる……ならば」

　腰に構えた剣に右手を添える。

「我が魂のまま、貫くのみ──ッ！」

　放たれた刺突がリザンドロの幻影を穿うがつ。

　それは、これまで振るってきた百万の突きの中で、最も鋭い一刺だった。




　朝あさ靄もやに煙るイェソド。

　日が昇り切っていないこの時間、見かけるのは竃かまに火を入れるパン屋や労働者向けに朝食を提供する食堂くらいのものだ。後は道の端々に酔っ払いが転がっているくらいである。

　そんな時間帯にカイルがわざわざ外に出ているのは──

（別に、あの女の様子が気になったとかではないが）

　誰だれに対してでもない言い訳を胸中でこぼしながら、カイルは酒場の裏口へと回る。

　そこで、そもそも鍵かぎが開いているはずはないと気づく。自分の間抜けさに閉口しながらも、なんとなく裏庭へと一歩を踏み入れ──

　そのど真ん中で仰ぎよう臥がしている人物を見とがめて、足をとめた。

　昨夜と変わらぬ姿の少女騎士が、そこにいた。土の地面に身体からだを投げ出し、仰あお向むけで目を閉じている。

　気配を察したか、セレスティナが薄く目を開く。

「こんな時間から職場に顔を出すとは、殊勝な心がけだな、定てい戯ぎ式しき士し。それとも、手前の様子が気になったか？」

「ただの散歩だ。おまえこそなにやってんだ。あまり寝心地のいいベッドには見えねぇが」

「なに、こうして空を仰いで眠るのも、なかなか乙なものだぞ。一緒にどうだ？」

「遠慮する。……ていうかおまえ、頭でも打ったか？」

　反論もせず、ふっ、と笑みをこぼすセレスティナ。なにか、長年囚とらわれていたものが吹っ切れたような、そんな笑みだった。

「ここは……上層セフィラがよく見えるな」

　カイルも空を見上げる。上層三セフィラの底が、夜明けの空にうっすらと浮かぶ。

「ケセド、ゲブラー、ティファレト──これが、下層から見た上層の姿なのだな……。定戯式士、下層に住まう人間が上層を見上げるというのは、どういう気分なのだ？」

「別に。上層の人間が最上層を見上げんのと、あんまりかわんねぇんじゃねぇのか」

　カイルとしては適当に答えたつもりだったのだが、なにか思うところがあったのか、セレスティナは目を眇すがめて呟つぶやく。

「いつでも見上げればそこにあるが、手を伸ばしても届かない。身近で遠い隣人──か。まさか、手前が上層を遠い場所と感じることになるとは、昨日まで思いもしなかった」

　それは物理的な距離だけではなく、心理的なものも含めての感慨なのだろう。同胞だと思っていた者に犯罪者に仕立て上げられ、下層への逃亡を余儀なくされた。その胸中は複雑だろう。

「とはいえな、定てい戯ぎ式しき士し。手前にとっての上層セフィラは、やはり他ひ人と事ごとではないのだ。あそこには手前の家族がいて、民がいて──そして、敵がいる」

　その瞳ひとみに、昨夜のような悲壮さは既にない。あるのは、前に進むための強い意思の光だ。

「おまえの言う通り、少し身体からだを動かしてみた。そうしたら、わかったのだ。手前はやはり考えるよりも、動く方が性に合っている」

「……そりゃあ、なんにもわからなかったってことじゃねぇのか？」

「かもしれん。だが、余計なものは削そぎ落おとした」

　立ち上がり、カイルへとまっすぐ向き直るセレスティナ。

「手前の魂は剣と共にある。故に、剣を向ける先は自分で決める。《教会》が腐敗しているというのなら、たとえ逆賊と呼ばれようと刃を抜こう」

　それは、教会という上層セフィラを二分する勢力の一方に対する宣戦布告だった。

「……いいのか？　家に面倒がいくんじゃねぇのか？」

「ヴァンフォードの人間はそう柔ではない。それに、奸かん智ち謀略の類たぐいは父の専門だ。やすやすと寝首をかかれるようなことはあるまい。父が家を守っている間に、手前が打って出る」

「相手は教会の最高幹部の一人だぞ。……殺すのか？」

「否いな、そうではない。将を射いるのは基本だが、この場合は下策だ。……うん？　先に射るのは馬だったか？」

　妙なところに引っかかって首を捻ひねるセレスティナに、カイルが半眼になる。

「馬でも羊でもいいから、話を先に進めろ」

「む、何を言う。羊は可愛かわいいであろうが。射てどうする。食うのか」

「食うか、ンなもん」

「そうか。手前も食わんぞ」

　と──

「なんの話をしている、おまえら」

　不機嫌そうな声に振り向けば、アイリーンが窓から隻眼でこちらを睨にらんでいた。殺人鬼も五体投地で有り金を差し出して命いのち乞ごいするような迫力があったが、セレスティナは気にせずに話しかける。

「これは店主殿。このような朝方にいかがされた？」

「こんな朝っぱらからきゃんきゃん騒いでいる馬鹿どもを黙らせるには、上うわ顎あごを吹っ飛ばすのと下顎を吹っ飛ばすの、どっちが効果的か考えてたところだ」

「ふむ。それは恐らく、どちらにしても大差ないと思われるが。具体的には死ぬかと」

「そうだな。死ぬ前にさっさとその口を閉じて、水浴びでもしてこい」

「おおっ、それはありがたい。さすがに汗が気持ち悪くなっていたところ。それでは、湯殿を借りるとしよう」

　一礼し、さっさとその場を後にするセレスティナ。

　珍しく苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をするアイリーンに、カイルはぽつりと話しかける。

「もしかして、あいつのこと苦手か？」

「……皮肉も通じないバカというのは手ごたえがないと思っていただけだ」

　憮ぶ然ぜんとするアイリーン。去り際にぽつりと一言漏らす。

「バカであることを自覚せず、人並みに悩まれるよりはいくらかマシだがな」

　セレスティナのタイプを考えれば、慰めよりも叱しつ咤たのほうが奮い立たせる助けとなっただろう。

　つまるところ、ここにも一人、お人ひと好よしがいたという話だった。




　ややあって。

　カイルとヴィータはセレスティナに貸し与えている寝室に集まっていた。

「で──どうすんだ、脳筋騎士。おまえが話があるって言うから集まったわけだが」

「うむ。それなのだがな。手前はこれより、ケセド落下を阻止するために動こうと思う」

　凛りんとした面差しでセレスティナは宣言した。

「リザンドロはいいのか？　濡ぬれ衣ぎぬ着せられたままだろ」

「今は手前の名誉よりも、民の命だ」

「策はあるのか？」

「うむ。──定てい戯ぎ式しき士し。リザンドロが手前を捕らえようとした理由はなんだと思う？」

「ヴィータの介入を防ぎたかったってことだろうな。接触した者の口を封じれば、当然ヴィータを見つけたって事実をなかったことにできる」

「うむ。それは逆に言えば、ファルナヴィータ様の協力さえあれば、ケセドの落下を食い止められる……そうも取れないか？」

　皆の視し線せんがヴィータへと集まる。

「確かに、それは一理あるが……でもいいのか？　おまえ、ヴィータが関かかわるのは反対って言ってただろ？」

「事態は逼ひつ迫ぱくしている。手前の意地でケセドの危機を見過ごすことなどできん。それに、手前は既に《教会》とはなんの関わりもない身だ」

「ま、そりゃさすがに破門されてるだろうな」

「とはいえ、天使様を危険な目にあわせるつもりはないぞ。《教会》に与えられた地位などなくとも、この身は騎士の矜きよう持じを受け継いでいる。必要とあらば、剣にも盾にもなろう」

「勢いに水をさすようだけどよ。具体的にはどうするつもりだ？　ヴィータの力をどう使えば、ケセド落下を止められるか、算段はついてるのか？」

「うむ。なにも考えていない」

　あまりに潔い返答に、カイルは力が抜けて椅い子すから落ちかける。

「ノープランかよ……」

「うむ、なにか案はないか、定てい戯ぎ式しき士し？」

「……俺おれに聞く前に、なにか気づいたことはないのか？　リザンドロと直接話したのはおまえだけだぞ。なんか意味深なことを言ってたとか、部屋に計画のあらましが全部書いてある書類が置いてあったとか」

　半ば冗談ではあったが、とにかくささやかなものでも情報が欲しい。

「そんな都合いいことがあるものか。強いて言えば──リザンドロは成金趣味だ。部屋どころか廊下にまで、絵や彫刻品といった美術品が多数飾られていた」

「資金洗浄によく使われる手口だが、直接の関係はないだろうな。他には？」

「馬鹿でかいダイヤの原石があったな。む、せっかくだから、あれであの男を殴ればよかったものを……惜しいことをした」

「なにを後悔してんだ、この騎士様は……」

　割と本気で悔やんでいるセレスティナを呆あきれた目で眺め──ふと、カイルの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「待て、ダイヤの原石って言ったか？」

「うむ。一抱えもあるでかいやつだ。なんだ、おまえも殴りたかったのか？」

「ちげぇよ。……おい、上層にダイヤが採掘される鉱山はあるか？」

　予想外の問いにセレスティナはしばし目を瞬まばたかせていたが、緩やかに首を振る。

「いや、聞いたことがないな。恐らく、下層からの輸入品だと思うが……それがどうした？」

「浮いてるんだよ、それだけが。絵やなんかの類たぐいは上層で作られたものだろうが、ダイヤだけは下層──ホドセフィラの産出品だ」

「ふむ……確かにそれはそうだが、単なる金持ちの悪趣味なコレクションだろう？」

「そう考えるのが順当だがな。問題は加工された品じゃなくて原石ってとこだ」

「原石だとなにがいけないんですか？」

　ヴィータもセレスティナと共に首を傾かしげる。

「いいか。飾るにしたって、加工品の方が見栄えがいい。加工するなら、経験を積んでるネツァクの職人に任せた方がずっといい仕上がりになるはずだ。なのに、なぜ奴やつはわざわざ原石の状態で仕入れているのか？」

　一同の注目を受けて、カイルは指をくるりと回す。

「発想の転換だ。そもそも、そのダイヤは装飾品として手に入れた物じゃないんだ」

　セレスティナは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「装飾品ではない……？　ならば一体なにに使うというのだ？　やはり鈍器か？」

「全然ちがう……ってわけでもねぇか」

「…………？　どういう意味だ？　さっぱり分からんぞ」

「鈍器に使おうっていう発想は、ダイヤが硬いからこそだよな。硬い物を硬度で劣る物にぶつけると、当然壊れるのは劣る方だ。そして、ダイヤってのはこの世で最も硬い物質だ。つまり──ダイヤを素材に使えば、壊せない物はない」

「あ」

　と声を上げたのはヴィータだ。なにやら思いついたように目を丸くしている。

「あの地面」

　二人のやり取りの意味が分からず疑問符を浮かべるセレスティナに、カイルはシニカルな笑みを浮かべて言った。

「見えたかもしれないぜ？　──セフィラ落としのからくりが」




　ヴィータとセレスティナの姿は、イェソドの大通りにあった。

「待たせたな」

　そう声をかけてきたのは、路地裏から現れたカイルだ。

「遅いぞ、なにをしていた。行動に移すと決めたのなら迅速に動くのが世の習いであろう」

「まあ、そう言うなよ。顔見知りの情報屋に、ちょっと調べ物を依頼してたんだよ」

「情報屋……？　そのような怪しげな輩やからが、今回の件にどんな関係があるというのだ」

「それはおいおいな。結果はそのうち届く」

　明言しようとしないカイルに、セレスティナは不満げに唇を尖とがらせる。

「どうにもおまえは秘密主義者でやりづらい。ダイヤの件と関係があるのか？」

「それもおいおいだ」

　なおも不満そうな様子ではあったが、ともあれ、カイルを先頭に一同は歩き出す。

「それで、これからどうするのだ？」

「ケセドの落下を食い止めようにも、まずは上層に行かなきゃ話にならない。かといって、〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉に忍び込むにしても、さすがに警備が徹底されている頃ころ合あいだろう。だから、まずは足が要る。いや、足っていうより翼か」

「まったく分からんが、それも秘密か？」

　いじけたように言うセレスティナに、カイルは肩をすくめて見せる。

「見た方が早いさ。まずはネツァクに行く」

　そんなことを話しながらしばらく歩いていると、一同は定期連絡船の発着場へと辿たどりついた。乗船券の売り場へと向かおうとした、その矢先、

「セ、セレスティナ様……！」

　聞き覚えのある声が、人ごみの中から届いた。

　雑踏をかき分けて現れたのは──

「っ……、シャレーナ!?」

　セレスティナが上層で別れたきりになっていた、シャレーナの姿がそこにはあった。




　シャレーナを加えて四人になった一行は、そのままネツァク行きの定期連絡船へと乗り込んでいた。幸い、他の乗客は皆客室にいるため、無人の甲板は込み入った話をするのにちょうどよかった。

　一息ついたシャレーナが、おずおずと事情を話しだす。

「……わたくしは宿で休んでいたのですが、ティファレト大聖堂で騒ぎが起こったと聞いて下手に動かない方がいいかと思い、息を潜めていたんです。一夜明けて動いてみれば、セレスティナ様が反逆者として追われていると聞いて……」

　相当な心労があったのだろう、疲れた様子ではあったが、シャレーナは言葉を続ける。

「でも、セレスティナ様がクワトロ神父を殺したなんて信じられなくて……、ティファレトにいたのではわたくしも危ないと考え、思い切ってここまで……」

　ショックを受けた様子のシャレーナを気遣うように、セレスティナがその肩に手を置く。

「賢明な判断だ。アリバイがあるとはいえ、手前と行動を共にしていたのは事実。リザンドロであれば、強引に共犯として捕らえられることもあり得るだろう」

　相あい槌づちを打つセレスティナに、恐る恐るシャレーナが問う。

「そ、それでは、やっぱりセレスティナ様が神父様を殺害したというのは……？」

「無論、でたらめだ。手前がかような蛮行に及ぶはずがなかろう。リザンドロの企たくらみだ」

「そ、そうですよねっ、すいません！　セレスティナ様のことを疑うなんて……」

　セレスティナの手を取り、涙の滲にじむ目で女騎士を見上げるシャレーナ。

「気にするな。信じてくれただけで十分だ」

「はい……でも、リザンドロ枢すう機き卿きようがそんなことを……」

　落ち込むシャレーナを、セレスティナが気遣わしげに見やる。

「シャレーナはリザンドロからの推薦であったな。もともと面識があったのか？」

「はい……リザンドロ枢機卿はわたくしの遠縁で、幼い頃ころから何度かお会いしていました。親しん戚せきのよしみで仕事を回したと噂うわさされれば、リザンドロ枢機卿の評判にも傷がつきます。だからせめて、与えられた仕事はしっかりこなそうと思っていたのですが……」

　身内の暴挙に、シャレーナは悄しよう然ぜんと肩を落とす。

　──実際のところ、任務の特殊性を考えればシャレーナが適任とは到底思えなかった。だが、リザンドロにとってヴィータ捜索の任務はむしろ難航した方が都合がよかったことを考えると、シャレーナの抜ばつ擢てきの理由はむしろ、足を引っ張り任務を失敗させるところにあったのかもしれない。

「シャレーナ、これから手前はリザンドロの陰謀を阻止すべく打って出る。おまえはこのまま下層に留とどまっていた方がいい」

　消耗が激しいシャレーナに対しての気遣いだろう。だが、シャレーナは気丈に首を振る。

「いえ……いつまでも落ち込んでいても仕方ありませんっ。こうなったらリザンドロ枢すう機き卿きようの行いを止めるためにも、わたくしにも協力させてくださいっ！」

　胸の前で拳こぶしを握って奮起するシャレーナに、セレスティナは少し困った顔をする。

「しかし、ここから先は危険が予想される。戦えない者を連れていくのは……」

「わたくしにしかできないこともありますっ。きっと役に立つはずですっ」

　それは意地で言っている部分が強かったが、カイルは一理あると考える。

「いいぜ、連れて行こう」

「本当ですかっ？」

　顔を輝かせるシャレーナと対象的に、セレスティナは非難がましい視し線せんを向けてくる。

「正気か定てい戯ぎ式しき士し？　この先はどんな相手が待ち受けているかわからんのだぞ？」

「どのみち少数、真っ向からぶつかっちまったら勝ち目はねぇんだ。隠おん密みつ行動が前提なら、三人も四人も変わらない。それに、精密機械の類たぐいが絡んでいるとしたら、どうにかできるのはシャレーナだけだろ？」

「む……ぬうぅ……」

　唸うなり声ごえを上げるが、反論の言葉もなかったようだ。渋々といった風情ではあったが、セレスティナも結局納得した。

「……了解した。シャレーナ、気を抜くでないぞ」

「は、はいっ」

　セレスティナに威勢よく返事をするシャレーナに、カイルはふと思ったことを口にする。

「しかし、よくここまで来れたな。桟橋にも警備の手が回っていただろうに」

　シャレーナはその言葉にはっとしたように顔色を変える。

「そ、そうですっ！　大変です、セレスティナ様っ！　今朝になって急にケセドセフィラの落下速度が上がったんです！」

　もたらされた凶報に緊張が走る。

「さすがに隠しきれなくなって、ケセド落下に気づいた人達たちがパニックを起こしかけてて、《教会》の人たちも大変でっ、それでそれで……っ！」

「落ちつけよ、シャレーナ。つまり《教会》は民衆を抑えるのに人手を割いてるから、浮船乗り場におまえを探す人員を回す余裕がなかったってことだろ？」

「そ、そうです、その通りです……」

「恐れていた事態が起こったか……暴動が起こっては、一般民衆への被害は避けられん。どこまで持ちこたえられるか……」

　悔しげに歯は嚙がみするセレスティナ。一方、カイルは冷静に呟つぶやく。

「そうか……そいつは──好都合だな」

　その言葉にセレスティナが反応する。

「……定てい戯ぎ式しき士し。それはどういう意味だ？　上層の民が傷つくことが好都合だと？」

「早とちりすんな。俺おれが言ってんのは、暴動を抑えるのに人手が回されてるってことだ。それはつまり──下層からの侵入者に構うような余裕もないってことだ」

「あ、なるほど」

　それまで黙って聞いていたヴィータが手の平をぽんと打つ。

「ケセドセフィラでも混乱は起こってるから、《教会》の目がそっちに向いている間に、後ろから騙だまし討うちするってことですねっ。さっすがカイさん、考えることが素敵に卑ひ怯きよう」

「褒めながら貶おとしてんじゃねぇよ」

　カイルはヴィータの頰ほおを両手でつかみ、ぐにぐにと伸ばす。

「ひ、ひはいれふーいたいですー、はひふるんれふかーなにするんですかー」

「おいっ、ファルナヴィータ様に失礼なことをするなっ、定戯式士」

「セレスティナさーん、カイさんがいじめるー」

　ヴィータはカイルの手を逃れると、セレスティナへと向かっていく。胸に顔をうずめるように飛びこむが、ゴン、と鈍い音が響く。

「ふおぉおぉぉ……！」

　胸当てに打ち付けた額を抑えてうずくまるヴィータ。

「大丈夫ですかっ!?　おのれ定戯式士……！」

「いやどう見ても自滅だろ」

　カイルは呆あきれて二人を眺める。と、思いついたようにシャレーナに向き直り、

「そうだ、シャレーナ。通信機が壊れたって言ってたけど、まだそのままか？」

「あ、はい。上層でも、新しいものと取り換える時間がなくて……」

「ならそれ、後で貸してくれよ。これから行くところに機械に詳しい奴やつがいるから、直して貰もらおう」

「え……直せるんですか？」

「ああ、たぶん大丈夫だが」

「で、でも、なにに使うんですか？」

「うまく使えば、敵の通信を傍受したり、リザンドロを誘導できるかもしれない」

「な、なるほど、陽動作戦というわけですねっ、ちょっと待ってくださいね。えーと……」

　バッグの中を漁あさるシャレーナ。そう大きなバッグでもなかったが、中を探るのに随分と時間がかかっていた。よほど乱雑に物を詰め込んでいるのだろうか。

「あ、ありました、どうぞ」

　受け取った通信機を眺める。外観には目立った傷もなかったが、中身に異常があるのだろうのだろう。

「ふむ……通信機、か……」

　もうじきネツァクに到着することを告げる船員の声を聞きながら、セレスティナはなにごとか思案を巡らせていた。













Chapter.4









　ネツァクに到着した一同は、まっすぐにリアの工房へと向かった。

　ガレージで作業をしていたリアは現れたカイルたち一行を一いち瞥べつし、ジト目になる。

「……また女が増えている」

「人聞きの悪いことを言うな……前に軽く話しただろ。そっちの二人が上層からの客だ」

「セレスティナ・ヴァンフォードだ」

「シャ、シャレーナ・コールマンでひゅっ」

　セレスティナは胸を張って答え、シャレーナは嚙かんでいた。

「はいどうもー、あたしはリア。機械技師メカニツクだよ。よろしくー」

　ひらひらと手を振りながら軽く応じるリア。

「リ、リアさん……」

　ヴィータが目を見開き、肩を小刻みに震わせながら立ちつくしていた。

　ガレージに鎮座する二機の飛行機を震える指でさし、驚きよう愕がくの表情で言った。

「増えてるっ!?」












「あー、それ。このまえ細胞分裂してね」

「っ……!?」

　怯おびえた様子で、さっとカイルの陰に隠れるヴィータ。

「…………怖っ」

「おまえの感覚がわからん」

　気の抜けるやりとりに肩をすくめるカイル。

「おい、脳筋騎士。時間があんまねぇんだ、さっさと事情を……」

　振り返ると、そこには身体からだを小さくしてシャレーナの背中に隠れる騎士の姿があった。

「…………怖っ」

「おまえもかよ……」




「──つうわけで、いよいよやばい状況だ」

　状況を説明するカイルに、リアは飛行機の機関部を調整しながら応じる。

「そういえば、今朝街に出た時、職人組合のおやっさんが上層向けの商品を受け取る輸送船が来ないってぼやいてたけど。もうそれどころじゃないってことか」

　言いながらも、手元では細かな作業を進めている。

「で、今度はケセドまで行くわけね。まあ、この二号機を飛ばすのは構わないんだけどね。その後はどうすんのさ？」

「それについては情報待ちだ」

　と、頭上で羽ばたくような音が聞こえる。見ると、ガレージの隅に備え付けられた止まり木に一羽の鳩はとが止まっていた。

「ちょうど来たみたいだな」

　鳩に気づいたのだろう、ガレージの外で時間を潰つぶしていたヴィータが駆け寄ってくる。

「カイさん！　空からチキンが！」

「生きてる鳥はチキンとは言わん」

　カイルは鳩へと手を伸ばすが、人に慣れているらしく、逃げる気配はない。その足には、筒状の容器が結びつけられていた。

「なんですか、それ？」

「伝でん書しよ鳩ばとだ。リアは出張修理もしてるからな、こうやって注文依頼を受けてるんだ。で、これは俺おれがイェソドで情報屋に調べさせた情報を、ネツァクの業者経由で送ってもらったものだ」

　筒から取り出したのは筒状に丸めた紙だ。広げた紙に目を通し、カイルは満足げに頷うなずく。

「さすがに仕事が早いな」

「情報ってそれ？」

　整備が一段落したらしく、油にまみれた手を布ウエスで拭ふきながらリアが言う。

　セレスティナとシャレーナもガレージへと集まってきた。

「それが例の情報屋からの返事か。結局なんなのだ、それは？」

「ほらよ」

　カイルが渡した紙に目を通したセレスティナだったが、不審そうに眉まゆを歪ゆがめる。

「なんだ、これは？　工房や企業の名が書いてあるようだが」

「ここ一年の間、ホドセフィラからダイヤの原石を買い付けた業者のリストだ」

「ダイヤ……？　そんなものを調べてどうする？」

「そこにあるのは大半がネツァクの工房だ。工房で職人が加工したものが上層に輸出されるって流れが一般的だが、原石のままで輸入している上層の業者が一つだけある」

　カイルに言われ、セレスティナは改めてリストを確認する。

「……確かに、ひとつだけ届け先がケセドセフィラになっているな」

「その業者について、なんか知ってることはあるか？」

「いや、手前は特に心当たりはない」

「シャレーナ、おまえはどうだ？」

　隣でリストを見ていたシャレーナが突然質問の矛先を向けられ、目を白黒させる。

「えっと……リザンドロ様が商人をしていたころに経営していた会社の一つだったと思います。確か、売りに出された貴族の邸宅を買い上げて使っていたはずですけど……」

「ビンゴ。貴族の邸宅なら十分な広さもある。中庭があれば、なにをやってるかなんて外からはわからないしな」

　カイルはしてやったりとばかりに笑みを作る。

「定てい戯ぎ式しき士し、いい加減もったいぶらずになにを考えているか言え」

　不満そうなセレスティナに、カイルは手の内を明かす。

「実はな、おまえらが上層に戻った後で、セフィラの浮力を落とすなんてことが可能かどうか検証するために、ネツァクを支える巨大浮遊球スフイアフロートを調べてみたんだ。その結果、少なくとも外側からどうにかできるものじゃないと分かった。ただ、その時おもしろいものを見つけた」

「おもしろいもの？」

「街の中心部の地下にある、合金製の構造体だ。自然にできるもんじゃないし、かといって今の時代の技術で作れるようなものでもない。恐らく、セフィラの基礎の一部だろう。──さて、そこで問題だ。リザンドロは、仕入れたダイヤをなにに使った？」

　唐突な問いに、セレスティナとシャレーナは首を傾かしげる。ちなみにヴィータは話に飽きたらしく、リアの工具をいじって遊んでいた。

　不意に、リアがぱちんと指を鳴らす。

「分かった。掘ったんだ、合金の層を」

「正解だ」

　リアが得心顔になる一方、セレスティナは意味が分からずに眉まゆ根ねを寄せる。

「どういうことだ？　ダイヤとどう関係がある？」

「ダイヤはこの世で最も硬い物質だ。つまり、ダイヤで作った工具で削れないものはない」

　セレスティナは目を見開く。

「まさか……そのためだけにダイヤなどという高価なものを大量に仕入れたのか……？」

「恐らくな。まあ、ダイヤで工具を作るっていっても、普通の工具の表面をダイヤでコーティングする程度だろうから、そう多くは使わずに済むはずだが。リザンドロの部屋にあったのは余った分だろうな」

　ダイヤを工具に使うという発想に衝撃を受けているのだろう、セレスティナは呆あきれたように首を振っている。

「だが、なぜそんなことをしたのだ？　その地層を掘ったからといって、なにがどうなる？」

「恐らく……中心部の地下には、セフィラ成立の段階で作られた、なにかがある。ケセド落下に関かかわる重要な物……もしくは施設が」

　話が核心に迫り、セレスティナが表情を引き締める。

「ま、あくまでもただの想像だ。ひょっとしたら、まるで間違っているかもしれない。推測を前提に推測を立てているようなもんだ。けど、それ以外にあてもない。どうする？」

　セレスティナに迷いはなかった。

「──無論、他に手掛かりがないのだ。やれることはすべてやろう。ここで天命にすべてを委ゆだねて安穏としていられるほど、手前は耄もう碌ろくしてはいない」

「上等だ。それじゃ、さっそく作戦会議といくか」




「これが大まかなケセドの地図だ」

　ガレージの作業台にスペースを作り、白紙に円と直線、文字が書き入れられる。

　ケセドの地下という目的地は設定したものの、実際に突入するとなるとその経路を考えなくてはならない。

「中心にあるのは王城だ。そこから放射状に大通りが伸び、それに沿うように街並が作られている」

「この、道が延びてない部分はなんだ？　この一画だけ民家もないみたいだが」

　ケセドを一つの円に見立てて、およそ百二十度ほどの扇形の部分は空白だった。

「山だ。ケセド王城は山脈を背後に背負っている。特に険しい岩山は禁足地に指定されており、許可がなければ貴族とておいそれと立ち入ることはできん」

「禁足地？　なにがあるんだ？」

「歴代ケセド王の墓所だ。切り開かれた山道が一本だけあるが、その入口には墓荒らしを警戒して常に見張りが立てられている」

「墓ねぇ……とりあえずは関係ないか。例の工房の位置は？」

「おおよそ、この辺りだな」

　セレスティナが印をつけたのは、王城と外縁の中間あたりの地点だ。

「中心まで結構距離があるな。地面を掘って城の真下まで掘り進んだかと思ったんだが。これだけ離れてたんじゃ、トンネル掘るにしても無理があるか」

　当てが外れ、カイルは苦い顔をする。

「地下……地下か」

　呟つぶやいていたセレスティナが、不意に顔を上げてカイルを見る。

「定てい戯ぎ式しき士し。リザンドロが掘らせたのではなく、元からあった地下道を使ったのだとしたらどうだ？」

　予想外の情報に、カイルは身を乗り出す。

「あるのか……？　中心部に繫つながる道が」

「王家は世襲制だ。血を絶やしてしまえば、権威など覚おぼ束つかなくなる。万が一のことに備えるのは当然であろう。伯爵家たる我が家にすら、その手の備えはある」

「王家が避難経路を用意してないはずがない、ってことか。地下通路の情報を持ってたんなら、それに近い物件を手に入れたんだろうな。後は、通路に繫がる穴を掘ればいい」

　リアが横から言う。

「だとすれば、掘削機械は分解して運んだのかもね。一番でかいのは原動機になるだろうけど、それさえ通ればどうにでもなるし」

「よし、そうと分かればさっそく行こう！」

「待てい」

　駆けだそうとするセレスティナの髪をつかむカイル。首が後ろに倒れ、「ぐぇ」とうめき声が上がる。

「なにをするか貴様！」

「落ちつけよ。敵の手口は分かったが、どうやってそこまで行く気だ？」

「勢いで」

「よし、馬鹿は黙ってろ」

　セレスティナは放ほうっておき、一同に向き直る。

「当然だが、街中に堂々と着陸するわけにもいかない。他には、その地下通路の正規の出入り口を使うって手が考えられるが……これは当然、一般には知られてないよな？」

「無論、最高機密の部類だろう。知っているとすれば陛下の側近……貴族でもよほど地位の高い者しか知らぬだろう」

「だよな。人目に触れず、安全に使える出入り口があれば万々歳なんだが……出入り口がありそうな場所か、もしくは知ってそうな奴やつはいないもんかね」

「そんな情報を都合よくくれる相手など──」

　セレスティナは言下に否定しようとし、不意にその言葉が止まる。

「……いた」

　ぽつりと漏らす。

「知っていそうな人物に、心当たりがある」

「本当か!?」

「ああ。王の相談役である元老院議員の、さらに中核を担う存在。爵位こそ中堅の伯爵だが、王の片腕として国政に関かかわる知性派の貴族だ」

「そんな大層な知り合いがいたのかよ」

「うむ。折よく、通信機は技師殿が修理してくれる。直接連絡をつけることもできよう」

　素直に驚きを表すカイルに、しかしセレスティナの表情はどこか晴れない。

「けど、そんな相手が神父殺しの疑いをかけられているおまえの言葉を聞くのか？　最悪の場合、協力するふりをしてリザンドロに引き渡されるんじゃないのか？」

「……かもしれん。だが、他の誰だれよりも可能性のある男でもある」

「あ、あのぅ、その相手ってもしかして……」

　シャレーナは心当たりがあるらしい。セレスティナは小さく頷うなずき、晴れない顔で言った。

「フレデリック・ヴァンフォード……手前の、父だ」




「……っと、開いた」

　ガレージの作業台に向かっていたリアが言う。四角い箱のような形状をした小型機械の蓋ふたが開き、中の機構が剝むき出だしになった。カイルが浮船でシャレーナから預かった通信機だ。

「直せそうか？」

「機械である以上、基本はそう変わんないよ。んーっと……あ、ここか。線が一本切れてる。……ん？」

　訝いぶかしげに首を捻ひねるリア。

「なんかあったのか？」

「いや、これなんだけど……」

　リアの手元を覗のぞき込こみ、カイルもまた怪け訝げんそうな顔をする。

「これって……」

「あの……直りそうですか……？」

　控えめな声がかかる。シャレーナがガレージの入口からこちらを覗のぞき込こんでいた。

「ああ、問題ないよ。線が一本切れてただけだから。ここをくっつければ──よし、完了」

　はんだごてを器用に使い、あっというまに問題の箇所を繫つないでしまう。蓋ふたを閉じ、ネジを手早く閉めてシャレーナに手渡す。

「どうかな？」

　シャレーナがダイヤルを捻ひねると、ザザッというノイズがスピーカーからこぼれてきた。

「大丈夫みたいです」

　シャレーナの声を聞いて、外に出ていたセレスティナとヴィータも顔を出す。

「セレスティナ様、直りました」

「うむ。感謝するぞ、技師殿」

「はいよー。それより、急いでるんでしょ。あたしは機体の整備やってるから、そっちも自分の仕事、進めなよ」

　セレスティナは頷うなずくと、一同が見守る中、ダイヤルを慎重に回していく。その表情は緊張に強こわ張ばっていた。

「あんま気負うなよ。相手は父親だろ？」

「それはそうなのだが……手前と父は折り合いが悪くてな。今さら頼るのも気まずいところがあるのだ」

「詮せん索さくはしないけどよ。つうか、貴族ってのはみんな通信設備を持ってるもんなのか？」

「いや、そういうわけではない。常に誰だれかを待機させねばならんしな。有事の際の連絡用にと、父が用意させたのだ。なにを酔狂なことをと思っていたが、一応周波数は覚えておいた。まさか実際に使うことになるとは思わんかったがな」

　セレスティナがつまみを捻っていくと、徐々に雑音が晴れ、やがてかすかなホワイトノイズだけが残った。

「繫がったな。──聞こえるか？　誰かいないか？」

　しばし間を置いてから、躊躇ためらうような少女の声が返ってくる。

『あの……どちら様でしょうか？』

「その声はエクレールか？」

『っ……、お嬢様!?』

　こちらが誰であるかに気づいたのだろう、通信相手が泡を食ったような声を上げる。

『ご無事なのですか!?　今どこに……お嬢様が罪を犯したと教会から連絡があって！　ええと……！』

「落ちつけ、エクレール。手前は無事だ」

『……それならばいいのですが……、あっ、旦だん那な様──』

　慌てたような少女の声が聞こえ、続いて聞こえてきたのは渋みのある壮年男性の声。

『セレスティナか？』

　父フレデリックの声に、セレスティナは背筋を強こわ張ばらせる。

　まずは冤えん罪ざいを着せられている自分の状況を伝えようとして、

「ぁ……」

　──声がでなかった。

　寡黙で厳格な父親。幼い頃ころから議員としての仕事に忙殺されており、ろくに言葉もかわしてこなかった。自分とあまりに違う生き方をしているが故に、意を通じ合わせることなどできないと高をくくっていた。

　──そんな相手が、果たして自分の言葉に耳を傾けるのか？

　ティファレト大聖堂でのことを思い出す。誰だれもが自分を罪人だと信じ込んでいる。血の繫つながった肉親までが自分を殺人者と蔑さげすんだなら──いったい、他の誰が自分の無実を信じてくれるというのか。

　今さらながらに気づく。自分はなによりも、父に拒絶されることを恐れているのだと。

　鼓動が速度を増し、血流が轟ごう々ごうと荒れ狂う。汗をかくような焦燥感に苛さいなまれているというのに、身体からだの芯しんは氷漬けにされたかのように冷たい。

　何も言えずにいると、深々としたため息が通信機の向こうから聞こえてきた。

『まったく……連中を甘く見ているから、足元をすくわれるのだ』

　不意に告げられた言葉の意味が、セレスティナには理解できなかった。呆あきれている風ではある。だが、決してそこに嫌悪するような響きはない。

『おおかた、ケセドの混乱に乗じた教会上層部の派閥争いにでも巻き込まれたのだろう』

「……父、上……？」

　ようやく、セレスティナは茫ぼう然ぜんと口を開く。

「手前を疑っては、いなかったのですか……？」

『そんなことを気にしていたのか？　──馬鹿娘が』

　より一層大きな、再度のため息。

『おまえは祖父と同じだ。要領が悪く、直情的で考えが足りない。──その分、芯だけは通っている。他人に騙だまされることはあっても、決して自ら不実の刃やいばを振るうような人間ではない。そんなことは、長年見てきた私が一番よく知っている』

「…………っ」

　熱いものが胸にこみ上げる。衝動を必死に押さえこもうと唇を嚙かむ。涙るい腺せんが熱を持つ。一線を越えてしまえば、きっと自分は泣いてしまう。

　だが、まだだ。まだ何も成してはいない。今涙をこぼせば、きっと張り詰めた自分の意思を砕いてしまう。

『それで、何用だ？　この状況だ、あいにくだがおまえの保護をする余裕はないぞ』












　父からの言葉に、セレスティナは胸に溢あふれかけていた衝動を押さえこむ。

「……ケセドの街は、どういった状況で？」

『無論、天地をひっくり返したような狂乱状態だ。桟橋は人で溢れかえっているようだな。屋敷からもティファレトの底がよく見える。まったくもって忌いま々いましい』

「父上は逃げないのですか？」

『戯たわ言ごとを抜かすな。民をおいて逃げるなど、貴族のすることではないわ』

　ものともせずに言い放った父の言葉に、セレスティナは思わず頰ほおを緩める。それは、いつか祖父から聞いた言葉と似ていた。

『それで、この状況で何の用だ。よもや、泣き言をもらすために通信してきたのではなかろう』

　促され、セレスティナは表情を引き締めて本題をきりだす。

「報告したいことがあります」




『──なるほどな、リザンドロ・ロッシーニか。以前からきな臭い噂うわさの絶えなかった男だ』

　事情を聞いたフレデリックは唸うなるように言う。

『おまえが言うリザンドロ所有の工房……調べてみる価値はありそうだ』

「それでは……！」

『陛下に調査隊の派遣を打診しよう。だが、この状況下だ。不確定情報で動かせる人数には限界がある』

「いえ、十分です。感謝します、父上」

　だが、他人に丸投げするつもりは毛頭ない。こちらからフレデリックに訊ききださねばならないことがあった。

「父上、実は──」

『行くつもりか？』

「…………っ」

　言葉を詰まらせるセレスティナに、フレデリックは通信機の向こうで、呆あきれを隠そうともしないため息を漏らす。

『おまえは大人しくしていろ──と言っても、どうせ聞きはしないのだろうな。どうするつもりだ？』

「推測するに、王城から外部へと繫つながる地下通路の類たぐいがあるはずです。手前はその出口側より攻め入りたいと思っております」

　しばし、フレデリックは考えるように沈黙する。やはり、おいそれと話せるようなことではないのだろう。駄目かと思いかけた頃ころ、フレデリックから言葉が返る。

『……確かに、おまえの推測通り、王城には外部へと繫がる抜け道がある』

「やはり……！」

　見えた光明に、セレスティナは拳こぶしを握りしめる。

「では父上、地下通路の出入り口の中に、人目につかずに侵入できるものはありますか？」

『初代王が見守る岩陰──と言えば分かるか』

「──なるほど。それはこちらとしても都合がいい」

　それだけで通じるものがあるらしい。反りが合わないとは言いながらも、さすがは親子というところか。

『ただし、偽装が施してあるぞ。外から見つけるには、定てい戯ぎ式しき士しの眼めが必要と聞いている』

「定戯式士……？」

『かつて天使が我々人類に協力的だった頃、王家の要望を受けて力を貸したと聞いている。もとより外側から入ってくることは想定しておらんからな。侵入するにしても、まずは偽装を突破できなければ話にならん。今は下層にいると言ったが、適任者を探す時間はあまりなかろう。信がおける者となると、さらに──』

「あの、父上」

　フレデリックの言葉を遮り、セレスティナはカイルを見ながら言う。

「定戯式士なら、ここに一匹おりますが」

「匹ってなんだてめぇこら」

　思わず言い返すカイル。

『……おまえの状況が見えんのだが……それは信用できる人物なのか？』

「腕は確かです。目つきと口と性格が悪く、甲か斐い性しようなしなのが難点ですが」

『…………まあいい』

　あまりよさそうにも聞こえなかったが、一応は納得したらしい。憮ぶ然ぜんとしている者も約一名いたが。

「手前は正直、父上を誤解していました。父上は、もっと杓しやく子し定じよう規ぎな方かと」

『未熟者め、硬軟使い分けねば、政まつりごとは動かせん。それより、どうやってケセドに近づくつもりだ？　自由に使える浮船はないだろう』

「それを案ずる必要はありません。手前の──」

　固唾かたずを飲んで会話を聞いていた一同を振り返るセレスティナ。

「友が、力を貸してくれます」

『……そうか。決行はいつだ？』

「今から二時間後、落陽に合わせて」

『──いいだろう。だが、くれぐれも注意しろ。人道支援の名目で《教会》が付近一帯に船を浮かべている。おおかた、おまえが尻尾しつぽを出さないか見張っているのだろう』

「覚悟の上です」

『ならばよい。──他に言うことはあるか？』

「いえ、特には」

『ならもういいな。切るぞ』

　セレスティナの返事も待たず、通信は途切れた。

「……我が父ながら、せっかちな男だ」

　眉み間けんに皺しわを寄せるセレスティナに、カイルは呆あきれたように言う。

「俺おれには似た者親子に思えたけどな……。それで、結局入口がどこにあるか分かったのか？」

「うむ。王城背後に墓所があることは先ほど言ったな。初代ケセド王の墓所には巨大な石像が建てられている。それが目印だ」

「後は現場へ行ってみるしかない、ってことか」

「そうなるな。定てい戯ぎ式しき士しの眼めが必要らしい。頼りにしているぞ。それより──」

　セレスティナがガレージに鎮座する二機の飛行機を眺める。

「天使様も飛ぶというからには飛ぶのだろうが……やはり解せん。翼があるのになぜ羽ばたかぬ？　なんの意味があるのだ？」

　どうやら、飛行機が飛ぶ原理を理解できないため、いまいち納得いかないらしい。

　カイルが翼を指さして説明する。

「飛行機の翼は流体力学の考え方をもとに設計してるからな。この断面形状だと、正面から風を受けた時に翼の上下で流体速度に差が出て、空気抵抗が変わる。結果として上向きの力、揚力が発生するんだ」

　ふむふむ、と腕を組んで頷うなずき、セレスティナは言う。

「なるほど、わからん。もっとわかりやすく言え、定てい戯ぎ式しき士し」

「……とりあえず前に進めば、なんか飛ぶ」

「なるほど。初めからそう言えばいいものを」

「こいつ殴りてぇ……」

　大きな戦いを前に、そんないまいち緊張感に欠けるやりとりを交わす二人であった。




　ケセドセフィラの貴族の一部は、個人的に浮船を所有することが許可されている。

　ヴァンフォード家は伯爵──爵位としては中程度の序列なれど、現当主は王政府における最上位機関・元老院の一員であることもあり、小型ながら浮船の所有を許可されていた。

　当然、セレスティナがヴァンフォード邸で匿かくまわれていることを想定している教会勢力としては、浮船の挙動に注意を払っている。ケセド全体を警備するふりをしながらも、常にヴァンフォード邸に向けた警戒は緩めていない。

「枢すう機き卿きよう猊げい下か、依然ヴァンフォード邸に動きはありません」

　教会所有の浮船の艦橋で、法ほう衣えに身を包んだ修道士がリザンドロに報告した。

　艦橋の中でも一段高い位置、あたかも玉座のように設しつらえられた椅い子すに腰を降ろしたリザンドロが、押し殺した声で修道士に答える。

「あやつめ……、いったいどこに逃げおった……ッ！」

　ティファレト大聖堂で捕らえるはずだったセレスティナ・ヴァンフォードの行方ゆくえは、ようとして知れない。

「くそ……っ、あの場で逃がしさえしなければ……！」

　毒づくリザンドロのすぐ背後には、鎧よろいの騎士ギルバートが控えている。

「分かっておろうな、ギルバート。貴様が逃がしたヴァンフォードの娘がなにかことをしでかしたなら、責任をとってもらうぞ」

「……御意に」

　寡黙な教会騎士は無表情のまま、ただ機械のように頷く。

　──この船に乗っているのはリザンドロが選び抜いた者ばかりであり、《教会》の中でもリザンドロ派と呼ばれる者たちだ。中にはリザンドロが犯罪すれすれの行為に手を染めていることを知っていながら、その命令に従っている者もいる。

　ある者は貧しい実家への施しを受け、またある者は弱みを握られ、リザンドロの犯罪行為の片棒を担がされてきた。そうやって自身も多くの犯罪に手を染めるうちに、もはや退くことができなくなった者たちばかりだ。

　そしてギルバートもまた、リザンドロの助力を受けた者の一人だった。




　──ギルバートは貧しい農村で生を受けた。現在の上層において、平民には身分の差はないこととなっている。しかし、人が集まれば自然と上下関係というものは形成される。

　貧しい者たちの暮らす村落でも、日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんの捌はけ口ぐちは必要とされた。

　生いけ贄にえに選ばれたのは、ギルバートの父であった。

　まだギルバートが幼い頃、正義感の強い父は村の者と衝突し、相手に怪け我がを負わせてしまう。相手は障害の残る大怪我を負ったと訴え出てきて、またその相手が有力者の倅せがれであったことから事態は悪化。一家は村全体からつまはじきにされることとなった。

　父は出稼ぎに行った先で事故に遭ってこの世を去り、母は過労に病が重なり、働くこともできないほどに衰弱した。幼くして、ギルバートはこの世の地獄を知った。

　──そんな地獄のような日々に救いの手を差し伸べたのが、リザンドロだった。

　ギルバートがたまたま村を訪れたリザンドロの目に留まったのは、皮肉にも誰だれよりもみすぼらしい恰かつ好こうをしていたからであろう。

　事情を知るや、リザンドロは母を街の病院に入れてくれた。ギルバートには教育を施し、武芸の才があると分かると、騎士修道会に入ることを勧めた。

　恐らく──それは気まぐれの善意などではなく、あくまで自分の未来のためにしたことだろう。当時はまだ《教会》のいち司教でしかなかったリザンドロは、枢すう機き卿きように相応ふさわしい人物であることを認めさせるための実績が必要だった。さらに言えば、将来の手て駒ごまとするための種まきの意味もあっただろう。

　それでも、リザンドロがギルバートを地獄から救いだしたことに変わりはない。

　故に、ギルバートは自分の剣をリザンドロに捧ささげる。世間的に言えば悪人であろうと、あの日、ギルバートと母を救ったのは、紛まぎれもなくリザンドロだったのだから──




　物思いに耽ふけっていたギルバートの耳に、ケセドセフィラの群衆の声が無線越しに届く。

　ケセドセフィラの町並みは今、混乱した民衆で溢あふれかえっていた。浮船で随時ゲブラーとティファレトに民衆を避難させてはいるが、いまだに大多数の民が残されている。

　王軍が警備に尽力していることもあって暴動こそ起こっていないものの、小競り合いはそこかしこで発生していた。自制を呼びかける兵士の声にも焦りが見え始めている。

「…………」

　ギルバートは意識して、ケセドの様子を頭から締め出す。そのまま聞いていれば、自分の胸の奥で疼うずくなにかに被かぶせた蓋ふたが、揺さぶられるような気がしたからだ。

「猊げい下か！　通信です！　符丁、一致しました！」

　不意に、艦橋で無線をやり取りしていた修道士の一人が報告する。

「っ、邪魔だ、どけ！」

　リザンドロは目を剝むいて修道士を押しのけると、通信機に飛びついた。

「私だッ！　貴様、今までなにをしていたッ！　…………なに？」

　怒りの形相で怒鳴るリザンドロだったが、すぐにその表情が固まる。しばらくの間、黙って相手の話に耳を傾ける。

「……その話、偽りではあるまいな？　……そうか。おまえは引き続き、連中を監視しろ」

　それで通信を終えると、リザンドロは艦橋に響き渡る大声を張り上げた。

「我が艦はこれよりケセドへの支援任務を一時中断！　現場指揮権は弐に号艦に委譲！　進路を七時の方向に修正！　くれぐれも王軍に目をつけられぬよう、慎重に艦を動かせ！」

　緊張に包まれる艦橋の中、リザンドロは修道士の一人を呼び寄せる。

「あれの起動準備をさせろ」

「よろしいのですか？　まだ試験段階ですが……」

「構わん、今が使い時だ。二度言わせるな」

　リザンドロが睨にらみつけると、修道士は顔を青くして艦橋を出て行った。

　指示の飛び交う艦橋で、玉座のような椅い子すに腰かけたリザンドロは目を血走らせて言う。

「セレスティナ・ヴァンフォード……貴様はこのリザンドロの持てる力のすべてをもって潰つぶす……！」




　上層と下層の中間空域。落日の朱に染まりつつある空を、二機の飛行機が悠然と飛ひ翔しようしていた。ドーン・アリア号と、その同型機である。

　カイルは今、リアが組みあげた二機目の飛行機の操縦席にいた。

「二人とも、あんまり身を乗り出すなよ。落ちたら一巻の終わりだからな」

　後部座席にはシャレーナと、その膝ひざの上に収まるようにヴィータが乗っていた。

　──二機の飛行機への割り振りを考える際、小柄なヴィータを誰だれかと一緒に後部座席に乗せることは最初に決まった。当初はセレスティナが手を挙げたが、鎧よろいと突撃槍ランスを持っている分スペースに余裕がなく、結局シャレーナと一緒に乗り込むこととなった。

　視し線せんを横に向けると、距離を置いて飛行するドーン・アリア号の操縦席にはリアが、後部座席にはセレスティナが収まっていた。

「でも、驚きました。浮船でもないのに、本当に空を飛ぶなんて……」

「本来は浮遊球スフイアフロートなんかなくても飛ぶんだけどな。浮力を浮遊球で補ってるぶん、無理な機動をしても機体への負荷が少ないらしい。おかげで、俺おれでもそれなりに飛ばせる」

　驚き顔のシャレーナに答えていると、ヴィータが「ふぁー」と気の抜けた声をあげる。

「なんかシャレーナさん、変な匂においがしますー」

「く、臭いですか!?　す、すいません、昨日からシャワーも浴びられてないもので……」

　慌てて自分の服の匂においを嗅かぐシャレーナに、ヴィータは首を振る。

「ううん、そうじゃなくって。なんか変わった匂い」

「あっ……それは香水ですね。仕事をしていると研究室に泊りこみになることも多くって。体臭を誤ご魔ま化かすためにつけることもあるんですよ」

「あー、あれですね。ミリーさんが言ってます。カイさんから香水の香りがしたら、それは女の匂いだからすぐに知らせるようにって」

「ヴィータ、あの馬鹿の言うことはいちいち真に受けなくていい」

　と、ドーン・アリア号のリアから、鏡を使った合図が届く。決められたパターンで光を反射することで意思疎通をする、原始的ながら応用が利く通信手段だ。

「打ち合わせ通り、作戦開始……か」

　同じく手鏡で返事を返すカイル。

「了解、先行する──と。行くぞ、しっかりつかまってろ」

「おー！　ドーン・アリア二号！　かっこかり！　はっしーん！」

「発進はもうしてるけどな。あと、その呼び名でいくのかよ」

　操そう縦じゆう桿かんを手前に倒して可動翼を操作、機首を起こすとスロットルバーを開いてプロペラの回転数をアップ。推進力を得たドーン・アリア二号が夕刻の空を駆け昇っていく。

　手鏡で後方を確認すると、さすがは設計者だけあり、リア機は間隔を一定に保ったまま、遅れることなく追従していた。

　ほどなくして、二機の飛行機はケセドセフィラの底面付近にまで到達する。ここまでくれば、教会の船に見み咎とがめられることもないだろう。

『ケセドに到着したら、岩壁を迂う回かいして初代王の石像を探せ』

　セレスティナの言葉を反はん芻すうする。

　初代王の墓所は一般の立ち入りが禁じられており、王族の成人の儀などの特別な時にだけ立ち入るらしい。セレスティナも墓所自体に入ったことはないものの、遠目にも確認できるほど巨大な石像が建てられているという。

『恐らくはその周囲の岩陰のどこかに偽装された入口があるはずだ。定てい戯ぎ式しき士しが必要ということだったゆえ、これはそちらに任せることになる』

「……つっても、こう広いんじゃあな」

　聳そびえる岩壁は高さにして千メートル以上、外周も数千メートルに渡って続いている。

「仕方ない、しらみつぶしにいくか。ヴィータ、おまえもよく周りを見て……」

　言いかけて──カイルは言葉を吞のみこんだ。

　前方の岩陰から突如として現れたのは、白い塗装の施された巨大な浮船。

　その船体には降臨する天使を模した象徴的な図画が描かれている。

「……ッ、《教会》だッ！　先回りしてやがった……！」

　大声を張り上げ、後続のリア機へ注意を促す。

　衝突を避よけるべく、カイルは機体を左に思い切り傾け、体重を使って操そう縦じゆう桿かんを引く。可変翼が風を受けて機首が持ちあがり、《教会》の浮船を寸前で回避する。

　周囲に他の船は見当たらない。一応見張りを置いていただけということも考えられる。だが、いずれにしろもたもたしていては応援を呼ばれる危険があった。

（撤退はできない。こいつをやり過ごしながら入口を探すしかない……！）

　幸いだったのは、これが武装した王軍の浮遊戦艦ではなかったということか。《教会》の船が武装しているという話は聞いたことがない。仮に改装していても、大した火力ではないはずだ。

　すれ違いざま、浮船の側壁の扉が開いているのが目に入る。

　──直ちよく後ご、そこから鉛色の人影が飛び出した。

「え……？」

　カイルは混乱する。人影は甲かつ冑ちゆうを纏まとった騎士のようにも見える。それがなぜ、この状況で空に身を投げる？

　自由落下するかに思われた人影は次の瞬間、羽音を立てて左右に大きく翼を広げた。

　広げられた翼は鳥類のそれに酷似しているが、羽毛ではなく鎧よろいと同様の金属製。薄い金属板を無数に合わせたような形状のそれは、いかな技術によるものか着用者の意思に従うように羽ばたく。

　頭部までが兜かぶとですっぽりと覆われており、着用者の顔は見えない。その顔がカイルを見上げた、直後──

　轟ごう、と凝縮された空気を放出するような音を上げ、一瞬でカイルが操縦する飛行機の眼前にまで浮上していた。

「なッ……!?」

　瞠どう目もくするカイルの目の前で、有翼の騎士は翼を広げて静止する。

　防御性能よりも軽量化に重点が置かれているのだろう、全身にぴったりと密着する鎧は薄く、空気抵抗を最小限に抑えるような形状をしている。

　広げた翼長は三メートルを優に越え、その両手には長大な斧槍ハルバードが携えられていた。

　圧縮された刹せつ那なの中、銃を抜くか、回避機動をとるかで迷いが生じる。このまま前進すれば有翼の騎士──飛ひ翔しよう兵をプロペラに巻き込む。だが、回避できる距離でもない。なにより、斧槍の一撃をくらえば機体は容易たやすく切り裂かれるだろう。

　飛翔兵の兜越しの視し線せんが後部座席へと向いたのと、カイルが操縦桿を前に倒したのはほぼ同時だった。機首を下げることで、飛翔兵との衝突を避けようとするが──飛翔兵は自ら機体の頭上を飛び越していた。

（見逃された……!?）

　ヴィータを傷つける気はないということか。だとすれば、次に狙ねらう相手は──

「避よけろ、リアッ！」

　リア機はカイル機の斜め下後方を飛んでいる。

　飛ひ翔しよう兵は急降下、上空から地上の獲物を襲う猛もう禽きんのように、斧槍ハルバードを振り降ろす。

　その斬ざん撃げきが翼を両断する寸前、リア機は急激な軸回転ロール機動で襲撃を回避する。狙いを外した飛翔兵は勢いのままに落ちていくが、翼を広げて制動をかける。

　追撃してくる飛翔兵を引きつけるように、リア機はカイル機とは反対の宙域へと自ら飛んでいた。

「あいつ……、時間を稼ぐ気か……！」

　その間に地下通路への入口を探せということだろう。

　ドーン・アリア号に武装はないため、相手の攻撃をかわし続けるしかない。そこへのこのことカイル機が近づけば、最悪、味方同士で衝突事故を起こしかねない。

「クソ……！　ヴィータッ、偽装の術がかけられている場所を探せ！」

　機体の高度を上げながら、カイル自身も目を皿にして周囲に視し線せんを配る。

　そうしている間にも、リア機は曲芸じみた飛行で迫る飛翔兵をかわし続ける。飛翔兵は鳥のように滑らかな姿勢制御と機械的な直線加速を駆使し、リア機に執しつ拗ように追おい縋すがる。

「なりふり構ってもいられねぇか……！」

　ケセドの住民や監視中の浮船に見つかる危険はあったが、カイルはいちかばちかで岩壁を這はうように上昇。間もなく、山脈の頂上付近へと飛び出す。

　募る焦りが気を急せかす中、極限の集中力で岩に紛まぎれた石像を探す。

「…………ッ、あれだ！」

　急きゆう峻しゆんな岩肌の中に、ついに石像を見つけた。険しい岩山の中から削りだしたその石像は、本来なら感嘆の吐息の一つも出よう。だが、状況が状況だ。

　カイルは即座に高度を下げると、石像付近の岩肌へと〝眼め〟を凝らす。

「ありましたっ！」

　先に見つけたのはヴィータだった。指さす方を確認すると、岩肌の中に違和感を覚える箇所があった。定てい戯ぎ式しきによる事象改かい竄ざんの痕こん跡せきだ。

「よしっ！　リア、あと少しだけ持ちこたえてくれよ！」

　見下ろした眼下の空──そこに、カイルは見た。

　飛翔兵の斧槍が、リアが乗るドーン・アリア号の片翼を引き裂く光景を。




　翼に走った衝撃に、機体が大きく揺さぶられる。

「く……ッ、無事か、技師殿！」

　後部座席の中で身体からだをぶつけながらも、セレスティナはリアの安否を確認する。

「なんとかね……！」

　極限状況での飛行が続いているせいだろう、リアは額に汗を流し、顔をしかめる。

　見れば、左の翼が斧槍ハルバードの刃やいばを受けて、半ば近くまでが失われていた。

「可変翼は生きてるし、浮遊球スフイアフロートがあるからすぐに墜落するってことはない……けど、バランスをとるだけで精いっぱいだ。これ以上、機動力で引っかきまわすのは無理がある」

　見れば、飛ひ翔しよう兵はドーン・アリア号の後方で反転し、こちらを追撃する構えだ。

「ていうかなんなのさ、あの化物は！」

「手前も初めて見る……、リザンドロめ、こんなものを隠し持っていたか……！」

　セレスティナは目を閉じる。ただの荷物でいるつもりなど、毛頭ない。

（考えろ。今、自分にできることを……！）

「……技師殿、上だ。まっすぐに上へ飛べるか？」

「そりゃまあ、エンジンをやられたわけじゃないからね」

「ならば飛んでくれ。山を越えるほど高くだ。後は、手前がなんとかする」

　まともに動くこともできないこの状況で、セレスティナになにができるのか疑問ではあっただろう。だが、その言葉をリアは信じた。

「オッケ。──全力でいくよ、しっかりつかまってな！」

　操そう縦じゆう桿かんを身体で巻き込むように思い切り倒し、機首を天へと向ける。スロットルを開くと燃料を送り込まれたエンジンが唸うなりを上げ、プロペラの回転速度が急上昇。

　急激な方向転換にも飛翔兵は着いてくる。瞬く間に追いつかれるかと思ったが、どうやら直線加速はそう長くは続けられないらしい。

　岩壁に機体の腹を向け、天に向かってドーン・アリア号は舞い上がる。岩壁への激突を避よけてか、わずかに飛翔兵の加速に陰りが見えた。瞬間的な加速と小回りでは向こうに分があるが、安定性に関してはドーン・アリア号に軍配が上がった形だ。

　片翼を半ばまで引き裂かれながらこれだけの速度を御しているリアの操縦技術は感服すべきものだったが、それでも徐々に距離は縮まりつつあった。

　飛翔兵のプレッシャーを背後に感じながら、岩壁すれすれを駆け昇り──やがて、ドーン・アリア号は山の稜りよう線せんを越えた。続く飛翔兵も山の陰から飛び出し──

　直ちよく後ご、鮮烈な夕日が飛翔兵の目を射い抜ぬく。

　視界が塗りつぶされ、咄とつ嗟さに顔を覆う飛翔兵。再び視界を得た時、そこに敵機の姿はなかった。

　一瞬の停滞。その視界の隅を掠かすめたのは、天地が逆さになったドーン・アリア号だ。

　──飛翔兵が視界を奪われたその一瞬をつき、リアは機首を起こし、機体を宙返りさせて反転。飛翔兵の背後をとっていた。

　その後部座席に乗る若き騎士の手には、突撃槍ランス。その穂先はまっすぐに飛ひ翔しよう兵へと向けられている。

「吼ほえろ！　ルヴァードザイン！」

　砲撃。燃焼した炸さく薬やくが火炎の奔流を生みだし、飛翔兵を捉とらえる。

「やったか!?」

　しかし、飛翔兵は翼を大きく広げ、炎を吹き散らす。爆炎に巻き込まれる直前、翼で自らを包みこんでいたらしい。

「駄目か……！」

　渾こん身しんの策が通じず、歯は嚙がみするセレスティナ。が──

「──いいや、十分だ」

　銃声が立て続けに響く。

　飛翔兵の翼が火花を散らし、体勢を崩した。立て直そうとするも制御が利かないのか、体勢を崩して下方へと落下していく。どうにか広げた翼で落下速度を和らげようとしているが、もはやこちらを追跡することはできないようだった。

　振り返れば、ドーン・アリア二号の操縦席に立ち、銃を構えるカイルの姿があった。




　ケセドの空に銃声が響く。

　カイルの撃った銃弾はなんの変哲もない岩壁へと直撃し、次の瞬間、ガラスが砕けるように岩壁に施されていた偽装が解除された。現れたのは、小型の浮船ならば余裕をもって乗り入れられるほどの横穴。

《教会》の浮船は振り切っているし、飛翔兵についても追撃の心配はないようだった。

　現れた横穴へと、慎重にドーン・アリア二号を滑り込ませる。

　内部に無事着陸させられるだけのスペースがあるかはでたとこ勝負だったが、横穴の奥は思いのほか広い空間が広がっていた。

　難なく着陸するカイル機に続き、片翼を削られた後続のリア機も滑り込んでくる。

　地面は平らにならされていたが、壁や天井は岩肌があらわになっていた。カイルは機体から降りると、壁にかかっていたランタンを手に取り、ライターで火をつける。

　洞どう窟くつ内の桟橋には脱出用の小型船が係留されており、樽たるや木箱が壁際に積まれている。恐らくは長期の避難に備えて、保存食や武器の類たぐいを用意しているのだろう。

「ここが王族の……思っていたより手が込んでいるな」

　感慨深げにセレスティナが言う。今まで自分が暮らしていた都市の足元にこれだけの空間が広がっていたのだ。奇妙な感覚にもなるだろう。

「にしても、さっきのあれはいったいなんだったんだ？」

「た、たぶんですけど……」

　シャレーナがおずおずと手を上げる。

「恐らくは、ゲブラーで作られたものかと」

「第五セフィラ、ゲブラーか……研究機関が集まってるんだったか」

「は、はい。〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉も、ゲブラーの科学者が開発した新素材で作られました。でも、あの空飛ぶ騎士……あんなもの、聞いたこともありません」

「極秘に研究されてた新兵器、ってとこかね。リザンドロは随分と顔が広いみたいだな。まあ、今はそれを話しててもしょうがねぇ」

　カイルはランタンで周囲を照らす。

「しっかし……よくもまあ、こんだけのものを掘り進めたもんだ」

　その労力を思えば、関心よりもむしろ呆あきれが強い。

「王家の血筋を守るためだ。何世代かけようと、ケセドの民ならば成し遂げるだろう」

「その王家も、セフィラごと最下層に叩たたき落おとされたら意味がねぇけどな」

　向かって奥の壁には横穴が開いている。どうやらそれが王城へと向かう通路らしい。

「通路がまっすぐ伸びているとしても、セフィラの中心までは結構距離があるな。できれば、敵の伏兵も考慮して慎重に進みたいところだが……」

「悠長にしている時間はない。いつまた落下速度が上がらないとも限らんのだ」

　カイルはドーン・アリア号の操縦席にいるリアを見上げる。

「そっちの調子はどうだ？」

「んー。まぁ、ゆっくり下層に降りてく分には問題ないかな。一応、できるところの点検はしたいけど。あたしはここで待ってるからさ、とっとと行ってきなよ」

　送り出すように手を振るリアに、カイルは真面目まじめな顔で言う。

「リア、いよいよやばくなったら、おまえだけでも逃げろ」

　はっ、とつまらなげに息を吐くと、リアは肩をすくめる。

「つまんないこと言うねぇ。そういう時は、必ず戻るから俺おれを信じて待ってろ、くらい言うもんだよ」

「安請け合いはしない主義でな。俺だってケセドと心中するつもりなんかねぇよ。いざとなりゃ、天井ぶち抜いてでも脱出するさ」

「そういうことならいいけどさ。ま、修理しながら気楽に待つさ」

　この場においても悲壮感をまるで感じさせないリアに、カイルは苦笑を浮かべる。

　一同に向き直り、カイルは言う。

「さて──そんじゃまあ、行くとするか。遅れるなよ」




　地下通路の幅は三人がぎりぎり並べる程度、高さは二メートル強というところだった。照明がランプのみということもあって、暗さがより圧迫感を強くする。

　全力疾走とはいかないまでも、急ぐカイルの足取りはヴィータにとってはきついらしく、徐々に息があがっていく。

「ヴィータ様、よろしければ肩をお貸ししますが」

　見かねたセレスティナが声をかけるが、ヴィータは気丈に首を振る。

「だ、だいじょぶ、ですっ。まだ、走れますっ！」

　と──

「止まれ」

　小声ながらも鋭いカイルの指示に、一同は足を止める。

　カイルは人さし指を口にあて、声を上げないよう目配せする。

　ランタンをコートの裏に隠して光を抑えると、曲がり角からそっと先を覗のぞく。道の先は開けた空間となっている。これまでも時折こういった場所はあった。恐らく、地下道を掘り進んでいた当時、作業員の休憩所や資材置き場としての役割があったのだろう。

　地面に火のついたランタンが転がっており、薄暗がりの中に人の形を浮かびあがらせる。そのいずれもが、地面に倒れ伏していた。

　軍服の上に騎士風の鎧よろいを着けるという独特の装備だ。

「近衛このえ兵へい……、父上が手配した調査隊か！」

　セレスティナが愕がく然ぜんと息を飲んで駆け寄る。

「どうした、しっかりしろ！　くッ……、誰だれか息のある者はいないか！」

　倒れているのは十名弱といったところか。一人一人状態を確かめるが、返事はない。

「全滅……なのか……ッ！」

　拳こぶしで地面を殴りつけ、無力感に身体からだを震わせる。

　と──

「セレスティナさんっ、この人まだ息があります！」

　ヴィータが指し示したのは、壁に背中をつけて脱力している若い兵士だ。

　セレスティナが駆け寄って確認すると、確かに浅く呼吸を繰り返していた。

「おいっ、目を覚ませっ！　なにがあった!?」

「……ぅ、…………ぅう」

　肩を揺すると、呻うめきながらも兵士は目を開けた。

「ここは……地下、か……？」

「よかった！　すぐに手当てしてやる！」

「あんた、ヴァンフォード卿きようの……？　なんでここに……」

　どうやら、セレスティナの顔を知っているらしい。

「……おれの、仲間は……」

　静かに首を振るセレスティナに、兵士は唇を嚙かんで俯うつむく。

「……おれだけ、生き残ってしまったのか……！」

　沈痛な思いを吐きだす兵士に、セレスティナは目を伏せる。

「気持ちはわかる。だが、今は幾ばくの猶予もない。なにがあったか、話してはもらえまいか？」

　兵士は疲れた顔でセレスティナを見上げて口を開きかけるが──その顔が引ひき攣つる。

「……っ！　後ろ……！」

　咄とつ嗟さに突撃槍ランスを構えるセレスティナ。そこには奥の通路から現れる兵士の姿があった。

　新たに現れた兵士の様子に、カイルは眉まゆをひそめる。どこか焦点を失ったような目をしており、身体からだは脱力していて足取りもおぼつかない。

　しかし、セレスティナは異常に気付かないらしく、無防備に近寄る。

「よかった、増援の者だな。手前らは急ぐゆえ、この者の手当てを頼みたいのだが──」

　言いかけた言葉は、負傷した兵士に遮られた。

「違うっ、そいつが敵だ！」

　突然の叫びに、皮肉にもセレスティナの視し線せんが逸それる。

　その眼前で──脱力したようにだらりと下げられた兵士の手に握られた剣が振り上げられる。

　カイルはランタンを手放すとホルスターの拳けん銃じゆうを引き抜き、兵士へと銃口を向ける。

「ゥシャァァアアアア……！」

　声というよりは獣の咆ほう哮こうのような声をあげ、男が剣を振るう。

　狙ねらいを定め、発砲。振り上げられた剣に命中し、兵士の体勢を大きく崩す。

　セレスティナは予想外のことに反応が遅れたものの、そこからの動きは素早かった。

　兵士の力任せの剣を突撃槍で迎撃。剣を弾はじかれて開いた腹を柄で打ちすえる。しかし、極度の興奮状態にあるのか痛みを感じている様子はなく、獣のように歯を剝むき出だしてすぐに襲い掛かってくる。

「なんだこいつは……ッ！」

　セレスティナに加勢しようとしたカイルの耳が、背後で足を引きずるような音を捉とらえる。

　振り返ったカイルが見たのは、倒れていた兵士が起き上がり、緩慢に剣を持ちあげている姿だった。

「ヴィータ、後ろだ……ッ！」

「え？」

　ヴィータは一拍遅れて背後を振り向く。

「クソッ……！」

　毒づいて駆けだす。ヴィータとシャレーナ、二人の体が間に入っているため、射線が通らない。既にシャレーナは兵士の剣の間合いの内にいた。

　腰が抜けたのか、シャレーナはぺたんとその場に尻しり餅もちをつく。

　しかし、なぜか兵士はシャレーナの横を素通りし、ヴィータへと向かっていた。その動きに疑問を覚えるも、今は意識からしめだす。

　兵士が振り上げた剣をヴィータへ振り降ろすより早く、カイルはその懐に滑り込む。剣を握った側の肘ひじをつかむと体を反転。上半身を前に倒す動きに巻き込むようにして、兵士を投げ飛ばす。

　背中から地面に叩たたきつけられた兵士の腕を捻ひねり、ひっくり返してうつ伏せにする。そのまま頸けい動どう脈みやくをしめようと手を伸ばし──

「……っ、なんだ、これは……ッ!?」

　兵士の首の裏、延髄の部分。そこに、拳こぶしほどの大きさの蟲むしらしき生き物が張り付いていた。何本もの節足でしがみつき、頭は兵士の後頭部を向いている。体全体は暗い緑色だが、複眼だけが血のように赤い。

　見れば、蟲の顎あごから伸びた口こう吻ふんが延髄へと突き刺ささっている。角度と太さからして、その先端は脳にまで達しているように思えた。

　狂ったように暴れる兵士。いつまでも押さえてはおけない。

（っ……、いちかばちかだ……！）

　カイルは横から虫の頭部に銃口を密着させる。

　銃声。撃ちだされた銃弾は蟲の頭を貫き、突き刺さったままの口吻を残して四散させた。残された口吻からは、どろりとした黄色い粘液のようなものがこぼれる。

　蟲が絶命すると、兵士は一度びくりと体を痙けい攣れんさせてから脱力する。完全に意識を失ったようだ。

「セレスティナ、蟲だ！　兵士の首の後ろに張り付いてる蟲を狙ねらえ！」

「蟲……？」

　兵士の剣をかわし、セレスティナは相手の背後に回り込んだ。やはりその首には暗緑色の蟲が張り付いている。

「これかッ！」

　薙なぎ払はらわれた突撃槍ランスの切っ先が、蟲の胴体をひっかけて抉えぐり飛ばす。途端、兵士はやはり痙攣の後に動きを止め、その場に倒れ伏した。

「……なんなんだ、これは……？」

　体を抉られて地面でのたうつ蟲を前に、セレスティナは呆ぼう然ぜんと呻うめいた。




「なんの蟲かわかるか？」

　カイルの問いに、シャレーナは力なく首を振る。

「いえ……こんな蟲、見たことも聞いたこともありません。確かに、他の生物に寄生して行動を制限する種類はいますが……人に寄生するなんて……」

　生物学を専門とするシャレーナでも、その蟲むしの異様さには顔色をなくしている。

　兵士を介抱する傍ら、カイルとシャレーナは蟲の死し骸がいを検分していた。

　カイルは定てい戯ぎ式しき士しとしての〝眼め〟を凝らし、蟲の口こう吻ふんから漏れる黄色い体液を分析する。

「この液体はどうも、興奮作用と幻覚作用を同時に引き起こす作用があるみたいだな。注入されると痛みを感じなくなって、ひどく攻撃的になる。幻覚作用のせいで周りのことがわからなくなるから、動くものには無差別に襲い掛かる、ってとこだろう」

「まるで人を殺し合わせるためにいるような蟲だな」

　不快げにセレスティナが吐き捨てる。

（新種か……？　いや、むしろ意図的に進化させられたようにすら感じる……）

　あまりに異様な性質に、何者かの悪意を感じずにはいられない。ましてや、この地下通路にいること自体が不自然だ。

「定戯式士、これもリザンドロが用意したものか？」

「ありえるな。一種の防犯装置として機能していたのかもしれない。蟲に寄生されてた連中の様子はどうだ？」

「命に別状はないが、目覚める気配もないな」

「あれだけ強力な薬を注入されてたわけだからな。後遺症が残るかもしれない」

　周囲に軀むくろを晒さらす兵士たちを見回す。

「この兵士たちは、ほとんど無抵抗で斬きられてるな。仲間を攻撃できなかったんだろう。で、混乱の中でちりぢりになったところを各個撃破された、ってとこかね。違うか？」

　負傷した兵士に問いを投げる。兵士は青い顔で震えながらも頷うなずく。

「ああ……あんたの言う通りだ。おれたちはヴァンフォード卿きようの指示で編成されて、城からこの地下通路に入ったんだ……ちくしょうっ、なんでこんな……！」

　セレスティナは膝ひざを折り、兵士と目線を合わせる。

「この地下通路で、誰だれかと出くわさなかったか？」

「……いや、誰とも会ってない……けど、妙な機械を見た」

「機械？」

「……この先の別れ道の奥にある、長い階段を下った場所だ。人の背丈ほどもある、馬鹿でかい機械で、壁に穴が開けられてた。……その穴に近づこうとしたら、あの蟲が大量に沸いてきて、仲間が次々とおかしくなって、それで……」

　そこで、兵士は口を噤つぐむ。

　死に物狂いで逃げてきた結果、城にも戻れなくなり、ここで気絶していたのだろう。あるいは、気を失ったおかげでとどめまでは刺さされなかったのか。

「その場所まで、手前たちを案内してもらえるか？」

「じょ、冗談じゃねぇ！　どこからあの蟲むしが沸いてくるかもわからないってのに……！」

「……そうか。無理は言わぬ。貴殿はここで救援を待つといい」

　食い下がることもなく、兵士に背を向けるセレスティナ。彼女もまた沈ちん鬱つうな様子ではあったが、今はまだ怒りが勝っている。戦うのに問題はないだろう。あとは──

「ヴィータ、おまえは大丈夫か？」

　ヴィータはシャレーナと共に兵士を介抱していた。声をかけるとこちらを見上げる。

「……まあ、あんまり気持ちのいいものではないですけどね」

　強がるように苦笑いを浮かべて、ヴィータは言う。

「なんか、嫌な感じですね。人を思い通りにするとか、そういうの」

「……そうだな」

　蟲に寄生されて自我を支配された兵士を見て、思うところがあるのだろう。

「この蟲って、誰だれかが作ったものだったりするんですかね」

「品種改良っていう意味なら、ホドセフィラでも動物をかけ合わせたりはしてるが……これは度が過ぎてる」

　明らかに人為的なものが──人の悪意が介在している。

　広間からつながる通路は暗く、見通しが利かない。その闇やみにどんな悪意が潜んでいるのか、想像もつかなかった。

「引き返すか？」

　ヴィータの身を慮おもんばかって、カイルが問う。返事はすぐにあった。

「進みますよ。最後まで。──わたしは、まずは知らなきゃいけないんです。どんなひどいことも、この世界の姿ですから。わたしは、ありのままの世界を見たい」

　それは、このセフィラ世界に存在するすべての悪意と向き合うということだ。

　途方もない目標ではあったが、この少女はそれを覚悟したうえで前に進もうとしている。

「──了解だ。さっさとこの先にいるクソ野郎をぶっとばしちまおう」

　カイルは唇の端を釣り上げ、不敵な笑みを浮かべて見せる。ヴィータもそれに応こたえるように笑う。それは決して愛らしいだけではない、強さをも感じさせる笑みだった。

「あんたたちは……なんでそこまでするんだ……？」

　ふと、負傷した兵士がヴィータを見上げて声を漏らす。

「こんな馬鹿げたものが待ち構えてるってのに……なんで、進める？」

　縋すがるような目。昨日まで共に過ごした仲間に襲われ、命を落とした者もいるのだ。その胸中は察するにあまりある。

「──ある人が、教えてくれたんです。この世界には、人の悪意がたくさんあるって。でも、そういうのに邪魔をされるのは嫌だから──わたしは前に進みます」

　幼い声で、けれど確信を込めて話すヴィータに、兵士は雷に打たれたように目を見開く。

　兵士は歯を食いしばると、鞘さやに収めた剣を杖つえ代わりにして立ち上がった。

「おい、大丈夫なのかよ？」

「……おれだって、騎士のはしくれだ。こんな小さな子供の前でいつまでも怯おびえてるなんて、そんなかっこ悪いこと、さすがにごめんだ。……騎士ってのは、子供の憧あこがれでなきゃいけないんだよ」

　いまだ恐怖はあるようだが、さりとて押し潰つぶされる気もないようだ。

　と、今さらになって余裕ができたのか、兵士はカイルたちを胡乱うろんげに見渡す。

「にしても……あんたらはいったいどういった集まりなんだ？　ヴァンフォード卿きようの娘はともかく、ゲブラーの研究者に、後は……」

「それは聞かないでもらえるとありがたい」

　言葉を濁すセレスティナに、若い兵士は不思議そうな顔をしていたが、

「……ま、命を助けてもらったうえ、仲間も殺さずにあの気色悪い虫から解放してくれたんだ。信じるぜ、あんたの言葉」

　そう言って、笑って見せた。




　柱が規則的に立ち並ぶ広大な空間。神殿を思わせるその場所に、リザンドロとギルバート、そして飛ひ翔しよう兵の姿はあった。ギルバートと並び立つと、飛翔兵は身の丈が低く、体つきも細いことがわかる。どうやら既に修理か交換を済ませたらしく、翼に破損の痕こん跡せきはない。

「ふん……貴様が奴やつらを仕留め損ねなければ、わざわざこんな場所まで足を運ぶ必要もなかったものを」

　忌いま々いましげに飛翔兵を睨にらみつけるリザンドロだったが、本人は視し線せんを向けようともしない。

　その代わりというわけでもなかっただろうが──ギルバートはどこか精彩を欠いた声でリザンドロに問いかける。

「……猊げい下か……これは、いったい……？」

　珍しく自分から口を開いた直属の〈剣の使徒〉に、リザンドロは鼻を鳴らす。

「ケセドセフィラの『核』、だそうだ」

　ギルバートが見ていたのは、宙に浮かぶ奇妙な立方体だ。なにかに支えられることも吊つり下さげられることもなく、空中で緩やかに回転している。その表面には赤い電流が弾はじけていた。

「……ここにいる者たちは……？」

　立方体の周囲には、架台に縛りつけられた者たちの姿があった。

「下層から買い入れた、定てい戯ぎ式しきの才を持つ者たちだ」

「……買い入れた……？」

「奴隷だ。定てい戯ぎ式しき士しだけを選別させたから、それなりに値は張ったがな」

　リザンドロは淡々と、骨こつ董とう品ひんでも仕入れたかのような口調で話す。

「こやつら一人一人は天使に及ぶべくもない、凡愚の集まりだ。だが、これだけの数の脳を並列接続すれば、ケセドの『核』の機能を阻害する程度の役は果たせる」

　リザンドロの口調に、一切の迷いや罪悪感は浮かんでいなかった。

　そんな主あるじに、ギルバートは言葉もなく、元のように押し黙る。その心のうちに抱えた思いがいかなるものか……それを推し量れる者は、この場にはいなかった。




　しばらく道を進むと、やがて別れ道へと辿たどりついた。

　先導していた兵士はカイルたちを振り返り、左手の通路を指さす。

「階段があったのはこの道の奥だ。鉄格子が嵌はまってるから、すぐに分かるはずだ」

「うむ、助かったぞ。貴殿は王城に帰還し、このことを我が父に伝えてほしい」

「ああ。……気をつけろよ、あの蟲むしがまだいるかもしれないし、寄生された仲間が襲いかかってくるかもしれない」

「うむ。そちらも道中油断せぬようにな」

「必ず救援を連れてくる。それまで死ぬなよ、セレスティナ・ヴァンフォード」

「無論だ。武運を祈る」

　王軍式の敬礼をしてから、兵士は別れ道のもう一方を一人進んでいった。

「さて──こちらも先を急ごう」

　頷うなずき合い、カイルたちは兵士に教えられた道を慎重に進んでいく。

　その後はしばしば兵士の亡なき骸がらと対面することとなった。

「……王軍はこの数十年、まともな実戦を経験していない」

　沈黙に耐えかねたわけではないだろうが、セレスティナがぽつりと漏らした。

「口さがない連中は兵士たちを無駄飯食らいと罵ののしりもする。だが、彼らは確かに王のため、そして民のために兵役に就き、厳しい訓練を乗り越えたのだ。だからこそ……このような下劣な手段でその志を、歩んできた道を無に帰すような外道を、手前は決して赦ゆるさん……！」

　囁ささやくような声ながら、そこには烈火のごとき激情が込められていた。

　間もなく兵士の言っていた通り、鉄格子が嵌まった横道に出くわす。開いたままの鉄格子をくぐると、正面に階段が現れた。

　灯あかりはカイルが持つランタンのみであり、地底深くまで続いていく階段はどれほどの深さなのかも見通せない。それはまるで、巨大な獣が口を開け、不用意な犠牲者を飲み込もうと待ち構えているかのようでもあった。

　カイルを先頭に、ヴィータ、シャレーナ、セレスティナと続く。

　数十段ほど下った頃ころ、下方に仄ほのかな光が見えた。

　下り階段が終わる。辿たどりついた空間は、奥行きがせいぜい十メートルほどか。

　壁の燭しよく台だいにともされた灯あかりが周囲を照らす。元はなにに使われていた空間かは見当もつかなかったが、それよりも一同の目を引いたのは部屋の奥に鎮座する掘削機械だった。

「……どうやら、予想はあたっていたようだな」

　セレスティナが緊張の面持ちで息を吞のむ。

　車輪の取り付けられた機械には、水平方向に岩盤掘削用の巨大な穿孔工具ドリルが取り付けられている。

　周囲には削り取られた岩盤と、そして合金の欠片かけらが山積している。掘削機械本体をアンカーで地面に固定して少しずつ掘り進め、また前進させてを繰り返したのだろう。横穴は岩盤が三メートルほど続き、その先の合金の壁は、厚みが一メートル近くあったようだ。それらは荒々しく削り取られ、人が通れるほどの穴が開通していた。

　カイルはホルスターから銃を抜きつつ、セレスティナに目くばせする。セレスティナもまた突撃槍ランスを両手で構える。カイルを先頭に、一行は横穴を抜ける。

　横穴の先にあった一メートルほどの段差を飛び降り、その先の空間へと足を踏み入れる。

　──その場所は、どこか神殿を思わせた。

　幅、奥行き、高さ共に百メートルはあろうかという広大な空間。無数の柱が規則的に屹きつ立りつし、遥はるか頭上の天井を支えている。照明の類たぐいはないものの、壁や床自体がぼんやりと発光しており、奥まで容易に見渡すことができた。

　その中心──神を象かたどった巨像でもあれば正に神殿そのものだったが、そこにあったのは宙に浮かぶ一辺が一メートルほどの立方体だった。

　表面は黒く、セフィラ世界を縦に貫く『柱』と同様、絶えず光の線が表面を走り、幾何学的な紋様を浮かびあがらせている。

　明らかに人知を越えた技術の結晶。ただ、今は時折光の流れが途切れ、周囲に赤い稲妻をまき散らしていた。

　神殿を思わせる空間は、自然と居住まいを正してしまうような荘厳さがある。だが、そこには今、天上の神秘をあざ笑うかのように無骨な異物が介入していた。

　立方体の周囲に配置されているのは、上層科学の最先端設備。機能性のみを追求した制御卓コンソールとホロウィンドウの群れが浮かび上がる。

　科学が神秘を凌りよう辱じよくし、蹂じゆう躙りんしているかのような光景。だが、本当におぞましいのは立方体を囲むように配された架台だ。

　そこに縛りつけられているのは──生きた人間。

　架台は傾斜がつけられ、幾本ものベルトで人間を縛り付けていた。指一本動かせない状態で固定された人間の頭には、拷問器具めいた鉄環が嵌はめられている。その内側にはスパイクのような突起物がいくつかあり、頭部に深く食い込んでいるようだった。

　鉄環には制御卓から伸びたコードが繫つなげられている。恐らくは何らかの電気的な信号がやりとりされているのだろう。それに伴う激痛に、拘束された人間は眼球が零こぼれ落おちんばかりに目を見開き、猿さる轡ぐつわをはめられた口からは声にならない絶叫を上げ続けている。

　それが、実に十人分──祭壇上の立方体へと捧ささげられた生いけ贄にえのように、ただひたすら痛みに耐えることを余儀なくされていた。

　そして、その手前──宙に浮かぶ立方体を背にして、こちらを待ちうける者たちの姿があった。青い聖職者服を纏まとった老人と重甲かつ冑ちゆうの男、そして斧槍ハルバードを携えた有翼の鎧よろい騎士。

「どうやら、他の出入り口から先回りしてやがったみたいだな……羽持ちの奴やつも無事か」

　苛か烈れつな怒りを視し線せんに込め、セレスティナが現れた仇きゆう敵てきの名を叫ぶ。

「リザンドロ……！」

「不敬だぞ、騎士ヴァンフォード。いや、もう騎士ではないのだったな」

　嘲あざけるような笑みを浮かべ、リザンドロがセレスティナを睥へい睨げいする。

「定てい戯ぎ式しき士し、奴らの後ろにあるもの……あれはなんだ？」

「……最悪に胸むな糞くそ悪いもんだよ」

　しかめ面でカイルが答える。

「……からくりが分かったぞ、セレスティナ」

　低く押し殺した声で、カイルは告げる。

「あそこにいるのは、全員定戯式士だ」

　瞠どう目もくするセレスティナに、カイルは奥歯を軋きしらせて告げる。

「あの野郎……ッ、定戯式士の脳を蟲むしと機械でいじくって、無理やりケセド落としにつかってやがるんだ……！」

「なっ……!?」

　定戯式の素養がないセレスティナには、具体的にどのような仕掛けが施されているのかは分からない。だが、人を道具として扱う外道を前にして、胸の内で義憤が沸き上がる。

「リザンドロ……それが民に教えを広め、導く役割を負った枢すう機き卿きようがすることかッ！」

「死人に口なしだ。ゆえに語る道理もない」

　謝罪も言い逃れもなかった。自身の非道に対して疑問を一切抱かない、純然たる悪意だけがそこにはあった。

「定戯式士を繫いでいる装置は〈グレイプニル・システム〉の応用か……ハインツの研究を盗みやがったな」

「色々と知っているようだな、下層民。なおさら、生かして帰すわけにはいかん」

　ギルバートと飛ひ翔しよう兵がリザンドロの前に出る。

「ヴィータ、下がってろ」

「シャレーナ、後ろへ」

　応じるように、カイルとセレスティナもそれぞれの武器を携える。

「騎士の男とは手前がやらせてもらおう。奴やつには土をつけられたままでな」

「なら、羽持ちは俺おれか」

「不服か？　自信がないなら手前が両方相手取ってもいいのだぞ」

「はっ、余計なお世話だよ。さくっと片づけてやるさ」

　セレスティナに告げると、カイルは立ち並ぶ柱の森へと足を踏み入れた。




　祭壇へと続く道を、互いに歩み寄る。一足では縮められぬ間合いを残し、セレスティナとギルバートは足を止めて向かい合った。

「これが最後の立ち会いとなるかもしれんのだ。顔ぐらい見せたらどうだ？　それとも、相手に合わせることすらできぬ臆おく病びよう者ものか？」

「…………」

　ギルバートはしばし沈黙していたが、やがて兜かぶとを脱いで素顔をさらす。

「……セレスティナ・ヴァンフォード。おまえは教会騎士でありながら、一度剣を預けた相手を裏切るのか。ならば同じく騎士の薫陶を受けた身として、その誤りをここで正そう」

　寡黙な〈剣の使徒〉から発せられた問答に、セレスティナが応じる。

「違うな、ギルバート。手前が剣を奉ずる相手は、初めて剣を手にした日からいささかもぶれてはいない」

「……その相手とは？」

「民だ」

　躊躇ためらいなく、セレスティナは言う。

「すべての民のために剣を振るう──それが、手前が我が祖父の生き方より受け継いだ信念だ。我が剣に主あるじはいない。だが、この剣は数万の民を守る覚悟を背負っている。──もはや軽い剣などとは言わせんぞ、ギルバート」

「……そんなものは……騎士の在り方ではない」

　セレスティナの答えをギルバートは言下に否定する。だが、セレスティナは怯ひるまない。

「では問おう。貴殿が仕えるリザンドロは、下層から連れてきた者を道具として扱い、今まさにケセドを幾万の民もろとも地に落とそうとしている。この不実、どう捉とらえる？」

　その問いに対する答えには、僅わずかに間があった。

「…………なにも。ただ、主君を信じて剣を振るうだけだ」

「──そうか」

　しばし、目を閉じる。セレスティナの中ではっきりと形を成した思いがあった。

「貴殿は、手前の在り方が騎士のものではないと言ったな。だが、型に嵌はまって思考を止め、民の叫びに耳を塞ふさぐが騎士の在り方なら──」

　セレスティナは突撃槍ランスを一振り。切っ先をまっすぐにギルバートへと向ける。

「──そのような古き騎士道は、手前が潰つぶす」

「…………」

　ギルバートは腰にさげていた剣のうち、一振りをセレスティナへと放ほうる。受け取ると、それはティファレト大聖堂に置いてきた儀礼用の直剣だった。

　ギルバートは背中の大剣を置き、自分の儀礼用直剣を抜く。それは、かつて行われた剣舞会決勝の再現だ。二人の因縁に決着をつけるには、これが一番適しているということか。

　その意図を察し、セレスティナは突撃槍をその場に置くと、直剣を片手で握る。

　ギルバートもまた、体たい軀くからすれば小ぶりな儀礼用直剣を油断なく中段に構えた。

　違う道を選んだかつての同門の間に、息苦しいほどの緊張が満ちる。

　──合図はなかった。にも拘かかわらず、二人が動き出したのは全くの同時だった。

　初手、セレスティナの突きがギルバートの喉のどを目がけ、銀の閃せん光こうとなって迸ほとばしる。真正面からの馬鹿正直な一撃だが、並の剣士ではその剣速に反応すらできずに討ち取られていたことだろう。

　だが、相手は〈剣の使徒〉。隙すきが生じやすい息を吸い始める刹せつ那なを盗んだにも関かかわらず、翻った剣が刺突を横に弾はじく。

　必殺の意思を込めた一撃をいなされたにも関わらず、セレスティナに動揺はなかった。全身全霊をもってしても、容易に切っ先が届き得ぬ相手であることは承知の上。

　故に、その身体からだは停滞することなく動き続ける。身体の軸を意識し、体幹部の筋肉をしなるように動かす。ギルバートの嵐あらしのごとき剣をミリ単位の見切りでかわしながら、回避動作をそのまま攻撃に繫つなげる。

　弾かれようがいなされようが、その動きは淀よどむことがない。あたかも、防がれることすら織り込み済みであるかのように、セレスティナの剣舞は加速する。

（止まるな！　攻めて攻めて攻め続けろ！）

　一切の迷いなく、セレスティナは剣と共に舞う。

（愚直なまでにまっすぐに、獣のように苛か烈れつに！　速く、疾はやく──機敏にはやく、俊敏にはやく、迅速にはやく……ッ！）




　柱の陰から飛び出しざま、カイルは拳けん銃じゆうの引き金を絞る。

　連なる銃声。相手の回避位置を予測して放たれた銃弾すらも、飛ひ翔しよう兵は難なく回避する。

　柱の陰に滑り込むと同時、弾丸を再さい装そう塡てん。

（馬鹿正直に撃ってもあたらない、か。──それならそれで、やりようはある）

　と──背筋に走る悪寒。直感で身体を投げ出すと同時、背にしていた柱が両断される。

　肩に灼しやく熱ねつの痛みが走る。斧槍ハルバードがかすったらしく、防刃繊維のコートが薄紙のように切り裂かれていた。

「なんつう切れ味だよ……！」

　頰ほおが引ひき攣つる。危うく首が胴体から分離するところだった。

（ただの刃物じゃないのか……防御は不可能、一発貰もらえばそこで終わりだな）

　飛ひ翔しよう兵は壁際で折り返し、柱の間をジグザグに飛びぬけながらカイルへと迫る。

　迎えうつ銃弾は飛翔兵にかすることもなく柱に当たって爆はぜる。銃弾の命中した柱が変形し、槍やりとなって突き出す。予想外の攻撃に反応しきれず、槍は飛翔兵の翼をかすめるが、即座に体勢を立て直す。

　さらに柱が格子状に変形し行く手を遮るが、斧槍の一振りで両断される。

　直接狙ねらった銃弾を飛翔兵は急上昇して回避。カイルの頭上を越え、背後へ回り込む。

　咄とつ嗟さに銃を向けるが、振るわれた斧槍の柄がカイルの手首を打ち、拳けん銃じゆうを弾はじき飛とばした。

「しまった……！」

　斧槍が反転、防御不可の斬ざん撃げきがカイルへと振り降ろされる。

　斧槍の一撃は、カイルの身体からだを容赦なく引き裂く──そのはずだった。

　響いた音は、金属が断ち切られる異音。

　斧槍の半月状の刃は半ばから真っ二つとなり、鏡のように滑らかな断面をさらしていた。

　破壊された武器を目にして、飛翔兵は戸惑ったように動きを止める。

　その眼前──振り上げられたカイルの手に握られていたのは、一振りのナイフ。

　無論、ただのナイフが一方的に金属を断ち切れるはずがない。そのナイフは、目を射いぬかんばかりに輝く青白い電光で覆われていた。

　──アーク放電。金属間に電位差を作ることにより、間の気体が電離気体プラズマ化する現象である。

　カイルは銃弾と定てい戯ぎ式しきで飛翔兵の動きを牽けん制せいするかたわら、密ひそかに左手に持ったナイフの性質を再定戯オーバーライド。作り上げられた白刃は、金属すらも超高温で焼き切る究極の切断武器と化していた。

　いくら斧槍の斬撃が強力であろうと、触れる前に切断する刃が相手では、なすすべもない。

「おまえの弱点は、実戦経験がまったくと言っていいほどないことだ」

　カイルの口上に、飛翔兵は身体を緊張させる。

「三次元的な機動に撹こう乱らんされて、ペースを奪われやすいのは確かだ。けどな、おまえの動きは単純すぎるんだよ」

　退くか近接戦をしかけるか、飛翔兵は迷う。その間に、カイルはじわりと距離を詰める。

「それに──実戦経験がないから、相手の言葉に耳を傾けて距離を詰められるなんていうミスを犯す」

　失策を悟り、飛ひ翔しよう兵は翼で大気を打ち、背後に飛とび退のこうとし──その動きがとまる。

　背後にはいつの間にか、変形した床が壁となって聳そびえていた。

「遅い。この距離は、俺おれの領域だ」

　咄とつ嗟さに振るわれた斧槍ハルバードの柄を、カイルの白刃が切り飛ばす。

「投降しろ。おまえの負けだ」

　その勧告に、飛翔兵はしばし動きを止める。やがて、観念したように用を成さなくなった斧槍の柄を手離す。

　それを降参の意思と見てとり、カイルはナイフに纏まとわせていた白刃を消した──直ちよく後ご。

　飛翔兵の右手の手甲から刃が滑り出した。

　拳こぶしを打ち込むように、刃がカイルへと突き出される。

　刃が首の動脈を抉えぐる寸前──カイルの右手が飛翔兵の顔を鷲わしづかみにし、背後の壁に叩たたきつけた。刃はカイルの首を浅く掠かすめながらも、致命傷を与えることなく空を切っていた。

「──おまえの翼の動きは、脳波で制御されているんだろ。つまり、その鎧よろい自体が精密機械ってわけだ。なら、当然強力な電流を流せば一発でぶっ壊れる」

　兜かぶとの表面で、パチパチと火花が弾はじけるような音が上がる。飛翔兵が拘束から逃れようと身じろぎするが、背後の壁が変形してその身体からだを固定する。

「電流ってのは自由電子の移動で起こる自然現象だ。理屈を理解していれば、大抵の現象は定てい戯ぎ式しきで再現可能なんだぜ？」

　紫電が弾ける。鎧の電子回路の許容量を越える過電流が、瞬く間に回路を焼き尽くす。

　カイルが手を離すと、飛翔兵はその場に崩れ落ちた。




　十合、二十合──重なる剣けん戟げきは疲労を蓄積させるどころか、むしろセレスティナの戦意を高揚させ、幾多の火花を散らして剣舞を彩る。

　その猛攻に、それまでその場に踏みとどまっていたギルバートが、遂ついに一歩後退した。

「…………、ヴァンフォード……ッ！」

　気迫負けしたと感じたか、ギルバートが焦りを叫びとして吐きだす。

　その焦りが、隙すきを呼んだ。

　横凪なぎに振るわれる、大振りの一太刀。たとえ鎧の上からであっても、セレスティナの細身など真っ二つにしかねない剛剣だ。

　剣を振り始めた瞬間、ギルバートは見た。微み塵じんも臆おくすることなく、ギルバートの目を見据えるセレスティナの瞳ひとみを。──それが失策だった。

　口では主君に尽くすと言ってはいても、その非道を見過ごしていることをセレスティナに糾弾され、ギルバートは揺らいでいた。

　──吞のまれた。

　刹せつ那な抱いた引け目が、ギルバートの剣を鈍らせる。それでも、振り始めた剣を止めることはできない。

　対するセレスティナは、加熱する意識の中であっても、冷徹なまでの精密さでギルバートの剣を見切る。身を沈め、寝せた剣身に左手を添える。横凪なぎの剛剣を、剣の腹を滑らせるようにして受け流す。

　セレスティナが最小の動きだけでやり過ごした一方、ギルバートは大振りの代償として身体からだが開き、重心がぶれる。

　結果──セレスティナの次の一撃を、ギルバートは避よけることができない。

　繰り出したのは、基本にして必殺の一手──刺突。

　狙ねらいはギルバートの利き手である右腕の肩。全身甲かつ冑ちゆうとはいえ、関節の可動域を確保するため、どうしても隙すき間まは生じる。

　そのわずかな隙間へと至る軌道を、セレスティナの剣は正確になぞる。針に糸を通すような繊細さで切っ先がギルバートの肩へと潜り込み、即座に引き抜く。

　握力が緩み、ギルバートの手から直剣がすり抜けた。

「ぐっ……！」

　痛みに呻うめき、その場に片かた膝ひざを突くギルバート。突きを受けた右腕は力が入らないようで、だらりと垂れ下がっている。

「腱けんを斬きったのだ、無む茶ちやをするな。下手をすれば、二度と腕が動かなくなるぞ」

　セレスティナは肩で息をつく。わずか数分の戦いではあったが、極限の集中力が疲労となってのしかかっていた。

「貴殿と刃やいばを交えて分かった。迷いがあるのだろう。なにゆえ、リザンドロに肩入れする」

「…………っ、……おれは──」

　ギルバートは縋すがるような目でセレスティナを見上げ──

「なんたる無様かッ、ギルバート……ッ！」

　目を血走らせたリザンドロの罵ば倒とうに、唇を嚙かみしめて身を震わせる。

「貴様の母親の命、なんのために永らえさせていると思っている！」

「なに……？」

　リザンドロの言葉に、セレスティナが眉まゆをひそめる。

　その直ちよく後ご──ギルバートが動いた。まったくの偶然ではあったが、ギルバートが膝をついた場所は、床に置いた大剣のすぐそばだった。

「おおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　ギルバートがあげた怒号に、セレスティナがはっと向き直る。その瞳ひとみに映ったのは、下方から迫る大剣の刃だった。

　咄とつ嗟さに、直剣を大剣の軌道に割り込ませる。受け流す余裕はない。片腕とはいえ、ギルバートの剛腕により振るわれた大剣の一撃は、ただでさえ度重なる剣けん戟げきで痛んでいた直剣を真っ二つに砕いた。

　──鮮血が散る。

　脇わき腹ばらから肩口まで、胸当てを断ち割りながら走った斬ざん撃げきが、セレスティナの身体からだを切り裂いた。

　ぐらり──と、セレスティナの身体が後方に傾かしぐ。

　誰だれもが、そのまま背後へと無防備に倒れる姿を幻視し──

　ダン！　後ろに引いた足が床を踏みしめ、倒れかけた身体を踏みとどまらせた。

　仰のけ反ぞったまま伸ばされた手が、ギルバートの鎧よろいの襟首をつかむ。

　倒れないセレスティナに瞠どう目もくするギルバート。その身体が引かれ、前へとつんのめる。

　ギルバートを出迎えるように、セレスティナの上半身が前へと振られ──

　鈍い打撃音を響かせ、セレスティナの額がギルバートの眉み間けんにめり込んだ。

「がッ……！」

　脳を揺さぶられたギルバートが白目を剝むく。

　背中から倒れ伏すギルバート。大の字に倒れた〈剣の使徒〉は、完全に気を失っていた。

「剣で敗れただけならまだしも……誇りまで捨てることはなかっただろうに」

　首を振り、セレスティナはギルバートに背を向ける。

「……いつかまた、貴殿が誇りを取り戻せたのなら──今一度、立ち合おう」




　カイルとセレスティナは、ほぼ同時に戦いを決していた。

　セレスティナにシャレーナが、カイルにヴィータが、それぞれ駆け寄る。

「だ、大丈夫ですかっ、セレスティナ様……？」

「なに、鎧と剣でだいぶ威力は落ちていたから、それほどの怪け我がではない」

　重量のある武器を片手持ちで、それも無理な斬きり上げだったこともあり、ダメージは最小まで抑えられているようだった。

「カイさん、怪我が……」

「大したことねぇよ。腕も動く。それより──」

　心配するヴィータに無事なことを伝え、カイルはリザンドロへと向き直った。

「頼みの綱の騎士は倒れたぞ。もう手て駒ごまはいないだろ」

「リザンドロ・ロッシーニ。あなたをクワトロ神父殺害と、ケセドセフィラの騒乱を引き起こした罪で拘束する」

　セレスティナとカイルがリザンドロに迫る。

「くっ……！　調子にのりおって……！」

　怒りに打ち震えるリザンドロ。その顔は屈辱に歪ゆがんでいる。

　その時だった。

「カイさんッ！」

　切迫した叫びが背後から響き、カイルは弾はじかれたように振り向く。

　──そこには、喉のど元もとに刃やいばを突きつけられたヴィータの姿があった。

　等間隔で継ぎ目の入った、奇妙な剣。その刃を手にしている人物を目にし、セレスティナは息を詰まらせる。

「なぜおまえが……？」

　呆ぼう然ぜんとするセレスティナとは対照的に、余裕を取り戻したリザンドロが哄こう笑しようを上げる。

「ふっ……はは、ははははは！　よもやこのまま見捨てるつもりかと、さすがに焦ったぞ」

　その口角が釣り上がり──その名を呼ぶ。

「のう──シャレーナ」

「あなたが捕まったら困るのは、ワタシも一緒よ」

　先ほどまでと打って変わり、艶つやの乗った声でシャレーナは言った。

　そこにいたのはもはや、要領は悪いながらも人のいい女研究者ではなかった。

　眼鏡を外した目に温和な印象はもはやなく、嗜し虐ぎやく的な光が顔を覗のぞかせる。

　細い指が留め金を外すと、白衣がするりと肌を滑り落ちる。

　その下には身体からだの線も露わな衣装を纏まとっており、首には大きな宝石をあしらったチョーカーが巻かれていた。

「シャレーナ、なぜ……っ、いつから裏切っていた！」

　セレスティナの怒気を涼しげに受け流し、三つ編みを束ねていた髪留めを外しながら、からかうように答える。

「ふふ。可愛かわいいわね、騎士様。そんなもの──最初からに決まっているでしょう」

　解ほどいた髪を額から後ろへかきあげると、さらに印象はがらりと変わる。誘い込んだ獲物を捕食する、鮮やかな毒花の風情。

　カイルが問う。

「……リザンドロが親しん戚せきで、仕事を回してもらったってのも噓うそか」

「当然よ。そもそも、枢すう機き卿きように話を持ちかけたのは、このワタシですもの」

「それでは……おまえが首謀者だというのか……!?」

　目を剝むくセレスティナに、シャレーナは艶あでやかに笑う。

「その通りよ。この設備を作ったのもワタシ。下層の坊やはあまり驚いてないみたいね」

「まあな。さっき蟲むしに寄生された兵士が、近くのおまえを素通りしてヴィータを狙ねらった」

「へぇ？　よく見てるわね。でも、どうしてワタシは蟲から狙われなかったのかしら？」

「理由は、おまえがつけている香水だ。そいつは蟲のフェロモンを再現してるんだろ？　さしずめ、おまえが蟲むしたちにとっての女王ってとこか」

　答え合わせを楽しむように、シャレーナはカイルの言葉を黙って聞いている。

「それと、リアが修理したおまえの通信機な。落とした拍子に壊れたって言ってたが、中の導線はまるで刃物を使ったみたく、綺き麗れいに切れていた。俺おれに渡す時、バッグの中で隙すき間まから刃物を入れて切ったんだろう」

　嫣えん然ぜんと微笑ほほえむシャレーナ。甘ったるい声で「正解」と告げる。

「ふふ、頭のいい子は好きよ」

「ただ、分からないことがある。おまえは結局、ヴィータをどうしたいんだ？　ケセド落としを完遂したいんなら、ここまで連れてくるべきじゃなかった。けど、ダイヤを買った企業がリザンドロ所有だと教えたのはおまえだ。その一方で、リザンドロにこっちの動きを伝えたのもおまえだろう。どういうつもりだ？」

　カイルの問いに、シャレーナは唇に指を当てて嫣然と告げる。

「そもそもワタシは、天使に手を出す気はなかったのよ。けど──」

　シャレーナの美び貌ぼうに、底冷えするような笑みが浮かんだ。

「イェソドでこの子を見て、気が変わったわ。欲しくなっちゃったのよ、その子が」

　その視し線せんが蛇の舌のようにヴィータへと絡みつく。

　風向きが変わったことで気が大きくなったか、シャレーナのそばまで歩み寄ったリザンドロが鼻を鳴らす。












「ふん……天使を手に入れるなどとおまえが計画を変えたせいで、随分と肝を冷やしたぞ」

「あら、いいじゃないの。最大目標のケセド落としはほぼ達成しているんだから、後はどう遊ぼうと自由よ。猊げい下かにとっても、騎士様と坊やは邪魔でしょう？」

「ものは言いようだな、女め狐ぎつねめ」

　憎らしげに吐き捨てるリザンドロ。

　どうやら、どちらかが上の立場というわけでもないらしい。志を同じくしているわけではなく、協力関係を結んでいるだけということか。

「リザンドロの配下を俺おれたちにぶつけて、ヴィータを手に入れるための障害を排除しようとしたわけか。……ヴィータをシステムに取り込むのが目的か？」

「それもいいけどね。紛まがい物ものを束ねるより、本物の天使一人の方がなにかと有用だわ。けど、それは危険を冒してまで手に入れたいメリットじゃない。それ以上に気にいっちゃったのよね。──その子の目が」

　要領を得ない物言いに、セレスティナが眉まゆ根ねを寄せる。

「目……？　どういうことだ？」

　ふっくらとした唇を細い指でなぞり、淫いん靡びな響きを声に乗せてシャレーナは陶然と語る。

「天使とはいえ、要はただの世間知らずなお嬢様──そう思ってたんだけどね」

　細い舌が口唇を割り、唇を舐なめ上げる。

「明日を疑わない無む垢くな色。曇りのない宝石みたいな瞳ひとみ──奇跡だと思ったわ。こんなにも純粋な子がいるなんて。だからこそ、他のどんな素材よりも調教しがいがある」

　熱を帯びた視し線せんがヴィータを撫でる。

　カイルの表情が強こわ張ばる。セレスティナもまた目を細め、硬い表情になる。

「カ……カイさん……」

　目を見開き小刻みに震えるヴィータの顎あごを、一筋の汗が伝う。

「この人……変態さんです……ッ！」

　なにやら、これまでで最上級の恐怖を感じているらしく、全身に鳥肌が立っていた。

「同感だが、おまえはとりあえず大人しくしてろ」

「ううぅ……背中に視線を感じます……」

　血が止まって白くなるほどに強く、セレスティナが拳こぶしを握りしめる。

「……なぜだ、シャレーナ。なぜ、こんな非道なことができる……！　ケセドを落として、一体なんの得があるというのだっ！」

　怒りを露あらわにするセレスティナを、シャレーナはあざ笑う。

「得……？　そんなもの──いくらでもあるに決まっているじゃない」

「なに……？」

「一つのセフィラがまるごと落ちる──これだけの大きな変化があれば、当然世界全体に大きなうねりが生じる。そこには数えきれないほどの利権が渦巻き、否いや応おうなく管理構造には隙すき間まができるわ。その隙間にうまく入りこめば、これからの数百年に渡り世界に影響力を持つことだってできる──そう考える人間が、この世界にはいるのよ」

　うっとりと吐息するシャレーナ。

「ヴァンフォードの騎士様。裏切られたことを知ったあなたも、なかなかいい顔をしていたわ。捨て犬みたいな目をしたあなた……傑作だったわ」

　艶つやっぽく頰ほおに手を当て、魔性の笑みを浮かべる。

「そのまま潰つぶれてくれたらもっとおもしろかったんだけど、そううまくはいかないものね。単純な分、立ち直りも早いのかしら。ワタシの裏切りでも、もう少し可愛かわいい顔を見せてくれると思ったけど……期待外れね」

　嘲あざけるシャレーナに、セレスティナは唇を嚙かむ。

「──確かに、貴様のことは任務上の関係だけでなく、友人とも思い始めていた。裏切りを知り、胸を抉えぐるものがなかったといえば噓うそになる。だが、手前は道を見定めた。今さらかようなことで揺らぐほど、この覚悟は柔ではない！」

「……がっかりね。つまらないわ、今のあなた」

　シャレーナが右手の剣を一振りすると、刀身が継ぎ目で分離される。一つ一つの継ぎ目に機械的な関節があるらしく、蛇のように複雑に舞い踊る。

「そういう青臭い台詞せりふは！　せめてこの窮地を脱してから吼ほえなさいッ！」

　──ィン、と。シャレーナの言葉に重なり、カイルは耳鳴りのような音を聞いた。

　突如、架台に繫つながれた定てい戯ぎ式しき士したちが痙けい攣れんを始める。その直ちよく後ご、神殿全体が震動し、体ではっきりと感じるほどに落下速度が上がった。

「…………!?　シャレーナ、貴様なにをした!?」

「装置に繫いだ定戯式士たちにかかる負荷を上げたわ。このペースだと、二十分もしないうちに下層セフィラに激突するかしらね。──それとも、装置に繫がれた定戯式士たちの脳が壊れる方が先かしら？」

「貴様ッ！」

「近づけばこの子を殺すわよ！」

　ヴィータの首に添えた刃やいばを見せつけ、セレスティナの動きを制する。

「ブラフだとは思わないことね。この子が欲しいのは確かよ。けど、この場を切り抜けなきゃ意味がないもの」

「卑ひ怯きような……！」

　動きを封じられたカイルとセレスティナを尻しり目めに、リザンドロとシャレーナは出口へと向かう。

　追えばヴィータが危ない。追わずとも、いずれケセドセフィラは破滅を迎える。

「そう、それでいいわ。あなたたちはそこで指を咥くわえて、駄犬のように吠ほえていなさい！」

　と──不意に、シャレーナの動きが止まる。

　ヴィータの腕をつかむシャレーナの左腕が、下から延びてきた武骨な手に摑つかまれていた。万力のようにシャレーナの腕を摑むその手の持ち主は、

「ギルバート、貴様……ッ！」

　セレスティナに倒された青年騎士だった。右肩の出血はかなりの量だ。それでもギルバートは、残った左腕でシャレーナをつかんで離さない。

「猊げい下か……もう、おやめ下さい」

「っ……、離しなさいッ！」

　多節剣がギルバートに叩たたきつけられる。分離された刃は鎧よろいを削りとり、ギルバートの肉体を抉えぐっていく。

　それでも離そうとしないギルバートに、シャレーナは容赦のない斬ざん撃げきを浴びせる。

「頑丈な……！　それなら、この腕を斬きり落とすまでよッ！」

　振り上げられた多節剣がギルバートの左腕へと振り降ろされる。

　その軌道に、突撃槍ランスが割り込んだ。

「──よくぞファルナヴィータ様を守ってくれた、ギルバート」

　その言葉に安心したように、ギルバートの手が緩み、その場にくずおれた。

　セレスティナがシャレーナを睨にらみつける。その圧力に、シャレーナは咄とつ嗟さにヴィータの手を離して飛びすさる。

「……ファルナヴィータ様、定てい戯ぎ式しき士しの元へ」

　セレスティナはシャレーナを視し線せんで牽けん制せいしながら、ギルバートへと声をかける。

「ギルバート、無事か？」

「ヴァンフォード……」

　疲弊しきった声で、ギルバートは途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

「おれも、おまえのような騎士になりたかった……弱い者の味方をする騎士に……」

　その頰ほおを、一筋の涙が伝う。

「叶かなうのなら……あの日、おれはおまえに救ってもらいたかった……リザンドロではなく、おまえに……」

　その言葉を最後に、ギルバートは意識を失った。痛みと出血によるものだろう。

「ふん、役にも立たない屑くずが、邪魔をしおって」

　吐き捨てるリザンドロを、セレスティナは怜れい悧りな視線で射い抜ぬく。

「な、なんだ、貴様」

「……屑と言ったな。一人の騎士が命を賭として成したことを──屑と蔑さげすんだな」

　突撃槍ランスを構えるセレスティナ。

「ひっ……、い、いいのか？　我らを手にかければ、ケセドを救うことはできんぞ？」

「……ッ」

　リザンドロの言葉に、一歩前に出掛けたセレスティナの足が止まる。

「わたしがなんとかします！」

　立ち込める暗雲を吹き飛ばすように、ヴィータが声を張り上げた。

　ヴィータは定てい戯ぎ式しき士したちに囲まれた立方体の前まで駆け寄ると、両手を掲げるように翳かざした。一度その瞳ひとみが閉じられ、再び見開かれる。

「事象記述解・解析イデアコード・アナライズ／多重演算・開始マルチタスク・スタート」

　セフィラ世界の管理者たる天使の、人間をはるかに凌りよう駕がする高速演算を開始する。

「阻害術式を特定・術式侵入コードハツク／事象記述解──復元リカバリ」

　宙に浮く立方体がまき散らしていた赤い稲妻が弱まるにつれ、落下速度が和らいだ。

「……ケセドの浮遊機能を阻害している術に割り込みをかけました」

　苦しげな声。幼い顔が苦痛に歪ゆがむ。

「十人全員を相手にか……？　おい、無む茶ちやなことはやめろ！」

　カイルはヴィータを止めようとするが、それを制するようにヴィータが叫ぶ。

「カイさん……わたしはここに、遊びにきたわけじゃありません！　わたしにしかできないことがあるなら……、これが、わたしの戦い方です！」

　額に汗を流しながらも笑みを浮かべて見せるヴィータを前にしては、それ以上何もいうことはできなかった。

「っ……、ああ、分かったよ。少しだけ踏ん張ってろ」

　その場を任せ、カイルはシャレーナに向き直る。

　セレスティナがシャレーナに問いを投げる。

「シャレーナ。今のうちに訊きいておくが、定戯式士たちを解放する気はないか？」

「ハッ、冗談でしょう？　この期に及んで、まだそんな眠たいことを言う気かしら？」

「そうか──では、先に宣言する。手前はおまえを殺さない。殺さずに捕らえてみせる。そして、裁きの場に引きずり出す」

　突撃槍を構えるセレスティナに、シャレーナは唇を舌で舐なめて見せる。

「やれるものなら……やってみなさいッ！」

　柱の陰や天井の隅から無数の蟲むしが沸きだし、セレスティナへと殺到する。

「っ、チィ……！」

　舌打ちしてシャレーナから距離をとるセレスティナ。

「ほらほら、逃げてばかりじゃワタシは捕まえられないわよ！」

　鞭むちのように多節剣を振るうと、蟲が雲うん霞かのごとく押し寄せてくる。

　突撃槍ランスを振り回し、蟲むしを叩たたき落おとすセレスティナ。カイルもまた次々と蟲を撃ち落とす。

「あらあら、頑張るわね。でも、守ってばかりじゃ埒らちが明かないわよ」

　言っている間にも蟲の増援が加わる。

「くそ、どんだけ湧わいてきやがるんだ……！」

　総数もわからない蟲を殲せん滅めつするのは現実的ではない。傷を負ったセレスティナの体力は無限ではないし、手持ちの弾薬も減ってきている。セレスティナの砲撃にしろ、攻撃射程はそう長くないため、広い範囲に散らばった蟲を相手にするには相性が悪い。

　なにか、蟲を一気に無力化できるような突破口を見つけなければならない。

（考えろ……そもそも、なぜ突然落下速度が上がった？）

　装置の役割は、繫つながれた定てい戯ぎ式しき士したちの脳を並列化するだけのはず。ならば、蟲が分泌する体液の量を増やすことで、脳にさらなる負荷をかけたということになる。

（シャレーナは蟲をどうやって操っている？　なにか道具を使っているのか──）

　手に持っているのは多節剣のみ。慣性を無視した挙動をとるのは、手の平の神経電位を読みとらせて関節部を駆動させているからか。

（あの剣にそれ以上の機能を持たせるのは無理がある……どこかに蟲の制御装置を隠し持っているのか？）

「おぉおおおおおッ！」

　セレスティナが隙すきを見てシャレーナ本人へと向かう。シャレーナは後退しつつ、舌打ちするように唇を尖とがらせた。セレスティナの眼前に割り込んだ蟲が、その進路を妨害する。

　ふと、閃ひらめくものがあった。

「止まるなっ、攻め続けろ！」

　銃撃でセレスティナの進行方向にいる蟲を撃ち落とす。カイルの後押しを受け、セレスティナはさらに踏み込んだ。

　突き出された穂先に巻きつくように、多節剣が突撃槍を柔軟に受け止める。

　怯ひるまず、セレスティナは次々にストロークの短い突きを繰り出す。

　負傷しているとはいえ、セレスティナは長年の鍛錬を積んだ剣士だ。体力面ではセレスティナに分がある。

　猛攻が煩わしくなったのだろう、シャレーナが不愉快そうに眉まゆをしかめる。にわかに息を吸い、細く鋭い息を吐く。それだけなら、ただの呼吸とも取れたが、

（──視みえた！）

　カイルの〝眼め〟は、シャレーナの呼吸に合わせて首に巻かれたチョーカーから特殊な波動が広がる様を捕らえた。定戯式士としての〝眼〟を使えば、空気中を音が伝わる現象を視覚情報として捕らえることもできる。

（可聴域を遥はるかに超えた高周波……これか！）

　人間の聴覚が捕らえられる音は、およそ二十ヘルツから二十キロヘルツに限られる。だが、他の生物の場合はその限りではない。種類にもよるが、虫の場合は数百キロヘルツまで音を聞きとれると言われており、音を使ってコミュニケーションをとる種も多い。

　恐らく、特殊な発声法による声帯の震えをチョーカーに偽装した機器で増幅することで、蟲むしに指示を与えているのだろう。現に、音波を浴びた蟲たちは一つの生き物のように動き、シャレーナを守るようにセレスティナの侵攻を遮る。

　大立ち回りを演じる二人の呼吸を読み、カイルは慎重に狙ねらいを定める。

　銃声。狙うのはシャレーナのチョーカー。撃ちだされた銃弾は蟲の間を縫ってシャレーナへと迫る。だが、直前で多節剣がシャレーナを覆うように渦を巻き、銃弾を弾はじいた。

　銃口が向けられていることを意識した時には、半自動的に多節剣が防御に回るらしい。

「セレスティナ！」

　蟲を薙なぎ払はらいながら、セレスティナがカイルへと視し線せんを向ける。

「蟲のことは気にせずに突っ込め」

　柳りゆう眉びをひそめるセレスティナに、

「信じろ」

　カイルはそれだけを告げる。

　意図は伝わったわけではない。それでも、セレスティナは頷うなずいた。

　突撃槍ランスを構え、まっすぐにシャレーナへと突進するセレスティナ。

「そんなに死に急ぎたいなら！　あなたもワタシの傀かい儡らいになりなさいッ！」

　蟲がセレスティナへと一斉に飛びかかる。しかし、カイルは蟲を撃たなかった。

（突撃槍の形状を解析、反射角度を算出──）

　意識の撃鉄を上げ、演算器と化した脳がカイルの拳けん銃じゆうとセレスティナの突撃槍、そしてシャレーナのチョーカーの位置関係を高速演算。

　加速された演算能力は、一秒を数倍の長さに引き伸ばす。

　蟲がセレスティナに迫り、その口こう吻ふんを今まさに延髄に突き刺さそうとしている。それでも、カイルは撃たない。

　狙うのは、瞬まばたきほどの間かん隙げき。わずか一瞬の勝機。

　高速演算に脳髄が赤熱する中で、カイルはその瞬間を待ち続け──発砲。

　銃弾はセレスティナの突撃槍へと飛ひ翔しよう。丸みを帯びた弾頭は円えん錐すい形けいの穂先に弾かれ、軌道が変わる。本来ならば、跳弾の動きなど予測できるものではない。だが、カイルの演算が割り出した刹せつ那なに滑り込んだ銃弾は予測通りの軌道をなぞり、吸い込まれるようにシャレーナのチョーカーに直撃していた。

　弾頭はチョーカーを破壊。セレスティナへと迫っていた蟲が突如として統制を失う。

　愕がく然ぜんとするシャレーナへと、セレスティナの突撃槍が迫る。

　多節剣が即座に反応し、多節剣に巻きつくように受け止めて衝撃を散らす。

「蟲むしを封じたところで！　突っ込むしか能のないおまえなどにやられるものか！」

「どうかなッ！」

　セレスティナが突撃槍ランスの柄の根元を捻ひねり、引く。突撃槍の穂先は多節剣に止められたまま、内部から銀色の刃が引き抜かれた。

　突撃槍の穂先に収められていたのは、ヴァンフォードの家紋が刻まれた直剣。

「仕込み剣……!?」

「終わりだッ、シャレーナ！」

　多節剣を打ち払い、驚きよう愕がくに目を剝むくシャレーナの懐まで一足で踏み込む。

　剣を反転させ、柄でシャレーナの鳩尾みぞおちを打つ。

「かっ……、ぁ……っ！」

　横隔膜への打撃が肺を収縮させる。シャレーナは空気を求めて喘あえぐような声をあげ──そのまま、その場に膝ひざをついた。

「シャレーナ……おまえには犯した罪を証言してもらうぞ」

　多節剣を取り上げながらセレスティナが言うが、既に耳に入っていないようだった。

「後はおまえだけだな──リザンドロ」

　カイルの視し線せんに射いすくめられ、リザンドロは身体からだを震わせる。

「っ……卑ひ賤せんな下層のドブネズミが……、この私を見下すなぁああぁああ……！」

　リザンドロは声を裏返らせて叫び、懐から銃を抜く。

　銃声。

　リザンドロの頰ほおを鋭い痛みが掠かすめる。それが、目にも止まらぬカイルの早撃ちクイツクドロウによるものだと気づき、銃を握る手が硬直する。

「続けるか？　俺おれはおまえが右目を撃たれたことに気づく前に、左目も撃ち抜けるぞ」

　顔色を失なくし、銃を手放すリザンドロ。よろよろと後ずさると柱に背をつけ、放心状態で崩れ落ちた。




「悪い、手間取った」

「……さすがに、そろそろ……」

　額に汗の玉を浮かせ、ヴィータは苦しげに呻うめく。

「これ以上無理はさせられん。どうする、定てい戯ぎ式しき士し？」

「定戯式士たちの術を止める。蟲を引きはがせば正気に戻ると思うが」

「ならば話は早い。手分けして解放しよう」

　立ち上がり、突撃槍を握り直すセレスティナに、

「──そんなことをしたら、全員死ぬわよ」

　突如として、地面に這はいつくばったシャレーナから冷水のような一言が浴びせられた。

　その表情は苦しげであり、まだ満足に動くことはできないようだが、それでもなお嗜し虐ぎやく心に満ちた笑みを浮かべている。

「どういうことだ？」

「寄生させてるのは特別に調整した蟲むしでね。その子たちの間でも、ある種のネットワークが形成されているわ。無理やり蟲を引き抜いたり殺したりした場合、他の蟲たちにも異常が伝わる。すると蟲たちは強いストレスを感じて、反射的に宿主へと体液を過剰に注入する……すると、どうなると思う？」

　現状でも、蟲に寄生された者たちは疲弊が激しい。そこへさらなる無む茶ちやをさせられればどうなるか──想像するのは容易たやすかった。

「……命の保証はないな」

　カイルの答えに、シャレーナの口角がつり上がる。

「実験では仲間の異常を感じとってから、体液を過剰に注入するまで、およそ四秒。つまり──一人は助けられても、他の九人は助からない」

　セレスティナがシャレーナを睨にらみつける。

「……今さら手前が、おまえの言葉を信じると思っているのか」

「自分に聞いたらどう？」

「なんだと？」

　頰ほおを強こわ張ばらせるセレスティナを、シャレーナはあざ笑う。

「蟲を殺せば全すべての宿主が死ぬ。当然、ケセド落下はそこで止まるわ。九人の犠牲でケセド数万の命を救えるのなら安いものよね。けど──ここで九人を殺すのは、あなたよ」

　牙きばから毒液を滴らせる蛇のように──シャレーナは囁ささやく。

「さぁ、どうするのかしら、騎士様？　誰を選ぶの？」

　誰だれを生かし、誰を殺すか──シャレーナは暗にそう突きつけている。

　それは、騎士として民を守るという誓いを立てたセレスティナにとって、どう転ぼうと苦悩が残る選択だ。無論、ケセドの民をまるごと見捨てるなどという決断はありえない。人の命は単純な足し引きで比べられるものではないとはいえ、結局はより多くの人命を救う選択をせざるを得ない。

　だが──シャレーナの言葉が、より強く意識させる。この場でのセレスティナの選択は、数万の民を救うと同時に、九人を殺すことでもあるのだと。

（いたぶってやがる……！）

　勝負が決したこの期に及んで、この女はセレスティナの心に言葉の毒を流し込む。

　が──

「──猶予は四秒と言ったな」

　セレスティナの声は、眼まな差ざしは、いささかも揺らいではいなかった。

「…………？　それがどうしたっていうのよ」

　シャレーナを無視し、カイルに向き直るセレスティナ。

「定てい戯ぎ式しき士し。弾はまだあるな？」

　突然の問いに、カイルは眉まゆをひそめながらも答える。

「ああ。一弾倉分くらいは残ってるが……それがどうした？」

　セレスティナは頷うなずき、にべもなく言う。

「手前と貴殿で、四秒以内に十人全員に取りついた蟲むしを排除する」

「なっ……！　むちゃくちゃだっ、そんなことできるわけねぇだろ！　俺おれは六人が限度だ、この並び方だと射撃位置を変える必要があるから、四秒でもぎりぎりいけるかどうか……、おまえはそんな短時間で残りの蟲を殺せんのか？」

「たとえこの手足が千切れようとも、成してみせよう。それとも自信がないか、定戯式士？」

　顎あごを上げてこちらを見やるセレスティナに、カイルはため息をつく。

「……安い挑発だな。人をのせたきゃ、もうちょっと気を使え」

　言いながら、ベルトのポーチから取り出した銃弾を拳けん銃じゆうに装そう塡てんしていく。

「ま──今回はのせられてやるよ」

　不敵に笑って、カイルはセレスティナと肩を並べる。

「しくじるなよ、脳筋騎士」

「こちらの台詞せりふだ、定戯式士」




　神殿内に緊張が満ちる。

　奥の壁を十二時と見て、九時の位置にカイル、六時の位置にセレスティナが位置どる。

　──作戦はいたってシンプルだ。セレスティナが反時計回りに駆け抜けながら、架台に縛りつけられた者たちに寄生した蟲を突撃槍ランスで叩たたき落おとしていく。同時に、カイルも担当する六人に寄生した蟲を撃ち抜く。

「準備はいいか？」

　カイルの問いに、セレスティナは頷く。

　長年の鍛錬によって鍛え上げた足腰に力を込め──

「いざ──推して参るッ！」

　セレスティナは迷いなく飛び出した。

　雷光のごとく突き出された穂先が、一匹目の蟲を貫く。

　同時に、カイルの銃弾が七時の架台の少年に取りついた蟲に直撃し、その身体からだを四散させる。続いて銃口が次の標的を捕ほ捉そく。撃ちだされた銃弾は八時の位置の蟲の頭を飛ばす。ここまでの経過時間、わずか一秒。

　カイルが身を翻して立ち位置を変えている間に、セレスティナが四時の位置を駆け抜けざま、二匹目の蟲むしの胴体を切っ先で引き裂く。そのまま次の蟲を貫いた時点で、ようやく二秒が経過した。一方のカイルも三匹目、四匹目を間髪いれずに仕留める。

　いける──カイルもセレスティナも、言葉はかわさずともそう確信する。

　五発目の弾丸が蟲を弾はじき飛とばし、セレスティナの突撃槍ランスが四匹目を引ひき剝はがした時点で三秒が経過。残るはカイルが担当する一匹のみとなる。

　だが──カイルの視界の端を掠かすめた光景が、その銃口を止めた。

　シャレーナが手を振り上げている。その手に光るのは、一本のナイフ。

　毒蛇の笑みが、カイルの背筋に悪寒を走らせる。

　次の瞬間、ナイフが投とう擲てきされた。刃が向かう先にあるのは、無防備なヴィータの背中。

　反射的に、カイルはナイフへと狙ねらいを変えていた。定てい戯ぎ式しき士しの演算能力がナイフの軌跡を予測し、正確に銃弾を送り込む。狙い通り、銃弾はナイフを空中で撃ち落とした。

　カイルの目に、シャレーナを完全に無力化しなかったことへの悔恨の念が浮かぶ。

　──銃弾は撃ち尽くした。残り時間は一秒を切っている。再さい装そう塡てんの余裕はないし、手を伸ばして届く距離でもない。最後の最後で、毒蛇の一嚙かみが届いた──この時、カイルはそう思った。そう──カイルは。




　銃弾があさっての方向へと発射されたことに、セレスティナは即座に気づいた。その意味を考えるよりも前に頭をよぎったのは、このままではどうあがいても間に合わないということだった。

（助けられない、のか……？）

　刹せつ那なを切り刻み、高速でセレスティナの中をいくつもの思いが駆け巡る。





　　　　──結局、手前の力はこんなものか──




──剣一本では誰だれも守れない──　　




　　　　　　　　──目の前の民一人救えない──




──父上の言う通り──　　　　




　　　　　──所しよ詮せんは身の程知らずの若輩者の妄言──




──届かない──　　　　




　　　──無力無力無力無力無力無力無力無力無力無






　セレスティナはそこで思考を止めた。

　頭の中で幾重にも反響する声をしめだす。












　突撃槍ランスの穂先を返し、左腰にあてる。鞘さやに収めた剣の柄に手をかけるような構え。

　自分がなにをしようとしているか、セレスティナは理解していなかった。頭の理解を置き去りにしたまま、セレスティナの脊せき髄ずいは四肢を動かし、前傾姿勢をとらせる。

　それはまさしく、幾千幾万と繰り返した、抜剣から刺突へと繫つなげる構え。

「……ッ！」

　奥歯を砕かんばかりに嚙かみしめ、ありったけの力で地を蹴ける。無論、飛び出したところで残る猶予はコンマ数秒。最後の蟲むしを刃じん圏けんにとらえるには、一歩足りない──その筈はずだった。

　爆音が轟とどろき、後方へ向けられた突撃槍の砲口から爆炎が噴き出す。爆炎の反動が宙にあるセレスティナの背中を押し、一気に加速。

　届かぬ筈の間合いを食いつぶし、セレスティナの身が宙を疾駆する。

「ォォォォオオオオオッッ!!」

　仕込み剣が突撃槍から鞘走り、銀光が虚空に一いつ閃せんを刻む。

　疾はやく、鋭く、精密に──ただそれだけを愚直に追求したヴァンフォードの剣が、今ここに結実する。

　セレスティナの靴裏が床を嚙み、轍わだちを刻みながら過剰な速度を減衰させる。

　ようやく静止したセレスティナの右手に、握られた剣の切っ先は、蟲を串くし刺ざしにしていた。

　止めていた呼吸を一気に吐き出す。刹せつ那なの間に発揮したかつてない集中力が疲労となってのしかかり、肩で息をする。

「どうだ……父上」

　口元に笑みが浮かぶ。

「剣一本でも、救える命はあったぞ……！」




「とりあえず、全員命に別条はないみたいだな」

　蟲に寄生されていた者たちの様子を確認し、カイルは胸をなでおろした。皆、気を失ってはいるが、その胸は浅く上下している。

　定てい戯ぎ式しき士したちを解放したことで、ケセドの核は既に正常な浮遊能力を取り戻しており、緩やかに高度を上げているのを感じる。

　シャレーナとリザンドロは後ろ手に縛られたうえでセレスティナに見張られており、こうなってはさすがに悪あがきもできないだろう。

　ギルバートには応急手当てを施したが、今のところ意識を取り戻す様子はない。

「装置から外すことはできないんですか？」

　心配そうにカイルに問いかけるヴィータ。

「そっちはさすがに専門じゃないからな。医者や技術者を呼んで調べて貰もらわなきゃ手が出せないだろう」

　今しばらく縛られたままなのは忍びないが、繫つながれた者が衰弱死しないよう、架台には栄養剤を点滴する器具も取りつけられている。すぐにどうなるということはないだろう。

「ともあれ、これで一件落着だな。厄介なことにならないうちに帰るぞ、ヴィータ」

「はいっ。あ、でも、この人たちはどうしましょう？」

　困ったように首を傾かしげるヴィータに、セレスティナは穏やかな声音で言う。

「いずれ応援が来るでしょう。手前が責任をもって引き渡します」

「え？　でもそれじゃあ、セレスティナさんは……」

「手前は、ここでお別れです。お二人はこのまま、下層へと帰った方がいい。本来ならば、お二人はケセドセフィラの滅亡回避に尽力してくれた英雄として、手厚くもてなされるべきですが……あまりに状況が特殊です」

　心苦しそうなセレスティナに、カイルは肩をすくめる。

「ま──目的がどうあれ、王族用の隠し通路に無断で侵入したことにはかわりねぇからな。ヴィータが天使だって説明したら、それはそれで面倒なことになるし」

「そういうことです。申しわけありません、ファルナヴィータ様。それに、手前はこの者たちを王軍に引き渡さねばなりません」

「でも、セレスティナさんは濡ぬれ衣ぎぬを着せられてて……」

　ヴィータが懸念していることは、当然セレスティナも思いいたっている。今のセレスティナは神父殺害の容疑がかけられている身の上。発見次第命を狙ねらわれるようなことはないにしても、最悪の場合罪人として扱われかねない。

「心配ありません。ここには確かな犯罪の証拠があります。これを見てもリザンドロの言葉を鵜う吞のみにするほど、王政府の役人は耄もう碌ろくしてはおりませんよ」

　心配させないためにだろう、努めて軽く言うセレスティナ。対象的に、ヴィータは寂しそうに表情を翳かげらせる。

「もう……会えないんですか？」

「いいえ──いずれまた、友としてお会いしましょう」

　その言葉を聞き、ヴィータは相好を崩す。

「うんっ、それならオーケーですっ」

　ヴィータと笑みをかわし、セレスティナはカイルへと視し線せんを移す。

「世話になったな、定てい戯ぎ式しき士し」

「ああ、まったくいい迷惑だよ。こんな面倒事、二度と持ってくんじゃねぇぞ」

　しかめ面で言う青年に、セレスティナは意地悪そうに微笑ほほえむ。

「さて、それはどうかな。貴殿はなんでも屋なのだろう？　今後もなにか、とびきりに厄介な仕事を依頼することがあるやもしれぬな」

「おまえ……」

　思わぬ切り返しに、カイルは一層苦い顔になる。

　ふと、笑みを消して真顔になるセレスティナ。

「達者でな。ファルナヴィータ様を頼む」

「言われるまでもねぇ」

　そんなやり取りをする二人を、ヴィータは不思議そうな顔で見ていた。

　そうして──束つかの間ま邂かい逅こうし、手を取り合った上層の騎士と別れ、最上層の少女と下層の青年はケセドセフィラを後にした。




　カイル達たちの背中が遠ざかっていくのを見送り、セレスティナは軽く吐息する。

（ああは言ったが……手前にかけられた嫌疑は重いものだ。殺あやめてはいないとはいえ、逃走の途中で衛兵に怪け我がを負わせてもいる）

　ヴィータに言ったほど楽観しているわけではない。仮にも、枢すう機き卿きようからじきじきに王政府へとセレスティナの身柄拘束と引き渡しの要請があったのだ。

（リザンドロ逮捕を持って真実が明かされればそれでよし……だが、捜査を受け持つ者が誰だれであるかによっては、どう転ぶかわからない）

　不意に、人の気配が近づいてくる。

　先に介抱した兵士の報告を受けて編成された部隊か。どうやら、役割はしっかり果たしてくれたようだ。

（指揮官が話の通じる者ならよいが、さて……）

　さすがに緊張するセレスティナの視し線せんの先に、横穴をくぐって兵士の一団が現れる。

　いくつか言葉を用意してはいた。だが、その先頭に立っている人物を目の当たりにした瞬間、全すべてが頭から抜けおち、思わず呆ほうけた声をあげてしまった。

「父上……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　屈強な近衛このえ兵へいを連れて現れたのは誰あろう、フレデリック・ヴァンフォードその人であった。近衛兵たちは礼拝堂の光景に少なからず驚きを見せていたが、フレデリックは眉まゆをかすかに動かした程度だった。

「なぜ父上がここに……」

「セレスティナ・ヴァンフォード。状況説明を」

　父親ではなく王政府高官としての指示に、セレスティナは反射的に背筋が伸び、先ほどまで頭に浮かべていた言葉を手繰り寄せる。

「ケセドセフィラ落下事件の首謀者であるシャレーナ・コールマン、ならびにリザンドロ・ロッシーニ枢機卿の身柄を拘束しました。また、両名は下層セフィラ住民の誘拐にも関与している疑いがあります。拘束の際、強い抵抗を示したため、やむなく武力制圧しました」

　報告を受け、フレデリックは縛られて地面を這はうリザンドロを見下ろす。

「リザンドロ枢すう機き卿きよう。なにか弁明はありますかな？」

「ふんっ、そんな小娘の言葉を信じるのか？　私は枢機卿だぞ？　どちらが信用できるかなど明らかであろう。それよりも、その小娘は神父殺害犯だ。早く捕まえんか！」

　リザンドロの言葉に、しかし近衛このえ隊の誰だれひとりとして動こうとはしない。リザンドロは顔を真っ赤にし、床に転がされたまま声を上げる。

「なにをしている！　言うことを聞かんか！　私を誰だと思って……っ、まずはこの縄を解ほどけ！」

　感情の乗らない声で、ゆっくりとフレデリックが告げる。

「残念ながら、あなたには重大犯罪の嫌疑がかかっております、リザンドロ枢機卿。いえ──元枢機卿」

　言いなおした肩書きに、リザンドロは絶句する。

「元……だと……？」

「ええ。先ほど、あなたの権限を凍結する旨、教皇聖下より通知を受けました。後ほど正式に罷免されることでしょう。聖下は此こ度たびの異変の遥はるか以前より、あなたに疑惑の目を向けており、王政府にも調査の協力を依頼されておりました」

「馬鹿な……！　王政に腹のうちをさらしたというのかッ……！」

「確かに、身内の恥をわざわざさらすことは考えられないでしょう──あなたのごとき俗物には」

　はっきりとフレデリックの目に侮ぶ蔑べつの色が映る。

「聖下は教会内の膿うみを出すことが、即位すると同時になすべきことと考えたのです。王陛下はそれに応こたえたまでのこと。そして、数年に及ぶ綿密な調査の結果、あなたの身の回りで不自然な金の流れがいくつも見られました。それに加えて、ケセド内のあなたの息がかかった工房には、この地下通路へ通じる穴が掘られておりました。これは重大な犯罪です」

「し、知らん！　そんなものは知らんぞ！」

　わなわなと肩を震わせ、リザンドロは叫びをあげる。

「これまでの疑惑に加えて、今回の不自然な動き──事件の渦中に名前の上がっているあなたから目を離すほど、我々の目は曇ってはいない」

　ようやく理解が追いついたセレスティナが、父親に問う。

「……では父上、もとよりリザンドロは王政府からも疑われていたと……？　手前の証言は必要なかったのですか……？」

　フレデリックは首を振る。

「おまえからの報告は、陛下に近衛このえ隊をお借りするための材料のひとつとなった。なによりこの男が尻尾しつぽを出したのは、孤立無援でもなお戦い続けたおまえの尽力あってのことだ。おかげで、王政府の管理区域に無断で立ち入っているリザンドロをおさえることができた」

　そこでようやく、フレデリックは視し線せんを娘へと向けた。

「──よくやった、セレスティナ」

「…………！」

　そのたった一言が。他のどんな賞賛の言葉よりも深く胸に染み、熱いものをこみ上げさせる。

「ふ、ふざけるな！　その娘が犯した神父殺害はどうなる！　そ、そうだ、私はその小娘に人質として無理やり連れてこられたのだ！　その小娘と、そこの女がグルになって……」

　ついには、根も葉もないでたらめを並べ始めた。それでも、枢すう機き卿きようの椅い子すに長年座り続けた男だ。この場にいるのが近衛このえ兵へいだけだったならば、鵜う吞のみにすることはなくともいくらかの揺らぎはあったはずだ。

　だが──リザンドロにとっては不幸なことに、目の前にいるのはケセドセフィラの重鎮たる元老院議員だ。

「違うな。彼女は私の指示で動いていたのだ」

　言っている意味がわからないのだろう。リザンドロが目を丸くする。

「元老院議員は有事の際、王軍の指揮を代行する権限があり、また兵士の中から直属部隊を選抜することも認められている。私が自分の部下であるセレスティナ騎士に指示したのだ。単身この地下通路へと乗り込み、賊を制圧するようにと」

　無論、そのような事実もなければ、そもそもフレデリックの指揮下に入った記憶もない。

「ば……馬鹿な！　その女は〈教会騎士〉、貴様の部下では……」

「セレスティナは既に教会から追放されている。あなたの手によってだ。そして、現在のセレスティナ・ヴァンフォードは軍属だ。今日づけでな」

　リザンドロのみならず、これにはセレスティナも驚きを禁じ得なかった。

　本人がそう言うからには、既に正式な手続きも済んでいるのだろう。セレスティナが父に連絡を入れたのが、わずか数時間前──その間にこれだけの無む茶ちやをやってのけたらしい。

「ゆえに──彼女に疑いをかけるということは、元老院議員である私に疑いをかけることだと理解していただこう。リザンドロ元枢機卿」

　既にリザンドロは顔面蒼そう白はくだ。フレデリックの指示を受け、近衛兵がリザンドロの両腕をつかんで立ち上がらせる。

「もちろん、神父の死については正式に捜査の必要があるでしょう。正式に疑いが晴れるまで、セレスティナ騎士の身柄は責任を持って私が預かろう」

　それは実質、一切の手出しをさせないという宣言だ。

　ふと、フレデリックの目が床に落ちている剣に向けられる。ギルバートとの闘いで折れた、セレスティナの儀礼用の直剣だ。フレデリックは折れた直剣を拾い上げる。

「時に枢すう機き卿きよう。クワトロ神父はどのように殺害されたのでしょうか？」

「……この小娘が、教えを説く枢機卿を卑ひ怯きようにも後ろから刺さしたのだ」

　最後の悪あがきのつもりか、フレデリックから目を背けながらも偽りを語る。確かに、クワトロは背後から刺されたため、遺体を検視すればその裏もとれるだろう。しかし──

「なるほど。──あり得ませんな」

　フレデリックは言下に切り捨てる。

「我がヴァンフォードの剣は、不実を正々堂々貫く刃やいば。悪あく辣らつを赦ゆるさぬ必殺の一刺。故に、背後を狙ねらうなどということはあり得ないのです」

「そっ……そんな言い分が罷まかり通とおるかッ！　その小娘は確かに私の目の前で……」

　刹せつ那な、フレデリックの右手が霞かすむ。

　視認すらできぬ神速で迸ほとばしった剣は、まっすぐにリザンドロへと突きつけられていた。もしも刃が折れていなければ、その切っ先はリザンドロの眉み間けんを串くし刺ざしにしていただろう。

「なにより──」

　目を見開くリザンドロに向け、フレデリックは凄せい絶ぜつな怒気を叩たたきつける。

「このフレデリック・ヴァンフォード、左様な無様をさらす娘に育てた覚えなどないわッ！」

　突きつけられた刃以上に鋭いフレデリックの怒りの一喝。リザンドロは息を詰まらせ、そのまま白目を剝むいて気を失った。

「連行せよ。そっちの女もだ」

　文官らしからぬ剣の技巧と凄すさまじい怒声に啞あ然ぜんとしていた近衛このえ兵へいたちだったが、フレデリックの指示に従って動きだす。

「セレスティナ」

　やはり同様に自失状態にあったセレスティナへと歩み寄るフレデリック。

「騎士の目になった。答えを得たようだな」

　セレスティナが返す言葉を見つけられないでいるうちに、フレデリックはあっさりと踵きびすを返す。装置に繫つながれた者たちの救出も含め、矢継ぎ早に指示を出す父の姿を眺め──セレスティナは、長年抱いていた胸のつかえがとれたのを感じていた。

「……誤解しておりました、父上」

　聞こえているとも思えない声量で、セレスティナは囁ささやく。

「あなたは剣を捨てたのではなく──より多くの民を救うための手段を選んだのですね」

　真に重要なのは、その手に剣を持っているかどうかではなかった。その胸に、志の火を掲げ続けているかどうかなのだろう。

「……手前はまだまだ、未熟者のようです」

　緊張の糸が切れたか、唐突に意識が闇やみに落ちていく。泥に沈み込むような疲労感の中、セレスティナは大の字に倒れこむと同時に意識を手放した。

　その顔に浮かぶのは、安らかな笑み。それは、自分の身を任せられる者がそばにいるからこそできる、無防備な寝顔だった。






Epilogue









　ケセド落下事件から半月が経過した。

　ケセドの高度低下は下層でも観測されており、住民たちの話題の中心となっている。とはいえ、そのどれもが与よ太た話ばなしに近い憶測だ。下層各セフィラの代表となる組織から上層へと情報開示を求めていたが、今のところ詳細は知らされていない。

　先の発光現象と違い、下層の住民にとっても脅威となりえる事態だ。さすがに不安を隠せない者も多く、イェソドの街はどことなく浮足立っていた。

　そんな街の様子を眺めながら、カイルはアイリーンの酒場の扉をくぐった。

　入店したカイルに気づいたヴィータが、とてとてと近寄ってくる。

「あ、カイさんだー。まだお昼ですよ。やっぱり暇人ですか？」

「うるせ。見せてやんねぇぞ」

　そう言って、カイルは懐から封筒を取り出す。目を瞬まばたかせるヴィータ。

「なんですか、それ？」

「手紙だ。──上層からのな」




「『先日は世話になった。こちらはようやく騒ぎが収まりつつある』」

　手紙の内容は、その後の上層の様子についてだった。シャレーナらは王軍が逮捕し、取り調べを進めているという。

「『多少の怪け我が人こそ出たが、大事には至っていない。最悪の事態は水際で食い止めたとはいえ、未み曾ぞ有うの災害に王政府への信頼も無傷とは言えない。さらに現職の枢すう機き卿きようが黒幕だったことも合わせ、民衆は混乱している。市井の混乱に紛まぎれ、不穏分子が勢いづく恐れがある。中にはファルナヴィータ様の身柄を狙ねらう勢力が現れないとも限らない。ついては』……」

　そこで、カイルの言葉が止まる。

「？　カイさん？　どうしたんですか？」

　ヴィータが不思議そうに覗のぞき込こむと、カイルはなんとも嫌そうに顔を歪ゆがめていた。

「──ついては」

　と、店の入口から凛りんとした声が響く。

「父フレデリック・ヴァンフォードより任務を賜り、近々イェソドへと向かう。その際は、またなにかと世話になるつもりだ──そう書いたと記憶しているが？」

　聞き覚えのある声に視し線せんが吸い寄せられる。そこには、鎧よろい姿の少女が笑みを浮かべて立っていた。

「セレスティナさんっ！」

　ヴィータが歓声をあげ、セレスティナへと飛びつく。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ファルナヴィータ様。お元気そうでなによりです」

「おまえ……なんでここに？」

　苦々しい顔で問うカイルに、セレスティナは頷うなずいて答える。

「手紙の通りだ。長期的に下層に駐留し、先の事件の影響を報告すること──それが、手前に下された新しい任務だ」

「……今日は挨あい拶さつにでも来たのか？」

「いや。下層での滞在先だが、この酒場に下宿することにしたのだ」

　カイルは愕がく然ぜんと目を見開く。

「んなこと、アイリーンが許すはずが……」

　言いかけたところで、奥の扉からアイリーンが現れる。セレスティナに目をとめ、

「来たか。荷物は届いているぞ」

「これは店主殿。これからお世話になる」

　それだけで通じる二人に、カイルは困惑する。

「どういうことだよ？」

「店主殿とは事前に手紙でやりとりしていてな。既に承諾はとっている」

「部屋も空いているからな。家賃を払うのならなにも問題はない」

　既に外堀は埋まっているらしい。

「では、早速荷物を運びこむとしよう。定てい戯ぎ式しき士し、手を貸してくれ」

「なんで俺おれがそんなことしなきゃなんねーんだよ」

「おまえはこの酒場の小間使いだろう？」

「違うわ！」

「違ったのか？　まあいい、手伝ってくれ。ファルナヴィータ様、また後ほど」

　結局、頼むことには変わりがないらしい。

　カイルはため息をつきつつも、観念してセレスティナに続く。

　裏庭へ出た途端、セレスティナはカイルへ向き直った。その目はヴィータに向けていた時から一変、騎士としての鋭さを宿していた。

「定戯式士。先ほどは上層への報告が手前の任務だと言ったが、それは表向きのものだ」

　真面目まじめな顔で言うセレスティナに、カイルは肩をすくめる。

「そんなことだろうと思ったけどな。……本当の任務は、ヴィータの護衛か？」

「うむ。シャレーナは組織に属していると見るべきだが、その規模が見えない。なにしろ、枢すう機き卿きよう院いんとゲブラーの研究機関にまで食い込んでいたのだからな。機材の入手先も含め、他にも協力者はいるだろう。王政府上層部にも紛まぎれていない保証はない」

「下手に保護するより、下層にいた方がまだ手が出しにくい、ってわけか」

「うむ。ファルナヴィータ様の所在はシャレーナを通じ、その背後の組織に知られていると見るべきだろう。そやつらがファルナヴィータ様を狙ねらう可能性は十分にある」

「で、おまえを護衛として送り込んだと」

「そういうことだ」

　まさか天使の所在を把握していながら、下層セフィラに放置しているとは誰だれも思わないだろう。セレスティナの父親とやらは、随分と豪胆な性格をしているらしい。

「これからは手前もファルナヴィータ様をお守りする。よろしく頼むぞ、定戯式士」

　握手しようと手を差し出すセレスティナ。

　──ヴィータを取り巻く事態はさらに複雑になりつつある。カイルからすれば厄介な隣人ではあるが、頼りになる味方が増えたのも確かだ。

（ま──敵だけが増えるよりはいいか）

　前向きに考え、カイルは肩をすくめる。そうして──

「ああ、よろしく頼むよ──セレスティナ」

　セレスティナの手を取り、そう言うのだった。





あとがき







　こんにちは、またお会いできました、秋あき月つき煌こう介すけです！

　一巻から待っていて下さった皆様、ようやくこうして二巻をお届けすることができました。続編を世に送り出せて自分も一安心です。




　一巻が発売してから色々なことがありました。授賞式では同期受賞の作家さんたちと初対面したり、自分が学生の頃ころから活躍されている先生方とお話しできたり。

　授賞式ではたくさんの先生方と名刺交換したりするわけですけど、そこでようやく「あ、なんかおれプロの作家っぽい」って実感しました。

　小説を書くのって基本個人作業なわけで、別にそれで孤独を感じるタイプでもないんですけど。なんかこう、先輩作家さんに対して僭せん越えつながら、こんなにも〝同志〟がいるんだな、と思えて心強かったです。




　この二巻について。

　当初、自分が担当さんに送ったプロット（小説の設計図）では、もっとこぢんまりとした地味な話にするつもりでした。それでは盛り上がりが弱い、ということで新たに練り直し、その結果生まれたのが新キャラクターであり、表紙にもなっているセレスティナです。

　行動的なキャラクターなので、自分としても書いていて楽しい子でした。

　男前なバトルヒロインって好きです。




　この場をお借りして、お世話になった皆様への謝辞を。

　ぴょん吉様、今回も素敵なイラストの数々、ありがとうございました。特にセレスティナがかっこいいだけでなく可愛かわいくて、大変感激でございます。

　担当編集様、的確な指摘のおかげで確実に本作のクォリティが上がりました。今後ともよろしくお願いします。

　本作の宣伝、流通、販売など、本作に携わっていただいた全ての方々。読者様の手に届いて初めて作品は意味を持つのだと思います。おかげさまでこの本をこうして手にとっていただくことができました。本当にありがとうございます。

　最後に、このあとがきまで読んでくれたあなた。これからも熱くなれる物語を紡いでいくことで、お礼に代えさせて頂きます。それでは、またどこかで──
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特別付録　書き下ろし短編







○なんでも屋って




「カイさんって、『なんでも屋』なんですよね？」

　昼下がりの酒場にて、ヴィータが今さらのように言った。

「まぁ、そう名乗ってるな」

「なんか具体性がなくて中途半端ですよね。仕事してるところ見たことないし」

「ぐっ……それはほら、あれだ。今の俺への依頼は酒場の用心棒だから。なんでも屋として用心棒の仕事を引き受けてるわけだから、もしもの場合に備えて待機してるんだよ」

「いいわけくさーい。定戯式士なんだから、それで売り出せばいいじゃないですかー」

「この街でそれやると、マフィア絡みの依頼しかこねぇんだよ。平穏に生きるための肩書だ」

「ふーん……わかりましたっ！　それならわたしが仕事を見つけて来てあげます！」

　なにをどうわかったのやら、ヴィータは笑顔で手を叩く。

「仕事を見つけるって……おまえにできんのか？」

「ふっふっふ～。こう見えて顔は広いんですよぅ、ヴィータさんは。任せて下さい！」

　言うなり、ヴィータは店を飛び出していった。

　──一時間後。

「…………遅い」

　神経質に指でテーブルを叩くカイルに、ミリーとフィーが呆れのため息を漏らす。

「そんなに心配なら探しに行けばいいじゃん。素直じゃないなー、カイっちは」

「でも、さすがに過保護よねー。この街に住み始めて結構経つんだから、さすがにヴィータちゃんも危ない場所には近寄らないと思うけど」

　噂をすればなんとやら。ドアベルの音を響かせ、酒場にヴィータが戻ってきた。

「ただいま帰りました～」

　上機嫌な様子のヴィータに、カイルは安堵のため息を吐き、すぐに渋面を作る。

「ヴィータ、遅いぞ。なにしてたんだよ」

「それがですねー、いつもの散歩コースで猫を見つけたものでー。追いかけてましたっ」

「子供かっ！　いや子供だけど……とにかく、あんまり遠くまで一人で出歩くなよな」

「むー、人を子供扱いしてー。最近はパン屋のおばちゃんからも『ヴィータちゃんはすっかりお姉ちゃんだね』ってよく言われるんですよっ！」

「そりゃ子供ってことだよ」

「むぅぅ、なんですかー！　無職のくせにー！」

「無職って言うなよ！　なんでも屋だよ！」

　そんな二人を見ながら、ミリーとフィーが小声で。

「てーかさ。自覚ないだけで、カイっちの本業って……」

「ええ。……ヴィータちゃんの保護者、よね」

　そんな二人のやりとりにも気付かず、カイルはヴィータを不器用にたしなめるのであった。
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